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第 4 回若い会員の集い

ｾ＠ r伝統工芸を見る会 ( 2 ) J  

去る 4 月22日に催しました「伝統工芸を見る会(1) J の続編ともいうべ

き企画として， その (2) を開催いたします。前回は「紙J i金属一銅J

「木」という索材を主題として京唐紙，鋳金物，桐細工を見学しました

が，そのハンドクラフ卜の練達さと，そしてまた歴史を生きぬいて今日

まで，その生命を保っているデザインとに ，参加者は大きな感銘を受け

られたととと恩います。今回も前回同様， 基本的な素材として 「糸J

「土」 を選び，つづれ織，瓦，焼物の歴史とその技法を味わっていただ

きたいと患います。昼食時には名園を賞観しつつ，三十三間堂を中心と

した京の晩秋を十分楽しめるようにスケジュー J レを組みました。

0 つづれ織 ( K K川島織物 ・左京区市原)

もっとも手工芸的な，プリミティ

プな織り方であり ，その歴史は古代

エジプトの コプト 裂に ζ の織り方の

秀れた作品が見られる程きわめて古

いものである。熟練した織り手の爪

と簡単な機械とによってできる作品

は今日もなお珍重されている。

0 瓦および焼物 ( K K 大仰 ・東山区今熊野)

日本建築の歴史において伽藍建立がその時代の文化の象徴であり，受

がその不可欠な要素であった乙とは論をまたない。その製法はきわめて

単純であるという錯覚のために，千数百年にも亘る技法とそ乙に乙めら

れた知恵は ，今日 ，ともすれば看過されがちであるが，素材本来の巧ま

ざる味わいを再認識する必要があると思われる。また登り窯は大量の煙

が発生するために ，公害防止上，今はほとんど姿を消したが，乙乙では公

害防止装置をつけた登り窯によるタイル製造をもあわせて見学したい。

金 割 臥 唖 - 四 『 圃 ιｾＢ＠

0 後白河苑

後白河法皇ゆかりといわれる庭園で昼食。三卜三間堂，京都博物館，

方広寺，泉証1 i 寺などが近くにあり，食後は自由f C 散策。

日 時 11月初 日( 土) 9. ∞( 集合) →17. 30 ( 解散)

集会場所 大阪 ・北区 ・中之島 ・中央公会堂西哀

大阪観光パス 1台 ・目標会旗

定 員 50名

会 費 1. α氾円( パス代，昼食代の一部 ，別 lζ 補助あり)

行 程 9.1 0 出発→阪神 ，名神高速径由→阿川島織物見学( 11. ∞~ 

12. 30) →昼食( 後白河苑) および休憩，散策 ( 13. ∞- 14. 30)

→附大悌見学 (14. 30- 16 ∞) →名神高速経由→17. 30 大阪

駅北口着 ・解散

申 込 往復はがき( 1枚に l 名) (ζ 限ります。( 往) には「伝統工

芸を見る会」と氏名 ・勤務先 ・所在地 ・包話番号を明記し ，

(復) ICは宛名 ・郵便番号を記入して11月18日( 土) までに

事業課へ。ただし定員を超過した際は ，抽せんで参加者を決

めて参加証をお送りします。

日 本 建 築 協 会 会 告一一一一

4 竣工開館後の千里レジャーセンター( セ

ルシー〉新築工事の見学会

近年，都市住民の生活態様は，労働時閣の減少，生活意識の変化など

を反映して，ますます多様化するとともに，生活の中 lζ 占める余暇の比

重は今後とも一層増加する見通しであります。 ζ のような状況下にあっ

て，余畷を快適にすごすため新しいレジャ ー， 新しいオ アシス ，さらに

変化に対応できる流動的なレジャーの場が広くもとめられております。

乙の要望IC乙たえるため，多様なレジャー施設を盛り込んだ世界でも

有数な立体的な総合レジャーセンターとして11月15自に竣工いた します

千里レジャ ーセンター( 愛称セ J レ・ンー) を，フジタ工業株式会社のと斡

旋と建築主の厚怠ICより，唆工後の人のこまない午前中を選び見学する

乙とにい たしました。

日 時 12月 6 日( 水) 10. ∞ ( 集会) →12.∞( 解散)

集合場所 千里レジ ャーセ ンタ ー ・1 階中央広場，エレベー ター前

( ただし地下鉄御堂筋線「千里中央」駅下車，すぐ前)

定 員 50名

申 込 往復はがきに限ります。はがき l 枚 l 名限りとし ，氏名 ・動

務先名および所在地 ・役職名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・

郵便番号を記入の上11月25日( 土) までに事業課へ。

ただし定員を超過したときは抽せん lこて決定し，参加証をお

送りいたします。

建物概要

所 在 地 銀中市新千里東町 1 - 5 - 2

建 築 主 千星レゾャーセンター株式会社

企画 ・股針 7 ジタ工業妹式会社

施 工 同 上

敷 地 面 積 14. 928nf  

建 築 面 積 12. 540nf  

延 床 面 積 54. 006nf  

構 造 鉄筋コンクリート造( 1  郁 P S コンクリート造)

階 数 地下 l 階，地上 6 階建

軒 高 31.∞m

外 装 コンタリートホータル吹き付

工 期 昭 和46年 10月20 日→昭和47年11月15日

用 途 ポーリ ング場 ・温水プール ・シa ールーム ・多目的ホール他

ｾ＠ '73年版会員名簿発行についてお願い

(第 2 回)

隔年lζ 発行する本会会員名簿の 1973年版は，今年11月末日刊行すべく

目下級版の段階まで進んでおります。

過日乙の名簿購入をお願いたしましたと ζ ろ，多数の会員からお申込

みをいただきましたが，まだ残部がどざいますので，予約がまだの方は

大至急事務局までハガキま たは電話ICてお申込みください。

なお ，予約分に対しては下記のとおり特価制を布いております。

大きさ体裁等

発 行 部 数

編 集 内 容

頒 価

B 5 版検組

10.  ( 間部

記

本 文 上 質 紙 約 450頁

a ) 本会の組織，全会員( 氏名 ・卒業校および年次 ・

勤務先 ・現住所)

b) 建築関係官公庁 ・学校 ・研究機関 ・団体 ・建 築 設

計事務所 ・建設業 ・建材 ・設備 ・各種工事業

一般 1. ( 間円 ( 送料 140円)

会員予約特価 700円 (送料共)

建築と社会/ 1972年 11月号 1  



建築現場技術者・ 学生に必携の書/

最新刊図書

建 築 基 礎 工 法 と 実 例

• B5判 532頁 9ポ イ ン ト 活 字 一 段 横 組 表 紙 : 特 ク ロ ー ス 上 製 特 製 函 入

- 定価 4，000円 会 員 特 価 3，600円 送 料 250円

・編集・発行 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

- 編集方針/ 基礎工法の基本的な概念や考え方に関する懇切な解説ー歴史的な発展過程 ・基礎的調

査のあり方 ・基礎構造計画上の指針と設計法 ・実工事において考えねばならぬ諸制約 ・

各工法の具体的な紹介など( 基礎篇) 0  / 大阪の軟弱地盤における最近の代表的建築物

7例に関する基礎工事の施工記録および工事担当者の詳細な解説( 実例篇) 0  / 具体性

および実用性に解説の重点をおいた編集計画。実務にたずさわる中堅技術者向きとして

のみでなく，若い技術者の入門書や学生庖のための参考書としても好適である。

・第 1部・基礎篇

第 l 章建築基礎工法の発展過程 ・明治維新より第 2 次大戦までの建築基礎工法 ・戦後の建築基礎工

法/ 第 2 章基礎的調査 ・敷地およびその周辺の調査 ・地盤調査/ 第 3主主基礎構造の基本計画 ・基礎

構造選定の条件 ・支持力の検討 ・沈下の検討/ 第4 章掘削工法 ・掘削工事 ・掘削用機械 ・掘削工法

の計画 ・ 排水工法 ・ 排水工法の計画 ・ 施工管理Ｏ第 Ｕｾ くい 打 ち工法 ・ くいの種類とその特質 ・ く

い打ち計画 ・施工管理/ 第 6 章ピヤ工法 ・ピヤの定畿と特質 ・ピヤの施工計画 ・ピヤの施工管理/

第 7章泥水工法 ・泥水工法の定義 ・泥水工法の種類と利点 ・計画および施工上の問題点 ・泥水の機

能管理 ・チェックシート/ 第 8 :ttケ ーソンおよび井筒工法 ・概要 ・躯体の設計 ・施工法 ・潜函病と

酸素欠乏/ 第 9 章逆打ち工法 ・逆打ち工法の定義 ・逆打ち工法の細部施工計画/ 第10章アンダーピ

ニング工法 ・種類と目的 ・計画 ・工法/ 第11章地盤改良工法 ・建築基礎と地盤改良 ・各種の地盤改

良工法 ・計画と適用 ・実施に対する注意点 ・地盤改良の実施例

・第 Ｒ 部・実 ｾｊ 鱗

東洋不動産瓦町ヒ勺レ( 掘削工法) / 東洋ベアリングピル( くい工法) / 大阪合同ピ J レ( ピヤ工法)

/ 大和道修町 ビル ・日生淀屋橋ピJ レ( 泥水工法) / 宮園生命ピ J レ( ケーソン工法) / 朝 日新聞ヒソレ

(逆打ち工法〉

・第 3部・資料篇

関係法令 ・建築基準法( 施行令 ・告示 ・通達〉 ・騒音規制法( 施工令 ・規則 ・条令) ・労働基準法

(労働安全衛生規則) ・道路法 ・河川法 ・その他関係法規/ くい載荷試験規準( 土質工学会) / 各

種基礎工法( 既製ぐい ・場所打ちぐい ・柱列土留め皇室 ・柱列連続土留め壁 ・井筒ケーソン ・地盤改

良 ・その他)

・ 執 筆 者 ( 執筆11頁・敬称略〉谷口尚武( 大林組) / 小川地喜貞( 鴻池組) /貝戸俊一( 大阪市) /  

前川陽一( 村野森建築事務所) / 山肩邦男( 関西大学) / 丹羽稔( 竹中工務庖) / 池保

( フジタ工業) / 山口安男 ( 日建設計) / 中島志郎 (東京ソイ J レリサーチ) / 畝照夫

( 大林組) / 野平忠 ・福田乙二( 鹿島建設) / 山本監 (大林組) / 新見芳男( 清水建設)

/ 小川充郎( 不動建設) / 山田文三 ・林英夫 ・山本一政( 鹿島建設) / 松岡照夫( 大成

建設) / 井上司郎( 松村総) / 越本昌弘 ・太田進一( 大林組) / 青木信介( 竹中工務庖)

【編集委員会】 委員長 工学博士山肩邦男( 関西大学)

2  

幹 事 多々見市蔵( 大阪市) / 宮川達郎( 泉設計事務所) / 山口安男

( 日建設計)

委 員 池保( フジタ工業) / 稲村数矢( 東北地建) / 貝戸俊一( 大

阪市) 丹羽稔( 竹中工務庖) / 前川陽一( 村野森建築事務所〉

/ 安盛寿一( 大林組)

〔購 入 申 込 先〕社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 マ 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3  7  

電話 06- 231- 9648 ・9649 ・9640

司.
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防 水 革 命 を す す め る 「 新 防 水 仕 様 」 誕 生 /

画 期 的 な

ふくれ防止シス、テ ム を 採 用 し た

新 露 出 防 水 工 法 が 完 成 /

田島ルーフィング株式会社

木 全土 東京c 1 ! 足立区小台 1 - 3 - 11 電 路 (03)912- 1131閥

押図富豪所 東京冊子代図区轡本町 3- 11- 13 電話(03)凪 2 田31聞

田島応用化工株式会社

東京宮東所 東京部千代田区活ホ・T3 - 11- 13 電 路 (03) 8届 -6101聞

大 阪 宮 集 局 大 眼 前 芭 区 京 町 纏 1 - 74 電話(06) 441- 5百 l間

こ の た び 完 成 し た 「 新 防 水 仕 様 」 で 最 も 画 期 的 な 点 は

強 力 ア ス ロ ン ( 強 力 ギ ノ レ ソ イ ド 2 局 分 以 上 の 防 水 効 果

を も っ メ ン ブ レ ン 防 水 の 高 級 プ レ ハ ブ 材 ) の 開 発 、

お よ び フ リ ー ス ポ ッ ト ・フ リ ー ス キ ャ y プ に よ る 幸 斤 露 出

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 法 の 採 用 で す 。

特 に 、 露 出 ア ス フ ア ル ト 防 水 の 分 野 で は 無 機 質 基 材 を

用 い た 穴 あ き ル ー フ イ ン グ “ フ リ ー ス ポ ッ ト " を 開 発 、

こ の 分 野 で の 部 分 接 着 工 法 を 可 能 に し ま し た 。

そ れ に よ って 、 長 年 ま た れ て い た 防*AI の「ふ く れ」が

防 止 で き る よ う に な り 、 さ ら に 下地 か ら の ク ラ ック

に よ る 防 水 層 の 影 響 も 防 ぐ こ と が で き ま す 。

革 命 的 な こ の 新 防 水 仕 様 に 関 す る お 閉 会 せ は 資 料 消

求 券 を そ え て 下 記 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。 く わ し い

資 料 を お 送 り い た し ま す 。

。 東 日 本 ア ス フ ー 業 協 同 組 合

東京都千代田区岩本町 3 ・11 ・13 電話 (03) 866- 6101( 代)

ω西 町 … ト 事 業 協 同 組 合

大 医 事 務 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ・7 4 電話(06)44 卜 5951的

名古日屋事輯所 名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町2・12 電話 ( 052) 571 - 6361

広 島 事 務 所 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 町 1 6 号 電 話 ( 0822) 21 - 0266

福 岡 事 務 所 福 岡 市 奈 良 屋 町 l ・ 1 8  電話( 092) 28ー咽 12

3  
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山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場/ 大 眠 府 摘 埠 甫 車 別 府 I - 3  - 6  t:r ( 06)  381 - 引 31 - 5  

東 京 歯 車 所 / 東 京 都 千 代 田 区 園 町 3 - 6  ( 醐 井 開 2 ピ ル ) 宮 ( 03) 265 - 88回 - 9

名 古 屋 嘗 揖 所/ 名 古 屋 市 中 区 栄 3 - 2 3 - 1 4 ( 山 市 ピ ル ) f t ( 052) 262 - 6774- 5  

大 阻 世 聾 所/ 大 眠 市 東 区 唐 物 町 4 T 目 55( 本 町 北 制 ピ ル) 官 ( 06) 251 - 6781 代 聾

掴 岡 雀 揖 所/ 掴 岡 市 博 多 眠 前 4 - 3 - 1 4 ( 曹 廟 ピ ル ) 宮 ( 092) 43 - 6  9  4  0  

広 島 世 曜 所 / 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 ( み の る ピ ル } 官 ( 0822) 91 - 6 2  0  0  

仙 台 出 彊 所/ 仙 台 市 よ 特 2 - 4 - 4 6 (雁 林 金 崎 ピ ル } 宮 ( 0222) 22- I  2  5  9  

匂
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ここにも|生 iきている

匝］ロ ｾｦ 踊京

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の建 物 を つ くっ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の施 工実 績 を 示 し て い るの が

〈ビニロイド 2 号〉 です

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る 防 水 工事 をご

J采 用 い た だ き ま し た

営 業 品 目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 ・ ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

・ 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工 事 ・ 保 温 ・保 冷 工 事

・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン 版 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ ク ス 工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

東 京 郎 千代 川灰行本町 3 - 11 - 13  

T  E  L  <866>0271 - 6 ・6121- 9  

Ｚｨ ｾｬ ｾ 所 Ｏ 札 帆 ＼ ＷＲ ＾ ＶＰＳ Ｑ 仙 台 <21>5366- 7  1'， 古 屋 <94 1>3751

<971>4574  大 阪 <443>9721- 3  稲 岡 <76>2076<75>0298 

5  



6  

入間尊重時代の

インテリアザブくりに・・・

新光クロスのユニシリーズ

ハ ウ ジ ン グ の 先 端 を ゆ く 感 覚 と 技 術 で 業 界 を リ ー ド す る

新光クロス。 そ の 高 級 壁 装 材 一 総 合 見 本 帖 ユ ニ シ リ ー ズ。

'72年 '73年 の た め の 新 作 を 取 り そ ろ え て い よ い よ 登 場 /

激 動 す る '70年 代 を 生 き ぬ く た め の 仕 事 の 場 、 憩 い の 場 を

ず ば り 、 イ ン テ リ ア す る 業 務 用 か ら 家 庭 用 ま で 、 あ ら ゆ

る フ ィ ー リ ン グ と 目 的 に か な っ た 素 材 と 色 柄 を 豊 富 にコ

レ ク 卜 し て い ま す。

4. 
ｅｾｬｬｬ ， ｙｏｫ Ｇｬ・ＮＭ

新光クロス

株 式 会 社

本社 Ｏ 哩 ｾ ＵＵＰ 大阪市西区北繍江御池通り ＳＭＱＸ ｾＰＶ Ｈ ＵＳＸ Ｉ ＷＳＲＱ 大代 表

支 J吉/ヘm. 103 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 人 形 町3 - 4 n 0 3 ( 661 )  0 2 7 1 - 5  

出 張 所/ ⑮ 730 広 島 市 外 安 芸 町 下 温 品 2 5  4  n 0 8 2 2 ( 89 )  1248 - 50 

ｾ＠
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質疑などの投稿をお待ちしております.
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大 阪 市 に お け る 開 発 許 可 制 度 の 概 要

昭和 ＴＳ 年 Ｖ 月，新都市計画法の ｩＡｾ｝ 定にともない開

発許可制度が創立され，大阪市においても昭和

45年 6 月20 日 ( 市街化区域，市街化調整区域の

決定日) 以後本制度の適用をうけ，二年余 り経

過したが， 一般的にみても本制度に対する不慣

れな点および理解度の差異もあり ， また各自治

体においてもその条件，執行体制などからくる

運用の違いもみられ，必ずしもスムーズでない

面も多いが，また， 一律的な取扱いも不可能で

あり，実質的に本制度が定稽するにはここ数年

を要すると考えられます。

なお ，大阪市内は市街化調整区域はありません

ので，関係条項の説明は省略 いたします。

開 発 許 可 制 度 の 目 的 ・ 趣 旨

最近，大都市への人口 ，産業の集中は激しし

住宅難，交通難，公害等さまざまの都市問題を

惹起し ， なかでも深刻な問題は道路，下水など

宅地としての最低条件すら満足でない不良市街

地が大都市周辺に無秩序に拡散する，いわゆる

「スプロール」によ る弊害です。 これは当然都市

環境およひ機能を悪化させ，さらには都市にき

わめて効率の惑い後追い的公共投資を余儀なく

させるものであります。

新都市計画法は，こ のようなスプ ロールの弊害

を防止し ，計画的な都市づくりをするための函

期的な法律で， とくに注目すべきものが市街化

区域，市街化調書在区域の区分と開発許可のIIlI1度

です。

市街化区域とは ，都市計画区域内を積極的集中

的に市街化を図るべき部分，市街化調整区域と

は，当面市街化を tflll!，I] すべき部分であり，この

区域区分の趣旨に沿って開発行為を規制誘導し

良好な市街地を順次計画的に形成していこうと

いうのが開発許可能I1皮です。

開 発 許 可 制 度 の 概 説

[  1  ] 開発行為の定義 ( 法 4 条)

開発行為とは 「主として建築物の建築の用に供

する目的で行なう土地の区画形質の変更」をい

います。これを表にすると下表のとおりです。

ｉｊｾ＠

発

。
行

為

主普 I ｾ＠ t 地的統1} ，分訓( 道路，塀

と築 1I

ｴｾＱ 区 間 的変更［等による 物理的状況 の区分Ｉ
て用 1- - - - : で、単なる航手1) 関係何分合

言に 1 : m; は該当しない

主聖 !

るｾ 1 坦J ごiニ. 盛土また l

自主 IＺＺｾ｟ ｟ Ｎ ｟｟＠ i行為自体とみられる槻さく

的古; 1 形伐の変更 ・

が事 ｬＯ ｉ ［［ ｊＮ ｬ ｖｉｾｾ ; 等該当しない) また宅地以外

活; ろ| ; の土地を宅地化すること

拡 l hまたは i 区画と形1 ' ( の変更を同時に

| 形慣の変更 j する場合

※  開発行為的布無を判定するｾｊｪ ｬｘ 時は，昭和 ＴＵ 年 Ｖ 月 ＲＰ

日( 区械決定時 ). 建築物. 指l築 一区間 ( 敷地) 的意味

は主I ! 築法椴法の定義によります.

[ 2 ] 開発行為の許可 ( 法29条)

市街化区域および市街化調整区域で開発行為を

しようとするものは，あらかじめ，知事 (大阪

市では大阪市長 ) の許可を必要とします。ただ

しつぎに掲げる開発行為は除外されます。

1. 市街化区域内で行なう. 規模 1，000m
2

未満の

開発行為。

2.  市街化調盤区域内で行なう農林漁業関係の

開発行為。

3.  公益上必要なもの( 社会福祉施設，駅舎等)

4.  国，都道府県，指定都( 大阪市など) ，等

の行なう開発行為( 国鉄，公団等も含む )

5.  都市計画事業，土地区画整理事業，公有水

面埋立事業の施行として行なう開発行為。

6. 非常災害時の応急措置として行なう開発行

為。

7.  通常の管理行為，軽易な行為 (仮設建築物

等)

[  3  ] 公共施設の管理者等の同意 ( 法32条)

開発申請にさきだち，開発行為に関係ある公共

施設の管理者の同意を得るとともに ，新しく設

置される公共施設についてもその管理者等との

協議を必要とします。

( 公共施設…・ ・・道路，下水道，公園，緑地，広

場，河川，運河，水路および消防用貯水施設)

[ 4 ] 許可基準 ( 法33条，34条)

開発内容に 一定の技術的水準を確保させるもの

と，市街化調態区域内 の例外許可の基準とに大

}j IJ できる 。

自己用開発 ( 主と して自己の居住住宅， または

住宅以外で自己の業務用建築のための開発) に

ついては，下記のアンダーラインの項目のみ適

用されます。

l  予定建築物の用途が用途地域制限に適合し

ていること。

2. 道路，公園等の公共地設が適正に配置され

ていること。 都市計闘が定められている

ときは，設計がこれに適合していること。

匡因

。各敷地の楼道中市民 6  m- 1 2 m (4m- 6 m幅

員について別途基準あり )

0 取付・道路幅員 一般9 m，住宅用6.5 m以上

(大阪市市道認定基準による ，幅員は問わない )

0 道路は原則とし袋路状でないこと 。( ただし普

通用，袋路状基準あり )

ＱＰｾＱ ，匿ｾ，匡 Ｒ
OO. 3ha以上の開発については，その面積の 3

% 以上の公園等必要。 5 ha 以上の開発につい

ては 1 カ所 300 m'以上の公園が必要。

| 消防用貯水施設|

0 消防法による規定，基準に適合していること。

3  排水施設は汚水および雨水を有効に排出で

きる こと，

放流能力，区域内の諸施設の計画，構造等に

ついては詳細に法律および運用基準で決めら

れています。

4.  給水施設は区域内の需要に支障をきたさな

いこと。

5  公共施設の配分が予定建築物の用途等を勧

案して適正に定められていること 。

6  開発区域内の土地については，擁壁の設置

等安全措置がなされていること。

7.  地すべり防止区域等開発不適地を含まない

こと。

8  40ha以上の開発行為については，道路，鉄

道等による輸送の便に支障がないこと。

9  申請者に開発に必要な資力および信用があ

ること。

10. 工事施行者に工事完成に必要な能力がある

こと 。

11 土地に関して工事実施の妨げとなる4樹 IJ (所

有権，永小作権，地上権，賃借権，抵当権等)

を有するものの相当数の向意があること。

[ 5  ] 工事完了検査，完 了 公 告 ( 法36条)

開発許可を受けたものは，その工事が完了した

ときにその旨を市長に届出し ，市長は検査の結

果許可の内容に適合しているときは検査済証を

交付し ，かつ工事完了公告をしなければなりま

せん。

[ 6  ] 建築行為の制限 ( 法37条)

開発区域内においては，前記工事完了公告がす

むまでは ，工事用仮設建築物その他市長が支障

ないと認めた場合等のほかは ，建築行為は禁止

されている 。( 市街化調整区域内では，このほか

別の制限が附加されます。法41条~法43条)

[  7  ] 公共施設の管理およびその敷地の帰属

( 法39条，40条 )

開発行為によって設置された公共地設は，他の

法律による管理者が別にある等を除き ，工事完

了公告の自の翌日から原HI J として大阪市が管理

し，かつ帰属することになります。

[ 8  ] 許可に基づく地位の承継 ( 法44条，45条)

開発許可を受けた者の相続人，合併後存続する

法人または合併により新設された法人は，許可

に基づく地位を承継し ，許可をうけた者からそ

の権限を取得したものは，市長の承認をうけて

その開発行為に基づく地位を承継することがで

きます。

[  9  ] 開発登録簿 ( 法46条，47条)

市長が開発許可をしたときは， その許可の内容

等を示す「開発登録簿」を調主主し，閲覧所 ( 指

導第 2 課) において 一般の閲覧に供します (無

料 )。 また希望者にはその写しを交付します (要

手数料 )。

[10] 不服申立て ( 法50条)

開発許可にかかわる不服申立ては ， ｉｾｦｬ 発審査会

( 開発審査会とは，開発許可制度にともない第

三者的公正判断およぴ専門知識の要求等の趣旨

から設けられた機関で¥大阪市では昭和45年10

月23 日に発足) に対してしなければなりません。

以上のほか，各自治体において，開発許可に関

する運用基準および要綱等も策定されておりま

す。

大阪市においても本制度の適正な運用を図るた

め，この制度のあらましと許可をうける手続き

を解説した「大阪市開発許可の手写 I
J

を発行し

ております。

( 大阪市建 築局建築指導部指導第 2 謀 香川 ]1慎司 )

控築と社会 / 1972年 11月号
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電 動 開 問 機

L 型
実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 結 機 禍

お よ びL 型 機 情

チ エ γ 収 納 箱

リミ ッ トスイ ッチ

ガ パ ナ 一 機 情

手 動 機 情

・特長・

特 許出 願 中

1 . 開問機を設ける場所の心配がいりません 。

2 . 凸部のない真直なシャ y ターケース 。

3 . 袖壁は不用です 。

4. 減速機構はすべて完全密閉式です。

5 . 小型で・耐久力に 富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7 . エンドレス強力ローラーチ工ンの内造。

8  リミット・スイッチを完全に内造。

9. 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・ 遠隔操作いづれも可能です 。

L 型 電 動 開 問 機 は 、日 本シャッター技術研究所において、長

年にわたり、国立大学精密機械工学部諸教授の指導をあおぎつ

つ、当社技術陣が総力をあげて研究開発し、遂に従来の開問機

の概念を破って完成した画期的な新製品です 。

この附問機には独創に満ちた新機構が数多く取り入れられて

おり( 特許 3 件 、実用新案 2 件を出願中) 、減速機、モータ一、

ブレーキ機構、停電時用手動装置はもとより、リミットスイッ

チ、配電板に至るまで、すべてを一つの円筒内にコンパクトに

f内めであります 。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で、 しかも、取付や

その後の保守点検等も楽にできるよう考案されております。

これらの点から見て、従来の製品に比べ総ゆる点に秀れてお

り、シャ y ター開問機の決定版といえるでしょう 。

北 九 州

鹿 児 島

ッター製作所

松

島

分

崎

高

広

大

宮

岡

隆

戸

山

静

北

神

岡

営 業 所

日本シャ

7世話( 代) 中原 ( 41 )6325 

T世話( 代 )( 301 ) 3  6  5  6  

7立結( 代 ) ( 65) 6 1  3  1  

ｾｵ｡ Ｇ舌Ｈ代 ＩＨ ＳＶ Ｑ Ｉ ＷＴＴ Ｑ

。
川 崎 市 長iJi 九 平 束 3 丁 目 1 1  5  9 岳 地

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁目 3 8 暑 地

相 岡 県 粕 屋 郡 粕 屋 町 f中原 釜 屋 2 7  2  7 番 地

名 古 屋 市 中 川 区 北江田T 2 丁 目 1 2 望書地

株 式 会 社

東 京 工 場

大 阪 工 場

九 州 工 場

名 古 屋 工 湯

8  



| マンテンのキッチンユニット; アルミr : n 手すり |  新製品ニュース l

- キ ッ チ ン ユ ニ ッ ト ( 自 立型 ・ ス ピ ー ド 施 工 )

〈特 長〉

. 組 立 て 、 据 置 き が かん た ん

州 立 て → 枠 組 み → 吊 戸 棚 取 付 け ま で 、 2 人 で 3 0分間、 16ノド

の ビ ス 止 め で 完 成 し ま す か ら 、 ス ピ ー ド 縞 工 に よ る 大 rlJ 介

工 J tJ J の 短 縮 、 エ 貨 の 節約 が で き ま す .

. 細 分 割 方 式 で 運 搬 に 便 利

吊 戸 棚 、 サ イ ド パ ネ ル 、 パ ， 7 パ キ ル 、 住 部 分 、 配 管 ユ ニ

ン ト な ど の 榊 造 部 付 は で さ る た ' げ 共 通 化 、 細 分 割 し て 巡 搬

を 答 劫 に し 、 か つ 大 き る ー ス ベ ー ス を 取 リ ま せ ん か ら 、 迎 搬

't'.l の JliJ 約 に も 寄 与 し ま f

・ 丈 夫 で美 し く 、 燃 え な い 安 全 般 計

性 は ス チ ー J レ製、 7 ロ ノ ト メ ノ キ 仕 上 げ 、 パ ッ ク パ ネ ノ レ 、

サ イ ド パ ネ ル は ス チ ル作: ニ次函 カ ラ ー ア ノ レ ミ を 使 用 し て 、

イゴ こ う ボ ー ド で 裏 打 ら 、 J柏 戸 棚 も 木 製 、 カ ラ ー ア ル ミ で カ

バ ー し て い ま ず か ら 、 式 二 メ と で 燃 え る 'L、 画 己 も な く 、 い つ ま で

も 美 し い 外 鋭 を 保 ち ま す .

・ 左 官仕 上 げ 工 事 な ど を 省 き 、 経 済的

自 立 似 i五 万 式 で し か も 製 品 自 体が( : 主体を兼ねるウォーノレタ

イ プ を は Jね し て い ま す か ら 、 組 立 て の ス ピ ー ド 化 と 相 ま っ

て 、 ザ l員l の J_.:'Cf 仕 上 げ 工 1昼、そ の 他 の 何 種 類 か の 工 事 作 業

が 不 安 と な リ 、 経 済 的 で す。

. 各 種ア ク セ サ リ ー の 取付 け も か ん た ん

的戸十捌とノ〈 ソ ク パ ネ J レの 川 に 侠 み こ ま れ た t侍 殊 形状 のアノレ

ミ ボ ー ダ ー を 利 用 し て 、 パ y クノマネノレを f努 つ け る こ と な く 、

作 極 の ア ク セ サ リ ー が か ん た ん に 取 付 ー け ら れ ま す。

. ，豊富 な " ， リ エ ー シ ョ ン に 適 応 で き る

ガ ス レ ン ジ か 、 ガ ス コ ン ロ か 、 右 シ ン ク か 、 左 シ ン ク か 、

フ ー ド フ ァ ン か 、 プ ロ ペ ラ 型 換 気 回 か 、 ど れ を 使 い 、 どう

組 合 わ せ る か 、 と い っ た 使 用 お の 好 み に 合 わ せ て 組 込 め る 、

泡応性君主よ11設 計ー に な っ て い ま す 。

2

人

で

初

分

日

本

の

ビ

ス

止

め

で

完

成

|

会 r'I 立 但 の ほ か に 、 7 ン テ ン の ' : 吃式1隆 畳 間 易 間 仕 切J エノレド Il;t:

を 利 月 ] し た ユ ニ ー ク な エ J レド 1: 芝 仰 キ y チ ン ユ ニ ッ ト が あ り

ます。内装とのユニ ｹ ト化、 イ間性化 まで 考えたエ ノレド ＡｾｉＡ 砲

は、 A に マ ン テ ン な ら で は の ユ ニ ー ク な シ ス テ ム 工 法 で す。

〈特 長〉

. キ ッ チ ン ユ ニ y ト 自 体 がA町 本 と な り 笠 工 ・l壬が不聖書となります。

・ 配管内己総 は ｉｉｉｊ 仕切 ｊ エルド世の ｲ ｬＢ ｾ スペースを 利用 できます 。

・ 工 程 が 短 〈 、 ー1'.1" し た 流 れ 作 業 に よ る 能 率 的 な 地 工 が で き

ます。

. ア ル ミ S K手 す り

〈特 長 〉

. 材 料 は ア ノ レ ミ 抑 出 型 材 ( A 60635- T  5 材 : 住 友 特 令 刷 工 業ー

K K製 ) を 使 用 し 、 表 面 仕 上 げ は B ，アノレマイト、 12μ ク リ ヤ

ー ラ y カ ー 塗 装 仕 上 げ で す 。

・ 外 観 は ア ノ レ ミ の 持 一 つ 近 代 感 党 と フ レ ッ シ ュ な 兵 し さ を い つ

ま で も イ 呆 ち ま す。

・ 価 格 は ス チ ー ノ レ 製 手 す り の 約 2 倍 で す が 、 後 々 の 喰 り か え

補 修 授 が 不 要 で あ る こ と か ら 、 結 局 経 済 的 で す 。

. 強 度 は 約 200kgの 桁 豆 に 耐 え る テ ス ト 済 み で す。

2E

M

-
--

主

‘  
‘  

Ｚ ￸ｾ＠

e・U D企 0 . 1・?

S K60窓手すりの荷量 とたわみの関係 S K85バルコニ一手すりの荷量と

たわみの関係

. 施 工 は 現 場 で の 作 業 を 容 易 に す る ア ン カ ー お よ び 取 付 け 古1>

rR，を i 格1mi し て い ま す 。

Ｎ 種類は徽準ｾｾ材 ＲＰ 種類 による規絡設計ですから、かんたん

な 加 工 と 組 立 て で 、 ご 要 望 の サ イ ズ の も の が 納 入 で き ま す。

〈主 材 お よ び 部 材 の 形 状〉 意 匠 登 録 出 願 中

No.2 2 0 5 9  NO.2 15 0 5  N O.21 5 0 6  NO.2 15 0 3  NO.2 1 5 0 7  

「可!

r - - t J  

「寸3

Jr j  
「つf

一ｾ＾ＭＭＭｬ

No.2 12 5 9  

No.2 15 0 8  NO.21 2 58  

tt 
「七

No. 21717 
N O.2 2 0 6 0  

巴 n l  
NO.8 0 21 S  

NO.2 13 0 0  

ピ: l

NO.8 0 216  N O.2 0 6 9 6  

_ u  ， NO. 21 6 0 7  

用

NO.2 2 0 61  G  

tL 
ｾ ｌ＠

ロ!
NO.2 18 9 8  

NO.8 02 1 8  

「勺i にゴ

NO.8 0 2 1 9  

• 

肯 カ タ ロ グ を 差 し あ げ ま す。 分 室 ・ H Q係 ま で ハ ガ キ で ご繍

求 く だ さ い 。
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@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 期 短 縮 を 要 す る す べ て の 挫 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・倉 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量 化 を 要 す る 商 用 建 築 物 ・軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨 耐 火 構 造 の 建 物

長ポレ ＱｉＯＧＷｾ 株式会社
本ヰ土 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  ( 平沼 ピノレ )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ビ J レ)

電 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l吉 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

書舌 名 古 屋 ( 58 1  ) 代 表 7 4  2  I  



口写真と慨裂をどしどし お送 り〈ださい.

凡例 a 所在地 b 建築面械 c 延 面m d  構造規絞 e. 工 期

802.  帝 塚 山 学 院 大 学 増 築

803. 側 ) 千 里 丘 愛 育 園 I 804.  兵 庫 県 立 ス ポ ー ツ 会 館

設計 : 兵 庫 県 建 築 部 営 織 謀

施 工 鹿 島 建 股 u

a  神 戸 市長問 区巡池町J 1  - 1  

設計 : KJ<. A  R  I 重 築 事 務 所

施工 以 鴻 池 組

a  . 大 阪府南河内聞耳東山町大字今熊

b .  689 .0  m'  

c .  1，405 .2  m'  

d.  R  C 造. 3  F  (2. 3 F  l¥'l 築)

l 昭和46年 9 月一昭和47年 4 月

805.  戸 塚 シ ョ ッ パ ー ズ プ ラ ザ I 806.  北

設計 K J < . 東沢建築設計事務所

B車工 ・東 海 興 業K J < .

a  神奈川県横浜市戸揖区吉田町6111番地

b .  10，176 .579  m'  

c .  34 ，779 .878 m'  

d .  R C m一部S 造 . 3F . B l. P I

e  昭和46年 4 月~昭初47年 3 月

鮫 計 : 臥京醐尭セ ンター 1阻開計事膏所

脇 工 : 石 原 新 建 段 以

(電 気) 佐久間電気K J < .

(給排水 ) 日 本 厨器K J < .

a  チ報開 !t津市千里丘3丁目 16- 7

b .  211. 73 m'  

c.  635 . 12  m'  

d .  R C 造. 3  F  

e  昭利46年 l 月~昭和46年 12月

里子 f呆
=企"
同 園 I 807. 観

般財 . 地 域 計 画 建 築 研 究 所

B車工 臥 宝 建 設

a  開市上京区J i j j ; 七本間入吐刷事前町1034

b  .  573 .75 m'  

c .  999 .25 m'  

d.  R  C 一部S i立 2 F

e .  Di'l初46年 8 月ー昭和47年 3 月

b.  1，708.518  m'  

c .  5，145.430  m'  

d .  (本 館 ) R C 泣. 8  F .  B  2  

( プール練) s 造

e. 昭和46年 3 月ー昭和47年 3 月

世 能 楽 堂

Z主計 K J < . 橘 撞 築 事 務 所

施 工 鹿 島 II 設K J < .

a  東京 邸渋谷区松緑 1 - 16 - 4  

b.  1，621. 014 m'  

c.  2，036 .688 m'  

d .  R C 造一部S 陀C 泣. 2F .  B  1  

e  昭和46年 6 月~昭和47年 4 月

808. 大阪大学文，法，経済学部校舎 I 809. 八 瀬 野 外 保 育 セ ン タ ー I 810.  伊 丹 市 立 南 幼 稚 園

設計 ・大 阪 大 学 施 設 部

総 工 安 蔵 建 役 臥 大 阪 支 庖

a.  ｾ中市待 ｪ 世 山町 ｬ の ｬ

b  文 学 部. 研究練 350.  17m'  

法，経済学部必義線 703.26m'  

c  . 研究械 1400. 68 m'  

講義十点 1943. 83 m'  

d  研究煉R C造4F . 品晶様 RC造3F

e  昭和46年 10月~昭和47年 4 月

設IIr : 地 域 計 画 建 築 研 究 所

施 工 以 宝 建 設

a  五¥r. s，ji 左京区八瀬野瀬町 2 0 0

b.  493. 64 m'  

c  .  557 . 10 m'  

d .  R  C 造. 2  F  

e  昭和46年 7 月~昭和47iJ
C

4 月

設計 : 伊 丹 市 建 築 部 営 鎗 課

KJ<. 巽 t量 計 事 務 所

峰工 : 綾 南 建 設 K J < .

a .  f11J'hli 御願塚下北/ 口 47の 2

b.  638 .31 m'  

c .  1，183.93 m'  

d .  R  C 泣 . 2  F  

e.  0針! l 46
i
p11 月ー昭- 11147年 4 月
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まま大阪 ( 06) 531 - 6451 ( 代表)
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能 欝 善

能 努 建 鎮 構 造 研 究 所 所 長

大 久 保 昌

大 阪 大 学 工 学 部 環 唆 工 学

楠 部 年

近置聖地建営繕部監督室室 長 補 佐

庭 屋 浩

大 林 組 本 庖 澄 簸 部 長

7 月号より 12月号まで上記4 氏て守且当

口 座 屈

誰 で も 安 定 し た 社 会 を 望 ん で い る と 思 う 。 そ の た め に は 需 給 の バ ラ ン ス が と れ た 経 済 の 安 定 が 問 題 に な る 。

企 業 は 安 定 し た 経営 を 目 指 し て ， 努 力 をしている。

「安定」とは一体 何 を い う の で あ ろ う か 。 い う ま で も な く ， 動 い て い る こ と を 前 従 と し て ， 多 少 の 変 動 が あ っ

て も ， ガ タ ガ タ に 崩 れ て し ま わ ず に ， 安 心 し て 生 活 が 送 れ る こ と を 意 味 し て い る 。

柱 に 圧 縮 カ を 加 え て い く と 座 屈 と い う 現 象 が 生 じ る 。 理 論 上 は ， そ の 材 料 が 弾 性 体 で あ り ， あ る 細 長 比 以 上

の 場 合， は じ め は 柱 は 真 直 < - に 縮 ん で い く だ け だ が ， あ る 荷 重 に な る と ， 急 に 曲 が る 。 こ の と き の 荷 重 を 座

屈 荷 重 と い う が， こ の と き 柱 は 曲 っ た ま ま ， 荷 量 を 支 え て い る 。 し か し ， 座 周 荷 重 よ り 少 し で も 大 き い 力 が

加 わ る と ， El1Jり は カ の 偏 心 に よ っ て ， ま た 曲 り を H乎び起し ， 連 鎖 反 応 的 に こ わ れ て し ま う 。 こ う い う 座 屈 荷

重 の と き の よ う な 状 態 を 力 学 上 は 不 安 定 平 衡 と い う が， こ ん な 社 会 で は 革 命 が 起 き て ， 柱 を 立 て 直 さ ね ば な

る ま い 。 と こ ろ が ， あ る 細 長 上 七 以 下 の 柱 の 場 合 、 一 一 つ ま り 比 較 的 太短 い 柱 の場 合 は そ ん な き わ ど い 様 相 で

なく ， 弾 塑 性 的 現 象 と な って ， 細 い 柱 よ り も 大 き い 荷 重 に 耐 え る だ け で な く ， 曲 り は じ め て も ， あ る 範 囲 内

安 定 を 保 っ て い る こ と が し ら れ て い る 。

社 会 の 安 定 ， 企 業 の 安 定 を 思 う に つ け て も ， 単 に 強 力 で あ る だ け で な く ， 心 俸 の 太 < ， 粘 り の あ る こ と を 第

一 義 と し た い も の で あ る 。 ( N )

口 機 能 の 反 義 語 ( ant onym)

反 対 の こ と と い う の は 分 り に く い 内 容 を も っ。 例 え ば 反 対 と い え ば， プ ラ ス に 対 し て マ イ ナ ス と い う よ う に

し て 一 般 に 理 解 さ れ て い よ う が ， そ ん な も の で も な さ そ う な 気 が す る 。 前 の 反対 は 後 で， 遠 い の 反 対 は 近 い

て ¥ 早 い の 反 対 は 遅 い て 二 重 い の 反 対 は 騒 い で ， 大 き い の 反 対 は 小 さ い で 等 々 。 こ れ らは iil 的 概 念 で あ る か

ら簡 単 で あ る が 質 的 概 念 に お い て は こ と は や っ か い で あ る 。 区 画 監 迎 反 対 と い う こ と を み て も ， そ の 反 対の

内 容 が 反 対 と い う 賛 成 を も 含 め て 実 に 多 様 な 内 容 を も っ て い る こ と が わ か る 。 い ま 空 間 の 機 能 に つ い て ， そ

れ を 考 え て み よ う 。 機 能 を も っ て い る 空 間 を 仮 に ス ペ ー ス ( space) ，機 能 の 殺 と し て の 空 間 を セ l レ ( shell )

と い う こ と と す る と ， ス ペ ー ス A と ス ペ ー ス B が 全 〈 反 対 の 機 能 を も って い た 場 合 A 機 能 ( f unct i on) に対し

て B を 逆 機 能 ( cont r a- f  unct  i  on  ) といい， A ゃ B の 機 能 を l狙 筈 す る 働 き を 反機 能 ( anti - f unct i on) ， A ， Bの 機

能 が 作 動 し て い な い 場 合 を 考 え る と 不 機 能 ( dys f  unC  t  i  on) で あり ，機 能 を も た な い セ ル を 無 機 能 ( non- f unct i on)  

と い わ ね ば な ら な い 。 北 極 と 南 極 と い っ た 式 の， 機 能 の 反 対 概 念 は 単 純 で は な さ そ う で あ る 。 ( 0 )  

口 セ カ ン ド ハ ウ ス

東 京 に い る 義 妹 か ら ， 週 末 を と き ど き 過 ご す た め の セ カ ン ド ハ ウ ス を 持 ち た い が， と 図 荷 な ど を 送 っ て よ こ

し た 。 結 構 な こ と で と ， 通り 一 片 の こ と を い っ て お い た が ， ゃ っ か み 半 分 に ， 儲 守 番 も な し で 迎 末 だ け の 似

用 で は ， 家 も 傷 み や す い も の だ し ， 若 い う ち は ひ と と こ ろ に 落 着 か ずに ， 好 き な と こ ろ を 廻 っ た 方 が よ い に，

な ど と 答 え て お い た 。

そ う い え ば 最 近 別 荘 の 分 譲 と か ， セ カ ン ド ハ ウ ス と か の 広 告 が 目 立 っ て 多 く な っ た 。 先 日 も 信 州|だ ったか，

高 原 の 分 譲 別 荘 地 の 申 し 込 み に ， オ リ ン ピ ッ ク に ち な ん だ わ け で も あ る ま い が， 短 距 離 レ ー ス の よ う な 光 景

が伝えられていた。脱都会の切実な要望のあらわれと解説していたが，ム ードに流されがちの 最近 の風 ｩｾ ［ｪ ｬ が

拍 車 を か け る の で あ る 。 土地 に 執着 し ， 狭 い こ の 図 を さ ら に 細 切 れ に し て ま わ 、 あ う， 一 億 総 不 動 産屋 の よ う

な こ の 頃 の ブー ム ぶ りを S異常と感じる の は ， 持 た な い も の の ひ が み だ け で あ ろ う か。

数 年 ぶ り に 20号 台 風 が こ の 地 方 を 走 り 去 っ た 。 翌 日 は 休 日 と い う こ と も あ っ て ， 神 戸 の 街 か ら 大阪 湾 が実 に

美 し し 対 岸 の 大 阪 側 が 手 に と る よ う に は っ き り 見 え た 。

セ カ ン ド ハ ウ ス ど こ ろ か， フ ァ ー ス ト ハ ウ ス す ら 満 足 で な い わ れ わ れ に は ， 今 切 笑 に必 要な も の ， そ ん な こ

と に 答 え て く れ る よ う な 笠 と 海 の 背 さ で あ る 。 ( K )  

口 台 風

ま た 台 風 の シ ー ズ ン が や っ て き た 。 台 風 に 対 し て 完 成 さ れ た 建 物 は そ の 風 圧 に 耐 え 得 る よ う に 設 計 さ れ る の

で あ る が ， そ の 細 部 に わ ず か な 弱 点 ， 例 え ば 軒 先 1 本 の 釘 や ボ ル ト な ど に 欠 点 が あ れ ば， そ れ が 原 因 と な り

全 体 に 大 き な 被 害 を お よ ぽ す こ と に な る の で ¥ 施 工 に 際 し て は 細 心の注意が必要である。

し か し そ れ 以 上 に 気 を 使 う の は 施 工 中 の も の で あ ろ う 。 台 風 が 発 生 し て 桜 近 の 可 能 性 が生 じ る と 各 現 場 で は

す ぐ に 天 気 予 報 に 注 意 し ， そ の 進 路 に 神 経 を と が ら す こ と に な る 。 台 風 の 進 路 予 定! ほ ど む づ か し い こ と は る

い の か そ の 予 報 は い つ も 相 当 な 範 囲 が 予 想 進 路 内 に 含 ま れ る こ と に な る 。 ま た 速 度 も 予泡:t 外 の 変 化 を す る こ

と が あ る の で そ の 範 囲 内 の と こ ろ で は 大 変 な 気 の 使 い よ う に な る 。 建 築 中 で 十 分 に か た ま っ て お ら な い 処 物

の補 強， 仮 設 物 の 養 生， ま た 台 風 に 伴 う 水 に 対 す る 折 戒 な ど 各 般 の 処 置 を し て ， な お き わ め て 緊 仮 し た 状 態

に お か れ る 。 そ し て 台 風Lが そ れ で 被害ーがないと，たとえ他の 地 方 で 大 き な 被 害 が 生 じ て も 心 か ら ほ っ と す る。

自 分 勝 手 か も し れ な い が こ れ が 現 場 を 担 当 す る 建 築崖の笑' 1'1' ;-であ る。 ( N )
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く ず は モ ー ル 街

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

へ
S

4

|

|

l

y

 

京阪〈ずは駅周辺では、京阪くずはローズタ

ウン、住宅公団男山団地などのニュータウン

開発が進行中であるが、くずはモール街はこ

のタウンセンターとして計画されたものであ

る。広場、オープンモールを中 心 に建物を低

層で配置し 、 シルパーグレーの瓦、深い軒と

板貼の軒裏、白い壁、ペーブのレンガ色タイ

ルによる親しみと落着きを与える構成にした 。

ショッピングに、心のふれ合いを求めて集ま

る人々に対して豊かな人間性の回復を目指し

たものである 。 (植田寿章)
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阪 急 フ ァ イ ブ

設 計 施 工 竹 中 工 務I吉

所 在 地 大 阪 市 北 区 角 田 町

敷 地 面 積 2，962 . 45m'  

建 築 面 積

延 面 積

構 造 規 模

工 期

41皆平面図

④ 



大 阪 梅 園 の 一 角 に ヤ ン グ の た め の 新 し い 衡 を 作

ろ う と 企 画 さ れ た 阪 急 フ ァ イ ブ は オ ー プ ン 後 1

年 近 く を 経 過 し た が ， 人 の 流 れ は い つ も 絶 え る

こ と も な く 梅 田 に す っ か り 定 着 し た f惑がある 。

「光 と 音 で 空 を つ く る，メ ル ヘ ン の 世 界 が そ こ に

ひろがる 」と う た い 文 句 に あ る 空 の 衝 は 3 . 4  

階 の 吹 主 主 部 に あ っ て 人 工 の 空 は 照 明 と 音 響 に よ

る さ ま ざ ま な 演 出 に よ り 生 命 を 与 え ら れ 新 し い

シ ョ ッ ピ ン グ 空 間 が 創 り 出 さ れ た。 格 調 を 保 ち

な が ら も 大 衆 に ソ フ ト に ア ピ ー ル す る べ く 上 品

な ヨ ー ロ ッ パ 風 の 衡 と い う テ ー マ で デ ザ イ ン 在

進 め た が 床 に 全 面 的 に 使 用 し た イ タ リ ー の タ イ

ル が よ 〈 雰 囲 気 を 高 め て い る。 ( ロ 羽 竜 二)



.  ， 

ダイヤモンドファミリー

奈良ファミリー

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 ・ 奥 村 組 ・ 大 日 本 土 木 共 同 企 業 体

所 設 地 奈 良 市 西 大 寺 町

建 築 面 積 8，830m'  

延 面 積 41 ，590m・

構 造 規 模 R C造 ， 5 F ， 8 1 ， P 2  

工 期 昭 和46年 1 月 一昭 和47年 3 月

主 要 仕 上 外皇室吹付タイル，色付ガラスプロック

軒 先 銅 箔 J レーフィング貼
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責量ぬト

平 城 京 の 西 北，秋 篠 川 の 畔 に あ る 当 敷 地 は 西 隆

寺 の 遺 跡 が 工 事 中 に 発 錨 さ れ ， こ の 建 物 の 中 に

保 存 さ れ る ニ と に な る ほ ど の 土 地 柄 で あ る た め.

そ の 歴 史 的 風 土 へ の 鯛 和 に 意 を 注 ぐ と と も に

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー と し て の バ イ タ リ テ ィ の

表 現 に 努 め た.

た だ ， 近 鉄 西 大 寺 駅 に 近 〈 交 通 の 要 衝 に あ り な

が ら 附 近 の 道 路 事 情 の 悪 事 は ， シ ョ ッ ピ ン グ セ

ン タ ー と し て の わ が 国 で の 立 地 条 件 の 厳 し さ を

痛 感 せ し め る 。





泉 北D 住 I文好隣センター

設 計 監 理 渡 辺 建 築 事 務 所

大 阪 府 企 業 局

施 工 間 組

所 在 地 大 阪 府 堺 市 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 泉 ケ 丘 地 区 高 倉 台

敷 地 面 積 12 ，547m'  

構造規模

事降 i量 延 床 面 積 ( m・)

管 理 棟 R C造. 1  F  322 .87 

庖 舗 付 住 宅 イ R C造. 2  F  834 .21 

底 舗 付 住 宅 ロ R C造 . 2  F  390 .76 

倉 .. R C造. 1  F  140 .40 

ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 棟 R C造 . 1  F  893 .67 

主 要 仕 上 各 様 共 通 外 壁 モ ル タ ル( 昂1]) ボ ン タ イ ル 吹 付

屋 根 シ ー ト 露 出 防 水

屋 外 広 場 床 レ ン ガ 数 ・ 御影 石 舗 装 ， 植 栽

エ 剣 昭 和46::<手5 月~昭 和47::<手1 月
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泉 北 D 住 区 近 隣 セ ン タ ー は， 大 阪 府 企 業 局 の 設

計 方 針 に 基 づ き す す め た。

敷 地 は 西 側 自 動 車 道 路 . 東 側 緑 道 に 至 る 高 低 差

約 1 0 mの 位 置 に あ り ， 高 低 差 の 処 理 が 問 題 で あ

った。

全 体 計 画 は バ ス 停 留 所 よ り 緑 道 ま で の 通 り 抜 け

を主軸と L. 山 田 池 の 緑 を 視 覚 的 に 捉 え る た め

南 北 両 側 に . J吉 舗 サ ー ビ ス ， 高 層 ア パ ー ト へ の

自 動 車 道 路 を 段 け， 建 物 の 機 能 目 的 別 に 広 場 を

ス テ ー ジ と し て 設 定 L . 周 辺 に 建 設 さ れ る 住 居

群 と の 有 機 的 な つ な が り に 留 意 し た。

(渡 辺 建 築 事 務 所 富 田 買)





第 1 9回 青 年 技術 者

• 
特 集

藤 縄 正 俊

福 田 辰 造

後 藤 攻

長 沢 丘 幸

金 運 正 明

下 伊 豆 隆 三

加 藤 裕 造

飯 田 隆 保

井 上 良 則

内 山 昇

稲 垣 武 久

高 木 嗣 郎

岡 田 善 弘

中 田 雅 資

( 順不同)

設 計 部 門

構 造 部 門

1/ 

設 備 部 門

1/ 

1/ 

• 

施 工 部 門

計 画 部 門

彦 谷 邦 一

各 分 野 に わ た っ て ， そ れ ぞ れ の す い せ ん 者 に よ っ て 登 場 さ れ た 青 年 技 術 者 の う ち ，選

衡 委 員 会 ( 9 月 8 日 開 催 ) に よ り ， 約 半 数 を 選 ぴ 掲 載 す る こ と に な っ た 。 い ず れ も 優

劣 を 決 め る こ と は 大 変 む つ か し い こ と で あ っ た が ， 紙 面 の 都 合 上 も あ り 止 む を 得 な い

こ と で ， こ こ に 掲 載 し 得 な か っ た 人 達 ， な ら ぴ に す い せ ん 者 に 対 し て は 申 わ け な い が，

ご 諒 承 願 い た い。 設 計 部 門 以 外 に ， 他 の 分 野 の 応 募 者 が ふ え て き た の は ， こ こ 数 年来

の傾向であるが， と く に 今 回 は 設 備 部 門 で 専 門 業 者 か ら の 応 募 が 多 か っ た の は は じ め

てである。 ま た ， こ こ に 残 念 な が ら と り あ げ る こ と に は い た ら な か っ た が， 建 築 と 経 済

と い っ た 面 で 企 業 採 算 に つ い て の 提 案 が あ っ た こ と は 注 目 す べ き 点 だ と 恩 わ れ た 。 な

お 、 部 門 別 の 広 募 者 数 と 入 選 者 は 下 表 の 通 り で ， 各 部 門 に つ い て 選 衡 委 貝 の 短 評 を 掲

lずる 。

選 衡委 員 長
青 年 技 術者 選 衡 委 員 会 総 評

計

応

入

設 計 部 門 : 近 来 ， 設 計 作 業 が シ ス テ ム 化 さ れ 大 型 化 し ， ま た エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ の 問 題

が 重 要 視 さ れ て く る と ， す い せ ん す る 方 針 そ の も の が 多 様 化 さ れ て く る 。 巨 大 な 組 織

の な か で の ス タ ッ フ ワ ー ク と し て の 力 量 ， 一 つ の も の を 追 究 し て 止 ま な い 分野 的 な密

度 ， ま た 空 間 化 し て ゆ く 個 性 的 能 力 ， い ず れ も 見 逃 し て は な ら な い 重 要 な 点 で あ る 。

今 回 は そ れ を 比 較 的 無 難 に 平 均 化 し て と り あ げ る 結 果 と な っ て し ま っ た 。
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計 画 そ の他

3  

1  

工

3  

2  

施イ蒲設

5  

3  

造構

5  

4  

計設

7  

4  

思Ij

者

者

門

募

選

音日

構 造 部 門 : 今 回 は と く に 構 造 的 な 発 想 、 の ユ ニ ー ク さ と い っ た も の は 感 じ ら れ な か っ た

が ， 数 年 に わ た る 地 味 で‘ は あ る が 堅 実 な 地 に 足 が つ い た 研 究 が 各 作 品 に に じ み で て い

る の を 痛 感 し た 。 選 ば れ た 個 々 の 作 品 は ， そ れ ぞ れ 学 会 論 文 や 技 術 誌 な ど に 発 表 さ れ

た 研 究 に 裏 づ け ら れ た 理 論 に 基 づ き 構 造 計 画 が な さ れ て い る こ と に ， 技 術 的 な 力 強 き

カずある 。

設 備部門 : す い せ ん さ れ た 各 者 は ， い ず れ も 重 要 な 問 題 に 取 組 ん で お ら れ， 提 出 され

た テ ー マ 以 外 に お い て も 大 き な 活 躍 を さ れ て い る こ と が 見 う け ら れ る 。 今 回 は こ の な

か で ， 時 代 の 要 求 を と ら え ， 大 型 の 熱 源 、 に と り く ん だ レ ベ ル の 高 い 開 発 カ ， 地 域 冷暖

房 の 大 型 シ ス テ ム の な か の 熱 媒 搬 送 の 貧 重 な 特 殊 経 験 工 事 の 施 工 カ ， 自 分 の ポリ シー

と し て う ち だ し て い る 全 電 化 の ユ ニ ー ク な 計 画 カ の 三 つ の も の を 選 出 した。

施 工 部 門 : 現 場 の 工 事 計 画 チ ー フ と し て ， 計画一一実施一一一つぎの計画 へのフィ ー ド

パ ッ ク と ， そ の す ぐ れ た 企 画 カ を 買 い た い 。 ま た ， 全 自 動 溶 接 工 法 の ひ と つ に つ い て，

そ の 真 撃 な 努 力 を 買 う と 同 時 に ， 将 来 へ の 活 用 と 発 展 を 期 待 し た い 。

計 画 部 門 そ の 他 : 住 宅 公 団 の 団 地 の 配 置 計 画 と し て ， い ろ ん な 条 件 の な か で， 人 と 車

の 動 線 の 分 離 ， 丘 陵 地 で 困 難 で あ る に も か か わ ら ず ， 緑 道 に そ っ た 水 路 の 設 定 な ど ，

努 力 の あ と が 多 く み ら れ る 。

建築と社会 / 1972斗日 H ¥; 29 



大 阪 大 林 ピ ル

所 在 地 大 阪 市 東 区 京橋 3 丁目 37番 地

設 計 施 工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 4 ，995. 36m' ( 1 ，511. 09坪)

建 築 面 積 1，357. 82m' (410. 74坪)

基司書階荷積 1，367. 82m'  (413. 76坪)

延 床 面 積 50 ，292. 64m' ( 15，213 .46坪)

階 数 地 上32階 地 下 3 階

高 さ 120m

工 期 昭 和45年 12月 一 昭 和48年 3 月

構 造 池 上 部 分 鉄 骨 造

地 下 部 分 鉄骨鉄筋コンクリート造

外 装 仕 上 げ シ ョ ッ ク ベ トン パ ネ ル， 窓 枠箔 色

アノレミ サ ッシュ

内 義 仕 上 げ 床 ビニーノレタイノレ

( 基単階) 袋 A L C板， プ ラ ス タ ー 仕 上 げ

天 井 岩 綿吸 音 板

堂 島 関 電 ピ ル

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

藤 縄 正 俊

生年月日 昭和13年12月4 日

学 歴 昭 和36年 3 月大阪大学工学

部構築工学科( 建築) 卒

昭和41年 6 月 ハーバード大

学デザイン学部建築科修士卒

業 歴 昭 和36年 4 月株式会社大林

組入社，設計飾勤務。昭和40

年 8 月から 2 カ年アメリカへ

留学。その 11[1ハーバード大学

在学，デーピス・プローディ設

計事務所，7 ) レセル・プロイヤ

ー設計事務所勤務。昭和42年

11月 帰国後. 政計部勤務。

主な実施設計

帝人茨木繊維加工研究所 同家族寮 2 練

および独身寮 日本万国博みどり館およ

びキューパ館 U. S .I .A. 家族寮堂島関電

ピル大阪大林ビル

すいせんのことぱ 蜜 図 翁

建築設計の意義と 1責任を考えて，

明快な理論で綿想、を積極的に具体

fじしていく姿勢は，賞賛に価する。

現在大阪大林ピ J レの設計を担当し

ているが， この経験を生かしてま

すます設計に磨きがかかることを

期待する。

こ と ば : 他産 業 の 生 産 工 程 と 問 機 に 企 画 → 設 計 → 施 工 → 運

営 管 理 と い う 建 築 生 産 作 業 を 一 貫 し た プ ロセ ス で と ら え て

み た い と 思 い ， 大 林 組 に 入 社 し ま し た が ， 現 在 も そ の 志 に

は変りがありません。

一つのテープノレを囲んでいろいろの分野の人々と 協 同 作業

を 進 め ， 建 築 を 造 っ て い く 過 程 の 充 実 感 は ， 何 物 に も 代 え

られません。

こ の フ ィ ー リ ン グ を 大 切 に し て . 都 市 計画 か ら小 住 宅 の 設

計 ， ソ フ ト ウ ェ ア か ら ハ ー ド ウ ェ ア と 数 多 く の 体 験 を つ み .

自己 の設計理念をより完成の域に近づけたいと思っています。

そ れ に は ， い つ ま で も 背 年 で あ り た い も の で す 。

30 



"  

ホ テ ル レ ー ク ビ ワ

建 築 概 要

総 合 管 理 伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社 建 設 音11

設 計 監 理 株 式 会 社 大 建 設 計

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 在 地 滋 賀 県 守 山市

敷 地 面 積 53 ，821 m'  

建 築 面 積 4 ，284m'  

延 面 積 13 ，OOOm'

構 造 鉄 骨 造 お よ び 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

地 下 l 階 地 上14階 屋 2 階

工 期 昭 和44年 2 月 一 昭 和45年 3 月

E量計要旨

計 画 に 当 っ て ， 留 意 し た こ と は 美 し い 自 然 の 立

地 条 件 に 憩 を 求 め て 客 が 来 る こ と ， そ し て そ こ

に は 水 ( 湖 ) が あ る こ と . 在 来 の 松 林 を と り 入

れ て ，湖 を 大 事 に し 拒 否 し な い 配 置 計 画 お よ び

平 面 計 画 と し た 。 さ ら に 建 物 が 周 辺 か ら の 標 識

的 な 役 割l を 来 す よ う 少 し で も 高 < ， と い う 結 巣

となった 。

伊 藤 忠 健 康 保 険 組 合

六 甲 山 荘

建 築 概 要

総 合 管 理 伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社 住 宅 部

設 計 監 理 株 式 会 社 大 建 設 計

施 工 株 式 会 社 新 井 組

所 在 地 神 戸 市 兵 庫 区 有 野 町 唐積 字 六 甲 山

敷 地 蘭 積 16 ，962m'  

構 造 規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

一 部 地 下 1 階 地上 2 階

建 築 面 積 297m'  

延 床 面 積 655. 50m'  

工 期 昭 和46年 3 月 ~ 昭 和46年 9 月

設 計 要 旨

四 周 展 望 の 開 け た 立 地 条 件 で 保 養 所 に ふ さ わ し

い 安 ら ぎ と 自 然 に 同 化 し た 建 物 に な る よ う つ と

め た 。
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構 図 辰 造

生年月日 昭和15年 7 月 7 日

最終学歴 昭和34年 3 月大阪市立都島工

業高等学校建築科卒業

業 歴 昭 和34年 3 月 株 式 会 社 大 建

設計に入社

作品略歴

東京近鉄トラ ックターミナノレ・大阪フ ァ

ミ1) 一会館 ・住吉市街地住宅屋外計画 ・

香櫨園ヴ ィラ ・阪神甲子園ボウル ・ホテ

ルレークピワ ・伊藤忠六甲山荘 ・46年度

木川第 4 住宅金日空熊本社宅

「カラーベストを使った建築の競技設計J

3 等入選 「千里高層分壊住宅続技設計J

入選( 共同設計)

すいせんのニとぽ 小笠原祥介

着実な努力を永年つづけてきた人

であり ，作品にも自然にその人柄

が表われている。

オーナーからもその誠笑な態度に

ついて賞畿の声を聞くことが多し

すいせんの辞とする。

ニ と ぱ 今. 窓、の外 に は 生 い 茂 っ た メ タ セ コ イ ア の 樹 が 見

える 。 風 が あ る の か . 繋 が ユ ラ ユ ラ 揺 れ て い る 。

建 築 は 新 陳 代 謝 す る も の だ が， 建 築 の 設 計 行 為の 形 体 も こ

の 樹 木 に 類 似 し て い る よ う に 思 え て な ら な い 。 自 然 的 背 景，

社 会 的 背 景 か ら な る 思 想 ま た は 方 法 論 の 展 開 を ふ ま え た 様

や 幹 ， そ の 根 や 幹 の 良 否 に よ り ， 校 ， 築 ， 花 の 成 り 具 合 が

異 な る の だ， 僕 は ひ と つ ひ と つ の 作 品 に そ の 樹 を 大 切 に し

たいと思う。 ③ 



小 さ い 頃 よ く つ11. で 泳いだ。

毎 年 泳 げ る 所 が 変 る の で 土 手の 上 や 橋 の上 か ら さ が し た り ， ま た ，

橋 の 上 か ら 人 が 見 て い る と ， 川 上 に 向 か つ て 一 生 懸 命 泳 い だ こ と を

思 い 浮 か べ な が ら 計 画 し た 。

万 博 プ ー ル ( 第 1 期)

敷 地 面 積 29 ，l l O. 59m'  

管 理 棟 建築 面 積 l ，458.03 m'

延 床 面 積 l ，571. 72m'  

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 式構 造

屋 線 鉄 骨 造

プ ー ノ レ 変 形 プ ー J レ 水 面 積 l ，568m'

幼 児 用 プ ー ル 水 面 積 5 6 0 m'

滝 プ ー ル 水 面 積 437m'  

工 期 昭 和47年 3 月~昭和47年 7 月

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川l川川11川11川11川l川川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111川l川川11川11川11山11 1  

後 藤 攻

生年月日 昭和17年 2 月15 日

最 終 学 歴 昭 和35年 大 阪 市立工芸高等

学校卒業

業 歴 昭 和35年 附 大 建 設 計 入 社

作品略歴

サ ンスタ ー歯磨側茶川社宅・マツダオー

ト.営 業 所 ポ ウ リ ン グ 場 ( 八尾ボウルエ

リート ・瀬戸ボウル ・西大寺 ・南大阪)

. 地下鉄 6 号線東吹田検事場 ・大阪府立

養護老人ホーム凶たかわし袋町 泉北ヤ

ングタウン単身者住宅・大阪市立教育青

年センター ・万博 プール

すいせんのニとぱ 畏田正雄

地道な蓄積の上に結実したいい作

品を創 ってい る。

作風は若い人に似合わず地味であ

るが. 建築 に対する誠実な態度を

すいせんしたい

こ と ば : 私 は 設 計 に た ず さ わ る 者 と し て ， 自 分 の l苅係 した

建 物 に つ い て “ 住み た い と 思 い ま す か ? .，と附lかれたとき

“ 住みたい" と答えられる建物を ， これからも建てていき

たい思、っています。

そ の た め に も 自 分 を 騰 き た い と 思 う 。



御影「万松園」

建 築 地 神 戸 市 東 灘 区 住 吉 町 鴨 子 ケ 原

敷地面桜 3，956 .7l m'  

建築面積 1，728. 13m'  

延床面積 3，507 . 70m'  

構造規模 RC 段状 9層 戸数29戸

竣 工 1970年 6 月

今日，都市の住環境はますます悪くなり ，都市周辺

部まで拡大されつつある 。今日の宅地不足が安価な

土地を求め司拡大するエネルギーは，もはや押えき

れない。とく に大都市周辺の平坦地は. ほぽ利用し

つくされ，斜面の開発に，移行しつつある 。 しかし

武重な自然への配慮は急務であり ，山 くずれなどの

災害を考えれば残された斜面の利用方法は慎重に考

えねばならない。

本計画 l久このような斜面をその地域の性格として

もとらえ，すでにそこにあった良さを残し現状の地

形 ・自然をできるだけ活かすことで敷地周辺へ， あ

るいは集合住宅相互の‘ なじみ。すなわち、お隣り

さん秒の感じを，この美しい丘に沿って段状に集う

家々のコミュニティーとしてイメージした。

阪 急 美 沢 団 地

建 築 地 大 阪 府 茨 木 市 美 沢 町80

敷地面積 48，066. 76m'

建築面積 5，329 .75m'  

延床面積 53，294.51m'  

精進規模 rcs工 法 ( HPC) l l F7 棟 戸 数720戸

住宅の工業化工法の一連の開発シリーズとして rrc

SJ がある 。 これは設計，生産を高度に専門分化し ，

その技術，機能，品質を的機な情報により評価し，

効果的，有機的に統合するシステムである 。 この基

本理念に基づき ，良質かつ価格の安定の実現をテー?

としてその高層 ( l l F ) タイプとして ICS - Y S A ( H

P C) があり，その一例である 。住まいとしての良好

な環境と美しさを工業化工法のもつ可能性に求めて

いる 。

〈五

11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川1川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川l川川11川l川川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川111川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川l川川11川11川l川川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11  |  

長 沢 丘 幸

生年月日 昭和 14年10月18日

最終学歴 北海道大学工学部建築工学科

昭和40年 3 月卒

m 歴 昭 和40年 4 月 株 式 会 社 竹 中

工務底入社

作品略廃

新北野コーポ 芦屋サニーヒノレ 阪急美

沢団地御影「万松岡」 イトーピア「武

庫之荘」 京都山科市営住宅 I CS - AA 

(5F)  I CS - P H(2F. 戸建) ( パイロ ット

ハウス入選) I CS - Y S A( l l F)の開発

設計

すいせんのことば 大辻真喜夫

入社以来，住居担当部門にあって

ひとすじに集合住居を専攻してき

た。 集合住居の気速いみたいなひ

とりである。こり性である。他の

建築に目もくれない。 人間のすま

いをコミュニティ ，高層高密度化

と工業化など無限の世界が彼をそ

うさせている。期待される青年建

築家である。

青 年 技 術 者 と し て の こ と ぱ 現 代 社 会 は 想 像 以 上 に 急 速 に

変化し， 問題 は 絞 雑 化， 多 様 化 し つ つ あ る 。 このなかて¥

建 築 を ど う 対 応 さ せ て い っ た ら よ い の か ， 社 会 的 責 任 を 認

識し， し っ か り と 考 え て い か な け れ ば な ら な い と 恩 九

こ れ か ら の 建 築 を 正 し く 評 価 し . 発 怨 す る 方 法 は ， 当 然 今

ま で と は 呉 な っ て よ い は ず だ 。 単 な る 経 験 だ け で も ， ある

い は 建 築 の な か だ け で 考 え て い て も ， 的 確 主 解 決 策 は 出 て

こな L 、。 幅 広 い 範 囲 で そ の 可 能 性 を 見 出 し ， 難 問 に 挑 戦 し

ていきたし、。必ずイ可かあるはずだ。



判事造計画

クロ ス ス トラクチ ュア ( O.C .S ) : コ ア ー 内 に 設

け た 耐 震 峨( ス チ フ ナ ー 付 鋼 板) と16階 的 i("ii さ 3

m の大 型 梁 か ら な る 十 字 形 の 大 架 鱗 形 式 を 係 用

し Ｎ 細 く て ｩｃｾ ，、耐震 ｅ 去の曲げ変形を外柱の抵抗

で与小さ くし列J 来 的 な 架構自己誼をと って. 十分な

安 全 性 の 確 保 と 鋼 材 盆 の 軽 減 を 図 っている 。

鋼 板 耐23唱 。大 き な 明 断 力 に 耐 え ， 十 分 な 剛 性

. ，似性 を もち. かつ軽量である壁材料としてスチ

フナーイJ 鋼 板 を 使 用 し て い る 。 こ れ は 弾 性 域 の

みな らず塑性域においても非' 市に安定した性状

を示し . O. C.S .の 主 要 な 総 成 材 料 と な っている。

また 司 外周に BOX性を使用することにより ，大

スパ ン 架 椛 に 生 じ が ち な 剛 性 不 足 を 補 い ，十 分

な擦れほ抗を確保している。

袈 禍 平 面

国 咽 聞揖 壁

/  

←ト x方向

大 阪 大 林 ビ ル の 構 造 設 計

実際に雄物を主I ! ; 設する上で. J在本設計に) .!iづ き現場

での話条件を考慮 し立が ら尖施設計を行 ない，設計

の意図を設計図 ・仕様性に表現 し. これに基づいて

工事を監理す るこ とは重要な仕事である 。

取分，鈍鉄骨迭の超高層ビノレの場合司鉄骨工事は全

工事の主要部分を占め，実施設計の良否は全体の工

程に，また建物自体の性能におよぽす影響が非常に

大である。 この点を踏まえ基本設計の精神を扱うこ

と な し 意 匠 ・設備 ・現場などの各部門を調強しな

がら実施設討を進め，仕様E!? を作製した。 そしてこ

れにしたがって施工を進め，工事監理を行なった。

このピ J レの場合，現場接合には全而的に現場溶接を

採用した ので. 溶接宮11の品質が建物の生命を左右す

ることとなった。 それゆえとくに i容按検査の笑施と

監理に重点を置いた 。 在来 ， 鉄骨工 ｊ ｉｾ における検査

は鉄骨業者に依存する のが通例であ ったが，本工事

については当社が検査主体となり，検査を笑施した。

現場における格按検査は超音波斜角探傷法を主体と

し，他の検査法を適宜併用し，抜取検査とした。検

査結果の判定基準を明確にし，円滑か つ公平に検査

を実施するため，各検査法に ついて諸規格を参考に

して独自の検査規準を作製した。検査の実施に際し

てｾｾＮに現場に詰め，現場 の 専任係員 ら と協力し，ル

ート間隔 ・予熱1副I.l[ . 溶接条件 天候や作業溶接工

氏名などあら ゆるデータを記緑 L. 工程の段孫ごと

にこれら のデータを参考に抜取検査箇所を定め，検

査結果の判定をし ， それを速かに以後の溶接施工お

よび溶接検査に反映できる体制をと った。

検査結果はかなり満足すべきも のが待られ，工事も

順調に進み. 所lUI の目的は遥せ られた。設計から施

工監理まで- l ' t して一 つの本工事に従事する機会に

恵まれ，非常に得るところ大であ った。

32F 

11川川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川|川川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川|川川111川11川11川11川|川川川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川111川11川11川|川川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川|川川11川11川11川|川川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川|川川11川11川11川|川川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川川11川11川|川川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川|川川11川|川川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川|川川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川川11川11川|川川11川11川11川川11川11川|川川11川|川川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川|川川1111川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川川11川11川|川川11川11川11川11川11川|川川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11 
|  

金 i畢正明

生年月日 昭和15年 1 月26日

最終学歴昭和37年 3 月 京都大学工学

部建築学科卒

業 廃 昭 和37年 4 月株式会社大林

組入社. 設計部勤務

作品略歴

関西電力高砂特高開閉所関西電力和歌

山保養所関西電力琵琶湖松ノ補保養所

岡山ノート ｊ レダム消心女子大図ｾ館東

洋ホテ J レ( 基本殺到 ) 毎日放送ミリカホ

-}レ(基本設計) 関西電力美浜特高開閉

所大阪大林ピ J レ

すいせんのことば 舗口元一

建築総造の大局的な見通しに立っ

た創造力と鍛宮、な理論的装付けを

する解析力を兼ね具えている構造

設計者は，誠に 1' t 霊な存在である。

今までの業紋からみても， 構成力

の天分は十分に芸買える。今後の彼

の一層の飛躍を期待したい。

青 年 技 術 者 と し て の こ と ( ; C 近 来， 也 子 計 算 機 の 3岳及によ

り わ れ わ れ の 携 わ っ て い る 構 造 解 析 の 分 野 で の 進 歩 に は 著

しいものがある。 しかしながら ， いたずらに精密・な解析に

精 力 を 注 ぎ， 数 字 に と ら わ れ. 構 造 設 計 の 本 質 を 踏 み は ず

し ， 自 己 満 足 し て い る 傾 向 が な き に し も あ ら ず で あ る 。 こ

のような 陥葬に陥いることなく . 構 造 設 計 の 何 た る か を 見

極 め， 数 字 の 裂 に i管む真実の把援に努力し ，“ 優れた建築は

構造 的 に も 俊 れ て い る 。 総 i S的 に 優 れ て い る こ と は 優 れ た

建 築 の 婆 紫 の一 つである J という自負をもち ， 人 IB'Iを 主 体

として 納得 の い く デ ザ イ ン の な さ れ た 建 築 の “ 魂 の あ る 構

造 " の 設 計 が で き る よ う に 精 進 を 続 け た い。



日本中央競馬会京都

競馬場スタンドの構造設計

所 在 地 京 都 市 伏 見 区 島 渡 場 島 町32番 地

建 築 面 積 10 ，904 . 79m'  

延 床 面 積 33 ，242. 62m'  

建 築 主 臼 本 中 央 競 馬 会

施 工 者 大 林 組 ・鹿島建設・戸 田 建 設 共 同 企 業 体

構 造 規 模 地 上 6 階 建 鉄 筋 コ ンク リ ー ト 造

上 部 ス タ ンド P C 造

大 屋 線 鉄骨造

工 期 昭 和45年 12月 ~ 昭 和46年 ロ 月

近 年 内 著 し い 競 馬 人 口 の増 加 に 対 応 す べ し 京都 政

馬場の 旧ス タンドを全面的に改築することになった。

全体計画では ，将 来. 今回の工事も含めて会長477 m 

lこ宣る大スタンドとなる予定である 。 今回 は ， 全 体

計 画 の な か の 第 1 期 分 と し て 全 長 117mのスタンドを

旧スタ ンドの西側に新築したものである。

本スタンドの特色は 2 層 式 ス タ ン ド の う ち 、上 層 ス

タンドめはね出し長さ 17 .8 m肉片持式プレストレス

トコンクリート キ持造である。

プレストレストコンクリー ト構造を採用する上で縫

起 さ れ た 下 記 の 問 題点

1. スタンドの重量が鉄骨造に 比 べて重くなる.

2.  施工順序から要求される P C 片持梁i ! J i 端部の打

継昔日分の処理。

3  スタ y ドの傾斜に沿ったケープノレの 曲線配置 に

よる P S 力 的 減 少 量 も 含 め た 静 定 架械に 有 効 に

P S 力を噂入する方法の検討。

4 .  工 Jt/Iの 短 縮 と 経済 性 を 満 足 す る 工 法 の 検 討。

については. 将来計画をも考 慮 し，慎 重 かつ入念に

検 討 を 行 ない ， つぎのように解決した。

1. スタンドの重量を軽減するため. 段 床 を 工 場 製

作による 門 型断面 の P C 造とし ， 自重を軽減した結

果 ，全 架 檎 霊 髭 の1廿加f註は僅少にできた。

2 .  P  C 梁 の 打 継 カ 所 に つ い て は r-' 型プラケ y トを

設 け，表面を 小 叩 きとし ， 腹筋を補強することによ

り， ? ラックの防止に成功した。

3 .  P  C ケーブノレの摩擦 による P S 力 の 減 少 量 に つ

いては. 男Ij に供試体について実験 を行なった結果，

摩 擦 係 数 ・μ . λ の他を修正L . . ，とくに μ = 0.521

( 学会基準 値 μ = 0 . 8) として 導 入 P S 力を補正した。

ラ メン架構に含まれるコンクリート壁内周縁は P S

力場入時において絶縁し，導入完了後グラウトする

こ とによ り所定通り P S 力 導 入 を 円 滑 に行なう こ と

カイてa きた。

ニのことは、 コンクリート内縁歪および水平・鉛直

方 向 的変位置まを実測することにより確認した。

4  工 期 に つ い て は ， スタンド段床を工場製 作 し，

現 場 でP C 梁の上に吊込む工法を取ることにより ，

当 初 の 予 定 よ り 約 1 ヵ月 間 早 < PC工事を完了でき.

工 事 政 の 簡 で も 耐 火 被 援 が 不 婆 と な る 点 か ら も 十 分

要求に応えることができた。

将 来 計 画 に つ い て は ， 今後， 今固め設討を基礎とし

て. 安 全 性 と 工 事 的 ス ピ ー ド ア y プに対応した工法

を検討していくつもりである 。
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下 伊 豆 隆 三

生年月日 昭和 12年11月 8 日

最 終 学 歴 昭 和36年 3 月 京都大学工学

部建築学科卒業

業 歴 昭 和36年 4 月 岡 本 剛 建 築 設

計事務所入社 梢地? 間 lニ能F

l昭和41年 2 月 岡本剛建築設

計事務所退社

昭和41年 4 月 安井建築設計

事務所に入社 総造設計に携

わる

す い せ ん の 二 と ぱ 佐 野 正 一

椛 造 計 画 者 と し て 一 家 言 を も ち ，

われわれの 7 アームのなかで，な

か な か う る さ い 存 在 で あ り ， た の

もしい存在でもある。とくにコン

クリート 構 造 ではシェルや P S の

工 法 に つ い て 造 詣 が 深 い 。 計 画 か

ら施工段階まで積極的で指導性の

あ る 取 組 み 方 を す る の が こ の 人 の

特徴だ。

青 年 技術 者 の 言葉 . 構 造 設 計 者 の 使 命 は ， 合 理 的 な 方 法 で ，

人! 日] が信頼し 1!}- る 建 物 の 「 安 全 性」 を 見儀 め る こ と に つ き

ると忠、う 。

「安全性」とは ， 物 置 を 投 入 し た 「量 」 的 な も の で は な し 構

造 材 料 の 特 性 を 最 大 限 に 生 か し ， 各 構 造 事53在 を 明 確 な 型 で

構 成 す る 「 質 」 的 な も の で な 〈 て は な ら ず ， 時 に よ り 大 胆 な

発 想 が 要 求 さ れ よ う 。

P.C.は 高 張 力 の P G 鋼 材 の 使 用 と あ い ま っ て ， コ ン ク リ ー

トの特性がフノレに活用され， さ ら に 破 壊 に 至 る ま で の 挙 動

が 明 解 で あ る か ら ， 安 全 性 を 見 筏 め る 上 て " 信 頼 性 が 向 い 。

今 後 も 大 ス パ ン 梢 造 以 外 の 分 野 に つ い て も ， 合 i型 的， 安全，

か つ 大 胆 な P C 椛 iさの言宣言十に努めたいと思う。

作品略歴

香川県立体育館大阪国際空港ターミナ

ルピル 神戸銀行事務セ ン タ ー 近 畿 大

学体育館新鹿児砧空港ターミナルビル

日本中央競馬会京都競馬場スタンド新築

工事



超 高 層 ビ ル の 構 造 設 計 と 研 究

1. 阪 急 タ ー ミ ナ ル ビ ル の 構 造 設 計

2. 偏 心 の あ る 建 物 の ね じ れ 振 動

3. 合 成 梁 に 関 す る 実 験 的 研 究

1 . 阪急ターミナルピル

2. 偏 心 の あ る 建 物 の ね じ れ 振 動一一一一 方 向 偏 心 の 場 合一 一 3. 合 成 梁 に 関 す る 実 験 的 研 究

一一一鉄 筋 コ ン ク リ ー ト ス ラ ブ と I 型 鋼 梁一一

多 層 構 造 物の ね じ れ 振 動 に つ い て は ， 会 府 に わ た っ て 偏心 の 状 態 が 同 様

で あ る よ う な モ デ ル に つ い て の 研 究 ， ま た は 解 析 が 多 い 。 実 際 の 建 物 で

は 多 層 のう ちある j宵のみ偏 心す る よ う な場 合 もあ り， 会 層偏心、の 場 合 と

は 性 状 が 呉 な る 。 さ ら に ， 偏 心の 状 態 の T y pe によっても振動 性 状 は 異 な

る。 これ ら を 定性 的 に 調 べ る た め 司 一 方向 偏 心の せ ん 断 型 多 層 構 造 物 モ

デノレについて ， ( 扇心の 状 態， f応心 ii f . 弾力半 径 を 変 化 さ せ ， そ れ らが ね

じ れ 振 動 に お よ ぽ す i; 開平をその応答世l : 状から比較した。応答解析は線型

鉄 'I'l".iil ill 築 の WI}111 に l半ない ，建 築 架梢 の梁古11材 として鉄筋コンクリートス

ラプと 1 ｊｾｾ 鋼梁とによる合成梁を燥用する場介が多くなってきている 。

その場合の ｬ 問 題点は Ｎ イ ＿ￍｊ ｸＺｾｽｊＪ の定性的ならびに￭Ｚｅ ｬ ， ｊＺ ｴｬｴＱ 評価にｼ見Ａして，

I也以 な ど に よ る 水 平 総 リ 返 し 荷 主H寺に梁古11村 が 強il，ll さ れ る 変 形 状 態 ( 正

弦 波 状 の た わ み IIIJ 総 ) を 主 対 象 と す る 必 袋 が あ る こ と で あ ろ う 。 こ の よ

う な 観 点 か ら ， 本 研 究 は 上 述 の 場 合 の 応 ブJ 状 態 に お け る 令 成 梁 に つ い て

合 成 剣' 1* に|民l す る 滞 問題 を 実 験 (1(1に 検 討 し xr目的比f也 か ら の 設 計 資料 を

得 る こ と を 目 的 と し て い る 。 そ の た め に 予 備 的実 験 と し て 行 な わ れ た ス

タ y ドチe ベノレの tll
l
抜 実 験 ， 単 純 梁 鉛 直 方 向 載 祈実 験， お よ び合 成 梁 を 有

す る 不 静 定 ラ ー メ ン の 繰 り 返 し 水 平 加 カ 笑 験の 結 果 な ら び に 考 察 に つ い

て 報 告 し た。

応 答 解 析 と し て 記 録地 袋 t皮肉 T i me トI is  to  r y  A  c c e  l e  r og  r am を用い

たMo d e l A n a ly s i s  の 方 法 に よ っ て S te p  by  S t ep に 解 析 し た 。

L 開 会一

引 1 1  I| iEヒtゴハ fヘ

U 1  1  1| をヒヒゴハ 同

x  ｾＷＮＰ Ｍｌ＠ 7山上川 計 十寸 し001 1 ベ
L y  3乙 L- . L. . . J L ! . = . ー」

(. )  (b)  (c) (d) 

覇軍重自重富甚

モデルの概要 Oul l i ne  01 model  
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合 成 刻' 1* を定奇的に示何回i す る た め に . 供 試f本に対応する: 理諭解析モデノレ

を忽 定 し ， 尖 験 結 果 と 理 論 解 析 結 来 と を 比 較 対 照 し て い る 。

京占よ誌は 1 ｉｾＡｬ 鋼梁のみの Ｑ Ｑｉ Ｑ げ剛性に対する ｨ 月 大率として評 価 し ，従 来 Ｎ 設

計一に j 日いられている値がj / i I j 大評価 の傾 向 に あ る の で は な い か と い う こ と

をf向凌している。

供試体ならびに実験の概要
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加 藤 俗 造

生年月日 昭和 15年 2 月21 日

最終学歴

昭和33年 大阪府立今宮工業高等学校建築科卒業

業 歴

昭和33年竹中工務庖入社設計部精進課勤務

昭和42年 竹中工務応技術研究所開発研究部勤務

昭和44年 竹中工務庖設計部1m遊説勤務

昭和45年 技 術 士 (建設部門) 登録

Ｎ ｾ位進 設計業 務 Ｚ O. M.M. ビル稲岡朝日ピル阪急

ター ミナルピ J レE XPO' 72西ドイツ館大同生命本

社ピル術開センターピル

. 学会・研究論文発表. rねじれ振動に関する耐m

設計資料 J r鉄筋コ ンクリートスラプと I 型鋼梁と

による合成梁に関する笑験的研究J

. 海外出扱 ( 545. 9- 10) : 第 3 回ヨーロッ パ地袋工

学 y : / ポジウム出席ならびに欧米各国円超高l曹建築

調査のため

すいせんのことば 倉石秀夫

彼は屯f ) : のエキス パートであ' ) ，

i [ J } J 的設計を? スターしており，

技術士 でもある。その頭脳は i明

析， ほとばしり出るアイディア

は索附らしく，っきるところを

知らない。 それでいて性格は品，l

厚。人望 を一 身に集め ていると

いっても 過 言ではない。 iふ 加

藤裕造君は立派であ る。

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : こ の 機 会 に 日 頃 自 分 な りに

会 Ｑ をつけている心、 ｴ 持えのようなことをタ ＱＱ ｾ ｦ［してみた。 ｦ 土

Ｇ｝ ｾ 上 の 心桃えというより Ｎ 日 常 生活にも迎用できるよう

な一 般 的 な 内 容 で あ る こ と に 気 が つ い た。

1  .  Ｇ ，Ｚ ￎｾＧ に ￯ￌￍｊ 従条件Ｈ基本 的 仮定などＩを忘れないこと。

2 .  b'l;'': 甘 さ を 認 識 し う る 訓 練 を 怠 ら な い こ と 。

3  F o r wa r d  Co nt r o l を心、カずけること。

4  チエソクリストをH l . むしておくこと。



浜 岡 原 子 力 発 電 所 の 複 合 型 原 子 炉 建 家 に つ い て

まえカザき

中 部 屯 カ で は ，現 在 ; '打ト岡県小笠1nl 浜 岡 l町で浜

岡原子力発電所を建設中であるが， この l京子炉

建 家 は ， 従来日 IJ 々 の 構 造 で あ っ た j京 -f- :J;Pl法 家司

ｩｬｩｬｈ 制 ｬ 主ＱＡ Ｑ ふおよび ｊｾｴ 築物処遇Ａ必 ｲｾＮＨ を椛造的に 一体

化 し ， 安全上 と く に ill;裂 な 施 設 を ， す べ て 同 ー

の 安 全 性 を 保 持 す る 1j1一主I ! 家内に. 系統的に統

合するように計画した。

このた 60村If; ;oUI(J には .

(1) f5t 楽物処理建家音11分 な どカヘ し ゃ へ い 機 能

上 保 有 し て い る 民 体 を ，1耐以上有効に平 IJ問でき .

原子炉:主主家全体の剛性カサ竹jJ 日するとともに，均等主

l耐 力 分 布 が 科 ら れ る 。

(2) 建 家 の 基 礎 面tlCly
t

T;1力uす る こ と か ら ， t也24

H寺における i Ji 盤 の 負担力も ;1詮減でき，主住家全体

が 安 定j支の刊し、椛泣となる。

なと' 耐災構造上の利 点 を も っ 建 家 と す る こ と が

できた。

2  復 合 建 家 の 構 成

複合型原子炉建家は， 第 1 図 の 断 簡 図 に 示 す ご

とく ， 地 下 11: 皆， 地 上 5 階 で， 恭 礎lま 而 か ら の

高 き が 約6 2 m司 地 上 約4 6 mの 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 で あ る 。 平 而 は 地 1: 告で6 4 mX 6 4 mであり，そ

れらを構成するｾ主体 の厚さは ＱＮ Ｒｭ から Ｑ Ｎ Ｕｭ で

ある。

3  複 合 建 家 の 構 造 耐 力

(1) 地震 時 の 応 力 浜 l河 原 子 力 発 屯 所 は ， そ の

敷 地 周 辺 め サ イ ス ミ シ テ ィ ( 地 渓 活 動 性 ) か ら

3 0 0 Ga l  ( 基盤 に お け る 入 力 jJ 日述皮) の 地 反 動 に

対 し て ‘ 十 分 に 耐 長 安 全 性 が 純 保 で き る こ と を

設 計 条 件 と し て い る 。 こ の 条 件下 において ，建

家 に 加 わ る 地 以H寺応力を正)}J 的 解析 か ら 求 め ， そ

の i比大 fl 立を 示すと 第 2 図 となる 。

主 お ， こ の 解 析 結 架 か ら 建 家 の ベ ー ス シ ア ー 係

数を tl: L l ¥すると 0 . 93 と な り ， 一 般 の 超 高 層 建 物

0 . 1 か らO.u 足 度 で あ る こ と と 比 較 す れ ば， いか

に 大 き な 地i J4力 に よ っ て 設 計 し て い る か が わ が

る。

(2) 壁 体 の 耐 力 原子 炉建 君主は ， 一 般 に典 型 的

主 段 式 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 で あ り ， 詰主体の

耐力が主I ! 家の而iot 良 性 を 左 右 す る と い え る 。

絞合ｾｾ原子炉建家は，主要 ｾ￮ｴ 休が Ｒ 次格納 施設

部分を囲むｾ，ｴＺｦ Ｚ本と外収との Ｒ 丞 術 造となり ，従

来 の 原 子 炉 建 家 に く ら べ. 明 休 の 多 い 椛 造物と

な っ て い る 。 こ の 滋f本が地2主力に対抗する耐力

分可li を 3 次 元 的 要 素 を 加 味した有限主要紫解析 に

よって求めると 第 3 図 となり， 2 霊i町本音11で，

約8 0 %以 上 の 地 泌 力 を 負 担 す る 結栄 となる。こ

れ は 廃 築 物 処 理 建 家 部 分 な ど が 必 要 と す る 袋 休

が 耐 長 上 布 ガJ に 働 き ， 二 れ に よ っ て 大 き な 地 民

力にも耐え ｦ Ｍ Ａｾ る［ こ とを示している。

(3) 基 盤 に お け る 負 担 力 絞 合 型 原 子 炉 建 家 の

総 ill 誌 は 約16 8，000 tで ， 平協 u寺の主主総負担力は

Jワ41 t  /111' であ る。 J也ι 定u寺においては I向言ej 也f」ミ

応プJ' と. 原子 炉怨家の設計条例ニのひとつである

鉛 直i1V変0 . 24 とをI i i J l I寺に不平IJ な方 向に加 えると，

}.Jd!症の故 大 負 担 力 は 約15 0 t / m' とな る。 これは

抜 作 砲 を 採 用 し な い 場 介 に く ら べ， 半 分 以 下 の

9，900 i  7，100 

- -

鳳干 ｾｉｕ ，

ー
円

一

浜岡原子力発電所建設状況( 47年 6 月現在)

他であり ， こ の よ う に 基 礎 が ひ ろ く な る 複 合 建

家 は . 地 盤 の 耐 力 条 件 を 緩 和 す る と と も に 司 将

来 は 強 固な 地 業法縫( ケーソンなど ) 採 用 へ の 可

能 性 を も 示 し て い る も の と 考 え ら れ る 。

4. あとカずき

こ の 原 子 炉 建 家 は ， 平 面 計 画 の 上 か ら も 耐 混 設

計 条 件 の 厳 し さ を 考 慮 に 入 れ ， 絞合! 望を採用し

た こ と で司 均 衡 の と れ た 構 造 梢 成 に す る こ と が

て' きた 。

また ， 延E家 必 礎 面 が 拡 が る こ と か ら ， そ の 効果

が大きいとされている振動エネノレギーの地下n ! ;

i欽減衰訟を . 日1治 見 博 士 の 振 動 ア ド ミ ッ タ ン ス

ｊ､ｬＱ諭から評価すると ， ｾ礎のスウェイに ｊ 対して

約 33 . 9 %， ロ ッ キ ン グ に 対 し て 約9 . 8 %となる 。

この結果を 加 味 し た J自民応答解 析 では . 第 2 図

に 示 し た I也i五 応 力 が 約8 0 %位 l立 に 減 少 す る 効 栄

と な っ て 現 わ れ， j也24時 に は こ の よ う な 潜 在 能

力 む 発 期 す る も の と 考 え ら れ る 。
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(a)応答絶対加速度

h  

第 2 図 地 震 時 の 応 答 値

( 入力加速度300Gal)

砂

第 3 図 水 平 力 の 分 担 係 数

い階面単位% )

・4第 1図

複合型原子炉建家断面図

①機器冷却設備

②非常用電源

③ 廃棄物処理

④ ケ ブル処理室

⑤換気空調設備 ・中央

制御室
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生年月日 H目布J 9
i
H 月 3 日

主1: 終ず: 歴 名古 ｨｬ 工業人ーＧＢＨＮ主 ｬｬｾ 語学科卒業

業 医 昭 和136$1' 中部泣力KK入ヰl

業務略w . 火力発 Ｑ ｴｌプラントの ｦｩｙｮ Ｑｫｾ設計

i昭和43- 45' 1' 1主干 f"l 技f市ili'I t，¥、

子力平和利m委託面tl M研究参

JJJI 

原子力発泡プラント内耐笈設計

すいせんの二とぱ 水里子教宏

経歴に示すように ，一 政して発泡

プラントの締泣設計部門にliE'F し司

とくに当社の環太平洋地良部に而

する原子力発屯所の桃iiu十闘聞に

おいて ，設計 地震動の評価 から ，

耐ｾ解析法のも是梁 ， そして耐浪性

におむ平而計図の検討などの各分

野にわたる仕事に参加し ， その成

よ!i:は、原子炉建家の複合化という

具体的形となって実現することと

なった。

ことば われわれ技術者は。 l瓜子炉胞訟の耐以安全性を巧えると

き. まず ，/j 血設が大I由民に巡i過した場合にも附i l I の公衆および

従業戸に放射線| 寄与を与えないことを原[ t IJ としている 。 このた

め設計条件の設定および設，i l に際しては ，

(1)  無地以地帯における施設に ｬｴ したとき Ｎ 放射線信ＧｾｾＺに対す

る安全性に差があってはならない。

(2) 笑誌に装付けがなく ， 不機定 ‘ 不明なｾＺ索があるときは Ｎ

f也の施設の場介に比L . ， より保守的. 安全I I ! IJ の考え方をとる。

という法本的な態度を設計理念としている。

したがって，サイスミンテ ィの評価から地災動の入力問題に至

るまでに含まれる不確定要素司 そして椛l ! I 31 " i 函から断簡決定に

至るまでに含まれる 種 々の問泌点を解明すべ< ，尖証聞に主体

をおいた調査 ・研究を ら界( j 也災. 土木，建築. 機械) の 協力

のもとに進めている。
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ひとつの動力源より取りだせ，冷却サイク ノレにおい

ては温水並ひ・に給湯を，加熱サイクルにおいては冷

水を熱回収によってえられるの寸回収熱量を考慮、す

ると，成績係数は 5 - 6 と格段によ 〈なり. 消費エ

ネルギーは大幅に節約される 。

4  あとカずさ

本装置はもちろん全電力によって駆動され，ひとつ

の装置で四季を通じて冷水， 1.副 ( ，給湯が得られる

ために，無公筈で，経済性の高い冷熱湖、設備である 。

なお本装置の第一号は大阪国際ピノレ ( S . 4 8春竣工)

に設置される。その仕様は下型慢の通りである。

Kc・I/ H

8

X IO・ 7

6  

0  

換器は蒸発器として働き. 補助水熱交換器と空気熱

交換器は凝縮器として働〈。また加熱サイクルでは

四方弁で切り換えられて ，主水熱交換器は凝縮器と

して働き温水をつく り，補助水熱交換器と空気熱交

換器は蒸発器として働き冷水をつくる。

本装置の負荷制御は一般の冷凍機と変わりなく行な

い，主水熱交換器の出 口水温によりスライド弁を動

作させ制御する。なお給湯用の補助水熱交換器は圧

縮機の出口につけて，つねに温水をとり出すように

考「えている。

以上のような動作により，常に冷水，温水，給湯が

大阪国際ピルの仕機

可 逆 形 熱 回 収 式 空 気 熱 源

ヒ ー ト ポ ン プ の 開 発

ー+ ー+ ー 冷房負荷

一一一ー一一 暗房負荷

一 一 一 枯渇負荷

一 +一喝一 睡房血清 + 給湯負荷

ｾ 回収 熱量

12時 日開会 L

図- 1空調負荷およ び給湯負荷曲線

------

M S R - 7∞ H P  MS R - 4 5 0  H S  

冷 房 能 力 7∞ U. S. RT 450 U. S .R T  

暖 房 能 力 1，570 ，OOOKcal  /h  1，013，∞OKc a 1/h 

圧縮機

形式台数 M S - 25S W V X 2台 MS - 2 5 L WV X l 台

回 転 数 3.550r. p.m.  

出 力 380K wx  2 台 500K wX l 台

電動機

ljt 源 33∞v  60Hz  

空気熱交換機 乾式プレート 7 インチュープ式

主 水 熱 交 換機 ンエ J レアンド チュ ープ式

補助水熱交換機 Y エJ レアンド チュ ープ式

冷 媒 R  - 2 2  

一一ー 夏サイクル

ー-- - ' 1' サイクル

。
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温

水
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可逆形熱回収式空気熱源ヒートポンプ

一一- . * 配菅

一 一 一 冷 媒 配 管

p 早ー

。

冷

水

'
伍

。

温

水

往

l  は じめに

最近， ビルの冷熱源として公害，安全，保守，ス ペ

ースなどの問題により電力を有効に利用して冷暖房

をff なうヒー トポンプが注目されている。また，ビ

J レの内部発生熱は照度のアップ，事務機械 の導入な

どにより著しく増加しており，冬季においても冷却

を必要とすることはよく知られている。そこでヒー

トポンプを 利用し， ビノレ内の冷却部分から加熱部分

に熱を汲み上げる装置，すなわち冷水と is. 水が同時

に得られる熱回収式ヒー トポンプが大型ピノレに採用

されつつある 。 しかしながら冷却負荷カ吻日熱負荷 よ

り大きくなると冷却塔を用いて余剰l熱を放出したり ，

冷却負荷が逆に加熱負荷より小さいときには別に加

熱源を用いなければならなかった。 そこでこれらの

欠点を解決するために空気熱源ヒートポンプを使用

し，空気熱交換器に並列に補助水熱交換器をもう It，

冷却と加熱負荷の過不足を空気熱交換器によって大

気の熱で補いながら熱回収を行ない， ビル内に存在

する熱エネルギーを総合的に高度に有効利用 し，消

費エネルギーを減ずるようなシステムを開発した。

2  装 置 の 発 想

内部照明の高照度化，建物の外壁にガラスを主とし

て使用したカーテンウオールに当る日 射 などによっ

て冷房負荷が冬季においても存在することはよく知

られている。 われわれが現在設計中のO ビルのベリ

メータ負荷および最上階のレストランをうけもつ高

層階系統の空調負荷および給湯の負荷をまとめて図

- 1 に示す。

本グラ 7 は各月の代表自の 121時の空調負荷，給湯負

荷を表わしたものて: 横軸に 1 月から 12月までを，

たて軸に加熱および冷却負荷を表わす。なお本グラ

7 は日 l閉めない場合のものである。 図より明らかな

ように給湯負荷を加えれば年間を通じて加熱. 冷却

負荷が共存する。 5 月から 10月まで生じる冷却熱量

を低温熱源としてヒートポンプで高温熱源に汲み上

げて加熱源を得れば，冷却と加熱が同時に行なえ，

エネルギーの霊複はさけられる。

しかし， このような熱回収式ヒートポンプは外気よ

り吸熱することは不可能て: 取りだせる熱量はピル

内冷却熱量+ 圧縮機入力が限度て 11月から 3 月の

ように加熱負荷が大きい場合は別に加熱源を必要と

L ，不経済となる欠点がある 。 また単純な空気熱源

ヒートポンプは冷却と加熱を同時に行なうことは不

可能である 。

そこで，空気熱源ヒートポンプの空気熱交換器に並

列に補助水熱交換穏を設けて熱回収を可能とすると

ともに，冷却負荷が加熱負荷よりも大きいときは大

気に放熱し ， また逆の場合には大気より吸熱するこ

とができる可逆形熱回収式空気熱源ヒートポンプを

開発するに至った。

3. 装 置の栴 成

可逆形熱回収式空気熱源、ヒートーポンプの系統を 図

2 に示す。矢印ー→は冷却サイクル( 主水熱交換器

で冷水をつくる ) で矢印ーー ・は加熱サイクル ( 主水

熱交換器て・温水をつくる) を示す。冷却サイクルで

は圧縮機で圧縮された高温高圧のガスは補助水熱交

換器に入り温水をつくり冷媒は凝縮する 。補助水熱

交換器で凝縮しきれなかった冷媒ガスは空気熱交換

器に入り凝縮する。凝縮して液化した冷媒は受液器

に入り膨張弁を通して主水熱交換穏に入って蒸発し

冷水をつくる。すなわち冷却サイクルでは主水熱交

図 - 2
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青年技術者の ニとぱ ・エネノレギの消費が少な〈効率の高い装置の設計

は，いうまでもない。建築設備のシステムとしてこの観点を大きくと

らえ ，計画. 設計することがわれわれ建築業にたずさわるものとして

の仕事であると思う。

今日の大気汚染公害は組悪燃料の使用もさることながら ，消費文化で

代表される多量生産と無秩序なエネルギの大量使用と ，当事者の無関

心によることが原因である 。 これは都心部に建つ建物のエネ l レギに つ

いても 例外ではな い。

たとえばヒートポンプは入力電力の数倍の熱を大気から吸熱できる装

置であ ry ，発電に消費する 一次燃料から考えると総合的には 120 % 以

上 の熱変換ができる。し たがってこ のことは公害に つながる エネルギ

消費をおさえ . かつ効率のよい装置を提供することになる。

今後. 効率のよい冷熱源と建築設備の複合システム化の追求に努カし

すいせんのことば 玉 田 健

幅ひろい技術に立脚したヒラメ

キと，技術以外の運営テクニッ

ク， それに旺盛な行動力をもっ

た背年である。ここに報じた 技

術報告もその一例であり，同じ

時に，同 じことを考えられた諸

子もあろうが，アイディアにと

どまらず，実際の作品として登

場させる技術力と説得力と諸般

の手絞め正確さの総合力 と最後

には意欲の 問題である。

弁 上 良 則

生年月日 昭和 15年 6 月23 日

最終学歴 大阪工業大学機械工学科卒

業 歴 昭 和40年4 月竹中工務底入

社設計部勤務

作品略歴

京阪ピル 伊藤忠ビル瀧定大阪支広

大阪国際ピル



をほどこし ，二重管にして現場に持込む。定尺は 5 .5m。

冷水省は本管に防蝕主主装後持込む。定尺は5 .5 m。

地工l順序はパイプを持込む前にあらかじめ掘削し終

った 関口上にチャンネノレベース ( 125X65X6t ) をパ

イプ l 本 ( 5. 5m) に対し 2 カ所でもたすよう並べ.

まず冷水管より持込みベース上に並べ，高温水管は

掘削したきわにおのおの 2 本を並べる。

冷水管より本溶接にはいり 6 本つなぎ ( 33 m)終りし

だい X 線写真をt J i i ' ) ，検査合格した後ベース上より

はずす。商品水管はそのあとベース上に並べ，同じ

く6 本つなぎに L ，冷水管と問機の作業を行なつむ

冷水管より掘削面に順次搬入していき ， その後掘自IJ

内にて冷水管の断熱 ( 硬質ポリウレタンホーム 50協

厚+ 防水 7 スチック仕上) を施工と同時に 2E気圧テ

ストを完了後埋戻した。なおパイプ織入はすべてク

レーンl ! I ( l OT 周) 2 台にて 6 本つなぎを吊上げ. 吊

下しを行なった。

地工中降雨の養生として掘自IJ 上をすべてシートによ

る保護をし . 直接雨がはいらないようにと万ーにそ

なえて織自IJ の端に会所掘を L ， そのなかに排水ポン

プ 2 台を' 出 l時運転できるよ う設置した。 冷水管

高温水管

千 里 地 域 冷 暖 房 地 域 配 管 工 事 の 施 工

冷温水とも往復 2 本の 4 管方式

⑤ 地 域 配 管 延 パ イ プ 数 量 8 ，Ooom，/ 吋プ重量 500t on

( コンジ ット管含む)

2.  地 域 配 管 の ル ー ト ( 第 1図参照)

エネルギープラントで作られた冷水 ( 5. C) ，高温水

( 180. C ) を専用椛内に設置したそれぞれのヘッダー

に入れ，各建物へと供給する 。

まず専用桃内( 冷水800A ，高溢水350A ) より千里

中央駅の周囲をループ状に設けられている共問機内

( 冷水600A ，高温水250A ) を主管とし，それよ' ) 各

建物へプランチする 。

埋設配管はセンター 4 号線下を通' ) 高層 7 ンション

系統へと ，同じくセンタ - 9号線下を通リホテル系

統に供給される 。 その他すべて椛内配管である 。

なお. 今工・J} は 1 Jtl J工・J} でi1!i ll11Jのオ 7 ィス地区 ( す

べて埋設配管の予定 ) は将来工・J} として予定されて

いる 。

3  地 域 配 管 工 事 の 施 工

1) 開先の形状 問先の形状は溶接施工に重大な彩轡

を与える 。 また溶接のひずみ ，溶接能率などの点も

考え合わせて . ノド工事は下記のごと〈の形状を採用

した。 ρ  

' - r "  """7'  

仁二二 ｾ｢ ζ 二〕

-
a  

8  ) 共同権内配管工事

イ) 似設工 'J'; 共同情は} ¥" 1I I IJ 約250m有 L. パイプ搬

入 U は来1I ! IJ 2 カ所，四1I ! IJ 1 カ所，計 3 カ所でID入す

るため . 搬入に先立ち椛内に仮設レールをリ泣きトロ

ヴコ 2 台を j主総してパイプを逮捕2する万法をとった。

レール倣きと同時にパイプｾｾ台を取付け ，順次架合

の上に手で来るようトロッコの日さを湖黙した。そ

のた め片側パイプ全長約I ，OOOm( 冷水，高温水管共 )

の搬入を延 1;週間で完了することができた。

1存J喪用仮設電源 は片 11111 4 カ所 ( 1 カ所約50kw) にス

イ ッチポ ソク スを取付け ，構内全部に配線を行ない.

どこからでもとれるよう放置した。また脱内配管な

ので排煙設備i として両端と 中央の 3 カ所にそれぞれ

排気ファンを設置し ，首13 般の強制J j 色気を行なった。

その容 fJ:は }'il I11Jf，Y; 内に対し毎時10回換気訟を有し，

エギ完了後の仮設工事はすべて撤去した。

ロ Ｉ 配色 ー 工 Ｇｊｾ パ イプ搬入は束 11111 より始め，向治水

管全数搬入後，冷水告をそののち搬入し ，1高桜は商

品水，冷水告 とも搬入後開始した。 X 線検ゴ警は{ 晶玉i

立会いのむとで依i取り検査を行ない . 合fl¥l主. 2E気

圧テスト l 時J i ¥J 波笹 L . dl れがないのを 11けん水で

たしかめたのち，附ri 然、格差EのJIJiU子でfr なった。

9  ) 土木工事 センター 4 号線は道路がよいので他

キj のJI1 を片 If!l J通行を可能にするため . ＱＱ ｩｉￍ ｬｾ Ｑｊ而す べて

に土仰が必要であり，その万法は H 鋼を t屈向IJ に対し

て 2 mピッチで問問IJ に打込み完了後矢板をはめ込む

方式を l UJ した 。な おJ - I 号線と交差するところは

他の位( 雨水，汚水管) がすでに埋設されているため，

ｬｾｩｬＧｊｉｊ 上に械工板をひき，その下より他のＱｊを吊り下

げる1 ! i 生を行なった 。被工板 の中日は 8 mとL ，i[(泣

111やそのf也の卓がi図ってもさしっかえない 1nll交を保

つ。( 以下作略)

10) 総合試運転 高1品水，冷水とも TU=内水洗浄を 3

回線返し， 完了後131品水系統より弘l真上手1をIJfJ 始。

r71114水は設計 i品皮 180. C まで上手1するため. 一 日20

.Cf'，U主上げていき，その I1¥J パイプの仰 び とともにポ

ールジョイントの仰締( l .8
m
/m/ l11)を ilill 定した。所定

の温度 180. C のときパイプ最大仰び 350 協まで記録

している 。冷水の場合は 一 日で設計温度 5. C までも

っていき 循環を行な った。

JJI.:(E は何のトラブノレもなく順調に高温水，冷水の供

給が行なわれている 。

a  b  e  

5∞A 以下 2.5- 3 .5協 1. 0土0.5協 60- 70・

550A以上 2.5- 3 .5協 1. 5土0.5
m

，6 60- 70・

2  ) 開先の加工法 問先の加工は鋼管，継手とも工

場加工。 ただし定尺のものを切断1JII 工を行なう場合

は， パ イプカ ッターにて1} ) i ! ' f r L ， グラインダ - 1) 11工

仕上。 入荷鋼包・および現場1m工

した鋼管の問先は治具を用いて

' i 1 の円周に対して 4 カ所でその

形状の精度検査を行なった。

3  ) 仮付溶接 仮付務接にはジ

ャ ッキ 式クランプならびに鉄板

ピースにて パイプ口径に合せ

て仮付 L ，管 の円周 4 カ所で検

査を行ない，仮付溶接とした。

4  ) 高温水管の本溶接 鋼管材

料は S T PG38 スケジュール40J 旦

匂ーを使用 L ，一層目はアルゴン

アーク溶接によって行ない こ

府目以降の洛篠は被製ア ーク 裕

桜によ って 行ない，溶接持はイ

ルミナイト系溶接持とした。

5  ) 冷水管の本溶接 弁府とも

被複アーク 裕被によ って行ない .

- Ifii 目の溶接は 一重被覆袈波低

水紫系溶接彬を用い ，二層目以

降は同じイノレミナイト系裕接絡

を{ 車用した。

自) 管の保護 工場よ! J 出荷さ

れるとき ， あらかじめ日目先の保

穫のため管の両端にビニーノレカ

バーのキャ y プ ( 350A まで) ま

たは麻仰をダンボーノレ紙に巻き

( 550A 以上) ，管内に興物がは

いらないように養生し . さらに

接合する前には内部をよく点検

した上で接合しむ

7  ) 埋設配管工事 ( 高層 7 ンy

ヨン，ホテル系統) 現場内の内

作作業場て・高浪水管はコンジ y

ト管表而を l妨蝕塗装ならびに本

管断熱 ( 珪駿カルシウム 50
m

，ん厚 )

1  概 要

北大阪都心を少しでも現在の機能麻簿寸前か ら緩和

させ，あわせて都市の再開発を早 〈計画笑行しやす

くするための先駆けとして ，大阪府企業' 局がこの千

里ニュータウンの中央部に，北大阪の日IJ f，11心として

開発された のが千里 中央地区セ ンターである。

中央地区 の規模としては ，敷地10万坪のなかに 北大

阪急行の千里中央駅とそ の上に建つ専 門庖街 ( 忠告ai

・アパート ) を軸にして，東制IJ にはシピ ，? センタ

- アミュ ーズメントセンター ，百貨庖. ス ー パ -

7 ーケ ， ｾ ， ホテル，高層 Ｗ ンション ， センターピ

ル，駐車場ビル等の施設と，西ll11J を業務地区として

のオフィス群が建設される。

J也妓冷暖房システムとしては ，

①J骨熱源 蒸気タービン駆動ターボ冷凍機と吸収式

冷凍機の組合せ。本方式は，者11市ガスポイラで発生

させた高f E 蒸気により背圧蒸気タービンを駆動させ

それに直結されたターポ冷凍機を運転し ， さらに蒸

気タービンで仕事をして ，低圧とな った蒸気の 熱を

利用して吸収式冷凍機を運転し冷水を作る 。

②高熱源都市ガスポイラで発生させた高圧蒸気を

熱交換器に導き ，高温水を作る 。

③答品

・総冷房能力 17，000米冷凍屯

蒸気タービン駆動ターボ冷凍機 1，900米冷凍屯 l 台

l吸収式冷凍機 1，175米冷凍屯 2台

l セ ッ ト 4 ，250米冷凍屯を 4 ｾ産設置する 。

・総暖房能力 5，500万k団 l毎 11寺

蒸気ポイラ 24T/ H ( 常用圧力 28kg/ c m2G) 4 缶

③ 冷 温水品度

冷 水 5・C →13・c

商品水 180. C→120・c

;手
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青 年 技 術 者 と してのこ とば 千 里 丘 陵 の 中 央 に わ が 国 最 初

の 地 域 冷 暖 房 が 完 成 さ れ た の が 昭 和45年 2 月である。

今 後，都 市 の 過 密 化 か ら ， 周 辺 各 地 に 副 都 心 と し て 大 規 模

な ニ ュ ー タ ウ ン 建 設 が 相 つ ぎ ， 市 街 地 の 再 開 発 が 進 め ら れ

る な か で ， 地 域 冷 暖 房 の メ 1) ' y ト が 高 〈 評 価 さ れ ， 公 共 的

施 設 と し て ま た 燈 の な い 街 づ く り に も 脚 光 を 浴 び る 地 域 冷

暖 房 に ，大 き な WJ 待 が よ せ ら れ て い る 。

さ ら に 地 域 冷 暖 房 の 発 展 に と も な い ， 地 域 配 管 の 役 割 が ま

す ま す 大 き な 比 重 と な っ て き た 。

私はこの1 ' t i l l . な体験をもとにして今後ますます伸びるであ

ろう 地 域 冷 暖 房 に 取 り く み ，最普ーの努力を尽していきたい

とJ思っている 。

すいせんのことば 山 田 修

わが国の地域冷暖房実施例は急速

にその数を. I f 1 した。千里中央地

センターは副都心として最初であ

り，この地域配管φ工事に取組んだ

同君は ，紛訟な計画，技術知識の

結集，不断の努力により，恒久設

備としての地域冷暖房に各界の期

待にこたえ，全国的者11市再開発の

気速に貢献し符た。

内山 昇

生年月日 昭和12年11月13 日

段 終 学 肢 昭 和31年 3 月 兵庫県立尼崎

工業機械科卒

隠! 昭和31年 4 月 向砂熱学工業

l術大阪支府入社

新阪急ピル，日国生命大阪ピ

ル. IZ l:，¥専売公社などの現場

m当。

昭和44年4 月~昭和45年 2 月

千型地域冷暖房配管工事。

現在，千里地域配管第2期工事

建設中 . 45- 46年泉北地域冷

暖房配管工事を州当。

3匙



近 代 都 市の 無 公 害

空 調 シ ス テム

近 年 都 市 公 害 が 強 〈 叫 ば れ て い る 杭 そ の な か で

も 暖 房 用 液 体 燃 料 の 排 出 す る 硫 賞 酸 化 物 お よ び

煤 じ ん な ど が 大 気 汚 染 の 主 因 と も い わ れ て い る 。

そ こ で 無 公 害 の 空 調 シ ス テ ム を 全 電 気 方 式 と 都

市 ガ ス 方 式 に 大 別 し 積 々 検 討 を 重 ね ， な お か つ

名 古 屋 地 区 の 気 象 条 件 お よ び 各 機 総 の 分 析 を 行

ない ， 維持見保守Ｇｴｬ［ｾ，機械室面積の縮小お

よ び 設 備 費 な ど の 有 利 さ を 監 視 し . 全 屯 気 方 式

を 採 用 し た 実 例 2 件について述べる。

実 例 2 旭洋セントラルビル( 貸事務所，貸I吉舗)

規 模 S R Ci1t i也下 2 階 地 上 9 階 俗 出 3 階

延 床 面 般12 ，678 . 7肘

富士屋産業脚本社ピル

また H寺を同じくして中膏rl m力 管 内 で も 冷 暖 房 用

深夜屯力料金: l i I j J支 が 確 立 さ れ た の で 二 よ り 一 層

維 持 管 理 費 が 有 利 に な り ， 従 来 方 式 ( タ ー ボ 十

ポ イ ラ 方 式 ) と年↑ m述 転 経 常 貨 は ほ と ん ど 変 ら

な 〈 な っ た 。

実 例 1 富 士 屋 産 業 脚 本 社 ビ ル ( 事 務 所 )

規 模 S R C造 地 下 l 階 ， 地 上 8 階 ， 浴 屋 2 階，

延 床 面 積6 ，744. 3m'

一 次 側 シ ス テ ム ZE冷 ヒ ー ト ポ ン プ チ ラ ー ( 2  

台 ) に よ り 夜 間 部 熱 ( 金IHJ も巡転)

二 次 側 シ ス テ ム 各 階 エ ア ハ ン に よ る 単一 ダ ク

ト方式 と一昔rl個 室 を 水 冷 ヒ ー ト ポ ン プ小 型 パ ッ

ケ ー ジ 方 式 ( 熱 回 収 方 式 )

帯 熱 槽 ( 500m' ) を築造し夜間五I ! 転することによ

れ 冷 凍 機 容 量 は 夏72% ，冬 WJ 65% となっ た。

運 転1時rlIrは夏期夜I l l J 4 同昼間6. 6 H，冬期夜 r m6. 7

H.金 Ij 司3. 5
H

で 空 調 可 能 で あ る 。

機 器 概 略 諸 元

空 冷 ヒ ー ト ポ ン プ チ ラ ー

1 2 0 RT( COM9 0 k w F AN1 0 .5k w) 1 台

一 次 側 シ ス テ ム

空 冷 ヒ ー ト ポ ン プ チ ラ ー 2 台 の 夜 間 務 熱 逆 転 ( 企

聞 も巡転) とダブルバンドノレ型ターボ.冷 凍 機 の 企

liJ J i 選転

二 次 側 シ ス テ ム

貸 事 務 所 系 統 の 内 側11系 統 は エ ア ハ ン 2 台 に よ る 単

ダクト方式とｾＱｊｉ Ｑｬ 系統は Ｔｰ ｩｰ ･ システムによるフ

アンコイル方式。

貸庖古ili 系 の O A処 理 用 エ ア ハ ン と 4pepe ; _ ，. ステムに

よ る フ ア ン コ イ ル 方 式 。 な お O A処 理 に 会 然 交 換 器

を使用し OA 負 荷 を軽減した。

選 転 方 法

変 Jlll 空 冷 ヒ ー ト ポ ン プチ ラ ー 2 台 を夜間帯熱量I !

転 ( 帯 熱 槽800m') し， チ ラ ー と タ ー ボ を 負 荷 に 応

じ企! 日! 運転 する。

冬 Jtll 夜 nll 運転は1 l J切 と 同 じ で 金rur はチラ ーを 負

荷に応じ五I ! 転し ，5 ' ーポは熱回収 illi 転 を 行 な い ，1，品

水 柑 (60 0 m') と 冷 水糟 ( 150m') に貯水する。

中 lillJtll: ＵＧーポ冷凍機のみの運転で熱回収し さ ｾ ｩｕ ｴ，ｦ

を行なう。

機 器 概 略 筒 元

ｾ冷ヒートポンプチラー

8 0 RT ( C OM6 0 k w， F AN7 . 5 k w)  2f i  

ダ ブ ル バ ン ド ル タ ー ボ 冷 凍 機

140RT  ( COM1 5 0 k w)  1 台

冷 却 俗 15 0 RT 用 1 必

8 0 RT ( C OM60k w  F AN7 . 5 k w)  1 台 空 気 淵 和協 50 ，OOOm'  / h  X  22k w 3 台

空 気 調 和 総 15 ，000m'/ h X 7 .5k w 9 台 会 熱 交換 総 処 理Jl¥U，!:37 ，6∞rn' / h  1 台

ポ ン 7 ' 100 OX 910'/ mi nX 5 0m X 15k w  8 台

送 排 風 俊 緯 4 X l l ，800，n'/ hX 2 5 mmAQX 3. 7k w 

13台

富士屋注喋脚本社ビル熱源フ ロー シート

ポ ン プ 100 O X  1200 '/ mi n X 6 0  rn X  22k w 12台

フ ア ン コ イ ル ユ ニ ン ト 600型f也 183台

送排風機緯 Ｔｾ イ ｘ 15 ，300m'/ h  X 3 .  7k w 16台

旭洋セントラルピル熱源フローシート
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稲 垣 武 久

生年月日 昭和 14年 l 月6 日

最 終qt !lJi 昭和41年 3 月名古屋工業大学

機械工学科卒

業 廃 昭 和47年株式会社安井建築

作品略国

設計事務所退社

昭和 47年体式会社東海設計

入社現在股計部内建築設備

計画主任技師

富士E量産業側本社ビル 旭洋セントラル

ピル東海銀行，{l および応舗 I S ピル中

京相互銀行庖舗

すいせんのことば 小坂忠勝

君は常に ，設備ial" 聞と建築計図と

のバランスのとれたが ｲ ｬｾｾｾ なスタデ

ィこそ衝l広の正5いnの建築である

と理論的に訴えている。その説得

力は ｩｾｴ 重な存イ工であり，建物 の 中

継神経である設備計闘の新たな研

究と 11M発に努力されていることは

われわれの魅力であり . 福祉社会

のf生i1mである 。

大型プロジェクトには欠かせない

存在である .

青年技術者としてのこと( ; f ・ 空 調 何 本 来 の 目 的 は 人 1/¥1環

境 を 向 上 さ せ る こ と に あ る 。 しかし ， 一 方 で は 向上 さ せ

な が ら も 他 方 で は 破 段 し . そ れ が 公 答 と い う こ 字 で し ご

く 簡単 に表 ｊＩ もできＮまた ｾｯＢ 公害という 三 字でそれを何定

で き る が. 完 全 で 厳 告 な 無 公 害 空 調 を 行 う こ と は 41，'i;¥Oに

困難でテ， 多 似 の 賀 川 と 膨 大 な ス ペ ー ス も 必 要 で あ る 。

し か し そ の 困 燥 に ぶ つ か り ， 一 歩 ず つ 完 盤 に 近 づ け る こ

とこそ其の伎術省・の委である 。

10年 仰 の 特 妹 な 盗 品i方 式 が 現 在 常 識 に な り . 現イ目、げもな

方 式 が 5 年 後 に は 当 り II可となる。これが技術であり. それ

を 災 現 す る こ と こ そ . わ れ わ れ 技 術 者 の 使 命 と 思 う 。



どが含まれているが，タクト- cn. 的に巧えると 11港

分 実 働 5 目的ペースであり . 後続する各州{ 土 k工 '1'

の 4 日タクトの工程を十分可能にするむのであった.

また Ｎ 実地工程を次郎以後同工 ｦ ， ｾＱ ニフィードパック

させるためと Ｎ 今後の超 ｴＧｬｩ ｊＮ 持ビル ｩｬｬｾ に役立てるデ

ー タ を 採 る た め に . タワークレーン 2 J ，! ; ともに自記

録オベレー ｹ ヨングラ Ｗ を取付け Ｎ 鉄骨工 ， ｴ ｾ 金工 ｊｭ

に わ た っ て タ ワ ー ク レ ー ン のZ山きを 1己事k した. これ

に よ っ て 工 事 途 中 に お い て . 当 初 仮 定 し た イ ン プ γ

トの数字を笑際のものに修正して ， よ り の 頼 性 円 高

い ア ウ ト プ ッ ト を 得 る こ と が で き た と と L に. 今 後

の工事のための: I ' t 一重なデータを得ることができた。

一 方. 溶 接 工J J';. についても計図当初より . 設計者 .

8血工者 鉄骨1 1 ! 当業者. 学線経験者によって組織し

た 浴 核 研 究 会 に 参 加 し . 協 議 験 討 を 行 な っ た . 浴

後 方 法 的 決 定 に は 各 純 予 備 尖 験 を 行 な っ た が . 品 質

管理についても検査方法や匂: ' . 1 '41体 制 に |則して実験を

IJII え た 検 討 を 重 ね ， 従 来 欽ft ［ＨＺ［ｾ片まかせになりがち

だ っ た 溶 緩 め 管 理 を 組 織 だ っ た む の と し . ニれから

の挫築鉄骨の ｩ 喜被告ー型的モデルとするべく ｾＱＧ ｩｩｉｩｪを作

成し実地した。

現状において裕按の品' i ' t を縦{ 推する mー の 条 件 は 、

優秀な裕被工が十分な作業検1 ' t を行ないながら純i工

することであリ . 溶 接 工 ぬ き で の 品質管理I! は巧一えら

れ な い 。 し た が っ て 格 按 作 業m可・小， 1主的作業検特

は溶接工自 身 にi ' ' ( 任をもって行なわせこれを記録さ

せ る と と も に ‘ 鉄 骨 業 者 向 検 伐 μ に n主 検 術 的 立 場

からこれをチエ y 7 させることと L ， そ 向 上 に 受 入

検 査 と し て 超 音 波 傑 傷 検 公 を 主 体 と す る J I'破域検1 1 :

を わ れ わ れ 工 事 管 理 者 向 直 接 管 制 的 下 に 行 な う と い

うIT理 休 制 を と っ た 。 こ れ ら に よ っ て 従 米 工 場 協 按

に 比 べ て 劣 る も の と み な さ れ て い た 現 場 裕 伎 の 品 質

を は る か に 優 れ た 満 足 な も の に す る こ と が で き た と

E存I. i している。

大 阪 大 林 ビ ル の 施 工 計 画 と 管 理

溶 接 工

がJ t ぬかれていなければならない. 以下②鉄骨工，).

の 計 画 と 品 質 管 理 に つ い て の み の べ る .

鉄 骨 工 事 の 計 画 と 管 理

超 高層 ビ ル に お け る 工 事 ・工 程 計 画 の 基 本 と な る も

の は 鉄 骨 工 事 的 計 画 で あ る . そ し て こ の 計 画 に は 工

場 で 作 ら れ た 鉄 骨 を 速 し 正 確 に 総 て る だ け で な く

地 工 上 円 安 全 性 が 十 分 に 盛 り こ ま れ て い な け れ ば な

ら な い . 建 方 中 の 鉄 骨 の 安 全 性 と そ れ を 建 て る 作 業

只 の 安 全 性 と を 確 保 す る た め に は 設 計 段 階 に ま で さ

か の ぼ っ て 考 え る 必 要 が あ る .

一 方 . 鉄 骨 工 事 的 品 質 管 理. と く に 鉄 骨 肉 接 合 部 に

多 用 さ れ る 溶 接 の 品 質 確 保 は . こ の ビ ル 内 総 造 上 の

生命とらいうべきであって万全をJ t l Iさねばならな川

わ れ わ れ は 当 初 の 計 画 段 際 か ら 設 計 地 工 の プ ロ ジ ェ

クトチームというメリ y トを十分生かして. 基本的

な，) 芸術から. タラ y プ. 命 綱 ゃ 下mり用の取付ピー

スなどの紺l昔1¥に い た る ま で 協 B兵 検 討 を く リ 返 し ，

よ り 安 全 な 施 工 を 実 現 で き る 鉄 什 を 生 み 出 す た め の

努力をrf なった.

鉄 骨 処 万 工 期 の 検 討 は 従 米 経 験 的 に 1 日平均何トン

( ヒース) 脇工できるかという判断に基づいていた。

しかし超同居鉄骨造ピルでは躯体工Ｂｾのほとんどを

鉄骨工， Ｉ ｾが点的全体工 ｊｕｉ に山める制作が非常に多いＮ

一 万 工 期 短 縮 的 要 求 か ら 後 続 工 IJ';. をラップさせて. i ! 主

め ざ る を 仰 な い。 したがって鉄 f f 工' )1 ' 工般の計阿に

お い て は 全 鉄 竹 T. ' I>ml 川町把I k ' はむとよリ . 納I ｦｻ ｊｾ＠

に わ た る 途 中 経 過 を も 正

，r. に つ か む こ と が 必 裂 で

あ る . こ れ に は 鉄f f 主1l.IJ

作業ーの弁書芸紫 ， i l l1i 機 械

の1t 能 ゃ 綴 動 詩 人 気 象 条

1' 1ーおよび他工'/ 11 ' と的側近i

などの尚喜主紫を制Hか 〈 分

析 し て 科 学 的 に 検 討 し な

ct /11; 1' ならな了 Uい、@

ニのz也飢j比tι. '.'，点'

たf氾lU'釦):t機幾プログラムによ

つて ' われわれは4極々の

ケ ー え の 処 方 工 法 を 比 較

検 討 し Jti 面を練った. こ

こ で も も ち ろ ん 安 全 上 町

制約をJ i L ! ff 要視しており，

池 万 時 的 作 業 床 と な る 各

節111上 際 的 床 デ ッ キ プ レ

ー ト が 完 全 に 敷 き つ め ら

れ. 同時に主I l 物外周音1¥に

は下 ＱｾＺ り Ｎ ワイヤーとと

と む に 誕 生 ネ ッ ト が 全 面

11< リグ〉ぐらさ/ 1. な，.ct i'L 1ま

次節向指: 万に進まないと

い う 条 件 を 入 れ て い る .

ｾｉ￭ 画案は主主方機械として

油 圧 セ ル フ ク ラ イ ミ ン グ

式 タ ワ ー ク レ ー ン 2 l告を

用い， 2 班 の 作 業 只 に よ

って平而的に 2 分割l して

進 め て い 〈 方 法 を と っ む

3 階 分 l 節 的 1 サイ 7 1レ

の撚却 ｉｾ 働回数は Ｑ Ｕ 日Ｏｵ ｪ

て二この日数に抱! } J ， i存

按 . 安 全 地 設 の 設 低. 工

事 機 械 知 的 設 誼 ・盛 符 な

.r. s市 の 緑 化 促 進 ， ピ ル 設 備 の 無 公 害 化. 情 報 化 社 会

的 機 能 に 適 す る オ フ ィ ス ピ ル の 建 設 を 口 ざ し て . 絡

調［ｲｾいデザイン，新しい 精 進 ・ 設備計画を盛り込ん

だピルも ， その施工段階において無公害ー工法の係朗

然災主主的述成. そして科学的な工・ ｊ ［［ｾＭ 十両 ・ 管理にむ

と づ い た 適 正 工 期 内 向 完 成 な ど が な け れ ば. その佃l

111I は半M す る と い っ て よ い .

近代化の巡れたもののひとつであった建般 ｾｬｩ ＺｴＺ［もこ

の 十 数 年 . 経 済 成 長 に 伴 な う 工 事 的 大 明 化 ，f! l 雑化

につれ. 新 技 術 的 開 発 . 機 械 化. 省 力 化. コンビュ

ー タ ー の 噂 入 な ど ， 総i韮が大きい. しかし 一 万. 全

産業中における建設業の災害発生件数的多さは. f I 1変

ら ず 上 位 を 内 的 . 技 能 労 働 者 の 不 足. 労 働 環 廃 条 1'1'

の恋: さ . 安全に対する認識の低さなどを物" 吾ってい

る.

こ れ ら を 念 頭 に お い て わ れ わ れ は 企 阿 当 初 か ら 設 計

部門と純L工書1¥門 と に よ る プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 作 り

設J 十と地工とがー 休となった湾! 氾1的 な ピ ル 他 殺 を 日

係 と し て 検 討 を 続 け た .

dif J - i J 也における超高層ビル処設工引において . C' I'; 

，:I，lhi 1: また工・" 1 n mn自I て'ill 要 な ポ イ ン ト と な る の は

ｬ 仰 ・ ｬｾ ｩｉ Ｇｬｬ ，てＢＱＧと Ｑ e告での' f Z l m交 ; W" I' ，lhj とを組作

せた地下下' . i : I ，の計阿と . ② 市I同膏1¥分のすべての1 : " >

の ｊ ， ｈ＼ となる鉄 Ｑ Ｇｴ工川 ， ＮＮの計問と品 ｦＧｬＺ［ｾＺ Ｎｦｬ ｬｬ Ｎ そして③

膨大な資材を向 Ｑ 何百 Ｑ｜ 分へ似げる似 ｩ ｦＨ ｾｉＭＱ 山 ｬ とそ的災ｬ￭ￜｩ

Ti ;PI! である そ し て そ の い ず れ に L ' ? ，' 令都ーの忠 :tu

第口 節
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青 年 技術 者 と し て の こ と ば . われわれ現場地工1 H . 当者は

そ れ ぞ れ 手 に 職 を も っ た 人 々 に . そ れ ぞ れ の 仕 併 を 安 全

に ， 所 定 の エJtJ l内 に ， 所 定 の 予1宇内 で し か も 質 を 良 く や

っ て も ら う の が 仕 事 で す 。 そ の 越 に な る の が 適 切 な 工 事

計 画 と 匂ー理 ， そ し て作 業 只 全 只 が 一 緒 に ひ と つ の も の を

.(j ll' )  J 二 げ て い こ う と す る 気 持 ち の 結 ぴ っ き だ と 思 います。

良 き 地 エ 管 理 者 と な る た め に ， 新 し い 技 術 の 吸 収 . 基 礎

的 な 目J'; 州 の 勉 強 も さ る こ と な が ら ， 人 Ilil 的 な 而 で の 成 長

を 目 ざ し て 努 力 し て い き た い と 巧 ー え て い ま す 。

すい せ んの こ とば 太 田進 一

一 般 に 技 術 者 と い わ れ 知 識 経 験 の

1212な人でも . これをむとにして

あ ら た な 創 造 を 生 む 能 力 を も っ 者

は 少 な い 。 し か し 其 の 技 術 と 1;1 .

常 に 創 造 し 革 新 す る た め の も の で

あ る 。 建 築 の 分 野 で も 欧 米 先illl f:!i l

か ら の 技fA;j 輸入に頼る H年代は終り，

fi1l i J i により世界をリードする技術

者の必裟な時である。

高 木 嗣 郎

生年月日 昭和 15年 2 H 4 日

最終学歴 京都大'γ ・工学部建築学干十卒業一

業 務 廃

昭和37年 4 月 株式会社大林組入社

H召和37年 4 J1 - I I I HU38ifZ 8 月

大阪神ピル新築工白" 現場勤務

日目和38年 9 n  - IIIHII40.i 1' 1  J1 

金沢市立中央査 ｉｬｾ｢ｬｪ 場新築工・ Ｇ Ｂ現場勤務
日目制140年 1 J='  - I I I Hn43

i
l' 8 月

本1市工務部勤務

日目相43年 9 月- l I r Hu451
ド3 T1

万Iをl縛お祭り広場主. I l 築工 '1>現場勤務

自白布] 45
1
1" 3 月 -11目1' U45

1
1' 8  H  

本賄工務部( 大阪大林ピルill 設プロジェ

クトチーム勤務)

昭和45年 9 J 1- 現イF

大阪大林ピル新築工。IC現場勤務



現 場 溶 接 の 全 自 動 化

欽 ｾ ｊ コニ Ｇ Ｑ ＼［ における，柱 ・ 梁イ土口工法はＮ リベッ

ト核合から . H. T. B 接 合 ， 現 場 洛 按 核 合 へ と 年

有 推 移 し て い る 。 現 場 溶 接 接 合 の 有利 性 は ，過

去 の デ ー タ ー に よ り 周 知 事 項 で あ り ， 数 多 く の

尖 fli ll をみることができる。

今 回， 現 場 浴 按 の 均 一 化 . 施 工 の 能 率 化 ・ 省 力

化 を 一層 進 め る た め . 高 胞摘手口幸ピノレにおいて ，

柱 ・梁 の 現場 溶 接 に ， 全 自 動 溶接 機( 以 下M - 6

工 法 と 称 す ) を 全 面的 に 採用 した。

本 工 法 は ， 溶 接11L1原 お よ び ワ イ ヤ ー 送 給 装 置 に

既 存 の 交 流 溶 接機 と / ー ガ ス 溶 接機 を 使 用 し ，

自 動 溶 接 装 置 ( M - 6 本 体 ) に よ り ト ー チ を ウ

イ ピ ン グ さ せ な が ら 自 動 走 行 さ せ る 工 法 で あ る 。

操 作 は M - 6本 体 を 梁 フ ラ ン ジ に セ ッ トした 後，

開 先 状 況 に 応 じ ウ ィ ピ ン グ 幅 を 制 強 し ， 始 動 ボ

タ ン を 押 せ ば. 自 動 的 に ト ー チ が 往 復 し 1 操 作

で 2J r'i ず つ ビ ー ト を 遣 し こ の 操 作 を 繰 返 し 溶

接 を 完 了 す る 。 フ ラ ン ジ 厚25，% 程度では 3 繰 作

で溶接が完了する。 ｉ ｾ 日 先形 状 はウィピング 中 高に

限 度があり ， また ， 溶接 ｩｾｬ を低減するため 下図

の通りとする。

M - 6 工法の手1]. 点 と し て

ι  溶 接 熟 練 者 で な く て も 確 笑 な 溶 接 ができる。

b. 梁 の 下 フ ラ ン ジ も 溶接 継 目 がなく 述 統 し て

溶 接 で き ， 欠 陥 が低 減 で き る。

c .  i容按 iJl が低減できる。

d.  溶 接 作 業 の 能 率 化 . 省 力 化 を は か る こ と が

て' きる。

な ど が あ げ ら れ る 。 と く に 溶接 結 果 に|刻 し て は .

超 音 波 探 傷検 査 ( NDI S - 2404ー70) の 結 来.

1 級 92 .5 % 2 級 6 . 0% 3 級1 . 5 % 4 級 0 %

という 良好 な 成紙 が 得 ら れ た 。 施 工能 率 に つ い

て は ， 1 日 の 平 均 溶接 長 ( 6 ，%換 算) は 51. 3 m

で あ っ た が. 厚 板 で は 溶接 量 が 従 来 の 工 法 よ り

有 利 で あ る た め ， 半 自 動 溶 接 工 法 の 約6 2 %の 所

要 時 間 で あ っ た 。

今 後， 現場 j答 按 の 増 加， 溶接 工不 足 の折 から ，

M - 6 工 法 は . 現 場 溶 接 の コ ス ト ダ ウ ン . 省 力

化 ， 能 率 化 に 大 い に 役 立 つ も の と 思 う 。 本 工 法

の採用に当り株式会社 神 戸 製 鋼所溶接俸 Ｂ￨ ｬ ｾ Ｎｬ佐官 Ｑ Ｑ

大 石 氏 ほ か 多 数 の 協 力 を 得 た こ と を 感 JAt しま

す。

高麗橋和幸ピ ル全景
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卜ーチ

ノーガス溶接機

( ワイヤ送給装置)

M- 6工法概略図

開先形状
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岡 田善 弘

生年月日 昭 和 15年 1 Jl 24 日

最終学歴 大阪大学工' i ' " l ¥I l I，再築工学科

( 辿築) 昭和37i fこ3 月平

業 廃 昭 和37年 4 月 成 l;h建設株式

会 社 入 社 大 阪 支 応ill 築tmに

勤務工 Ｇｉｾ 計画に従 Ｇ ｉ ｾ した後 Ｎ

施工に従 '1>する .

工事略歴神戸商工貿易センタービル

住友銀行立売層。支r.t;

大阪大学趨j ¥l j圧電子顕微鏡室

股下不動産高腿橋和幸ピル

青年 技術者と してのことば : 建築にたずさわる者の最大の喜びは ，自11

it iの喜びではないだろうか すべての建築物が呉なり ， また観々の粂

件によっても特典牲が生じるため常に新しく異なったものの創造とな

リ. その忍びもひとしおである。

施工i ' i I ll "l を担当する布、も ，建物を完成させる喜びに生涯をかけている

といっても過言ではない。とくに Ｎ 問題点の多い工 ｊ ｉ ｾ を完成したとき ，

あるいは ， 新しい工法を試み ， 無 Ｇ ｉ ｾ 完成したときには，その喜びも 一

段と大きい。常に新しい技術に挑戦 L ，外に目を向ける努力こそ ， わ

れわれをいつまでも若< . DliI Jili に柔軟性を保ってくれる。

これはま ｅ 築工・ ｉ ｾ のみでなく Ｎわれわれの生活全般にい得ることで日 ｾｩ ￮ ［Ｇ

生活のいかなるささいなことで( " f!f[々 の観点より検討し，創立工夫

を凝らす狩↑ j't を身に つけておきたいものだ。

日頃 のそういう ｾ ｉ ｾ ｬｴｬＧｴ が窮地に立たされたときにも解決の糸口を見出し

てくれるであろうし， また点 の干(.1'. 1三技術it ' ，としての路を歩ませてくれ

ると 4荘{日している。

すいせんの こ とば 春 井武 男

ピJ レの欽1')"工 '1<; において ，柱 ・梁

{ 上口のJJUCii 在按に ，全自動溶接機

を全而的に妹用 L ，溶接の均一化

施工の能率化および省力化を計る

ことができ ，彼は新工法的1 - } 日発と

実施に績低的に努力している。



平 城 団 地 配 置 計 画

敷 地 面 積 112. 32 ha 

53f車 1. 510 戸

( 5 F 3 K ( 山 2) 抑

5 F  3 DK  (59 . 1m

2

)  620戸

容 積 率 168. 46 %  
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計 画 概 要

奈 良 国 際 文 化 観 光 都 市 建 設さl工 業 平 械 土 地 区 画 務 理 事 業 ( 日 本 住 宅 公 団 施 行 ) と し て 計 問 中 の 平 城 ニ ュ

ー タ ウ ン 内 に 立 地 し ， 敷 地 は な だ ら か な 北 下 り の ほ ぼ 平 湿 地 で あ り ， 敷 地 内 に は 区 画 務 理 事 業 で 設 定

された ， 略 貝 8 m.  4  m の都 市 計 画 緑 道 ( 歩 行 者 専 用 路 ) が1礼 遇 し ， 東 北 に 接 す る 都 市 計 画 道 路 を 跨

いで. 2  f : 主区近隣センター . 3 住 区 へ と jill なる 。

団 地 内 か ら ， 北 に木i - Iり11 ， 北 京 に 春 日 原 生 林 を パ ックに . 主主l :I 山 ， 大 仏 殿 を 望 み ， 南 は 旧 平城 京 の北

を 画 す る 佐 紀 古 墳 群 が 絞 き ， 将 来 と も ， 自 然 と 文 化 迂iilli に 包 ま れ た 司 開 s惨 な 住 宅 都 市 と し て 良 好 な 周

辺 環 境 に :IY ，まれている 。
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中 田 雅資

緑色そ ゆ44i j'. 1H  山口県に生まれる

1966年 3 月 広仏大学工学部ill

ｾＮ，ｻ科卒業

1968年 3 川 同大学院修 1:;"'.I! f¥l

修了

1968i l'  4  n  日本 ft'1三公団大阪

Ji.JiJ ト.ill 築部設計課勤務

作品底的山内I 1 I J也

ｾｴ 鈴 ｩｩｪｩｦ［ ｉＱｉ ｊ 也

泉北 J 問I也 専

著 作 「京町町家 J S D逃} } 共同調査 ー

.(0'11'  

すいせんのニと( ; f 木原正雄

人|日] 形成の坊として の団地の設計

は，数多く の芯: 図を集約して空間

構成を立体化して いく ことが) J ; 盤

となる。自然領域のなかに奈良と

いう甘い、旅史 のii lUL を銭しながら

近代住宅併を filJ 生しようとする設

計お の思々と '0 j J を汗filli し. この

.il"i ilij 7'J 'JJ l . ったとなり， そしてその明

日を期待する 。

青年技術者としての二とぱ: 集合住宅団地の計阿においては . J，[;' 住対

象が不特定であるこ とによ り. 一般に原則的なスタンダードが計阿全

体を支配しがちである 。

それは， JI'jilij ぷi にとっては， そこに展開される生活およびその地特有

の立地条nに今ひとつ肉迫できない術俸ゆきであり，生前イ片にと って

は. 特' 1' 1:のな い阿ー (I(J なと住所の坊の認識となる 。 今 liil の干減 2 - 1111

J也の計 問では . ①、、 占百li 奈良" という 特有の立地を考1直したい くつかの

試みをなしえたこと ( [ f j 地内万葉 fj{[ 物 的表示 ・集会所 に鬼Lしを l民不 〔当

地区か らw士したむ ののイミテーション H 主似デザイ ン〔勾配』針'N.

ベイバルコンＩＭｦ￬Ｚｊ ｩ デザイン〔 明りｼ都子 の 復活Ｎ内装 Ｑ 賢治恨 の ｾｕ ｬ｝ Ｉ

文化財布l i dB告良の，1; l¥': 辺市掲示 等 ) Ｎ ②区画桜ＮｦＧ Ｑ｜ ・ ｉｾ Ｚ ヱーでｲＮｉ＾市 ｾｉＧｾｬｲ￭ 決

定された紋 ￬ｬｩ 舶を ｬ Ｚｴ［ｦｾの歩行お専用路か句水 、 樹木 Ｎイ ｩ 等の ｉￏ 然必村

で修恋された以外生活の制! としての紋i立へ発展させた. ｾｲｲ の ｬＮＨ で Ｎ多

少とも定f ' i : : 立ぷを i t< みうる住宅地になることを JUI1.I している .
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1  はじめに

都 市 の 開 発 的 保 存 10

イタリアの諸都市が直面している保存問題には， きわめて明快な問題が

多い。たとえば， ロ ー " ， フイレンツェ，ヴェネツィア等々の大都市で

問題 となる保存は，過去存続してきた建築，彫刻，絵画などいわゆる歴

史的遺産を，いかにそのまま未来へと引き継いでゆくか， という類のも

のである。これは，世界的な価値を有している諸文化財を荒廃破壊か ら

守ると いう ， いわば正統的な保存問題に属するといえよう 。し たがって，

これ らの都市に もモータ リゼー ションとか生活様式の革新という ，他の

都市と同線な悩みも ないわけではないが，やはり偉大な文化財 はすべて

に優先され保存されるべきだという ， ある磁のコンセンサスは成立して

いるように思われる。

ところが前述の諸都市とは異なって，高名な文化財ももたず， さほどに

大きな都市でもないところでは ， いささか様相は異なる。この極の町で

は，過去の文化遺産と現代の生活様式と の附に生じてくる矛盾に対 し，

単純に過去の遺産を守るという，正統的な保存論理が成立 しにくいとこ

ろが多い。それは歴史的な価値をもつにもかかわらず，笑は町の存続自

体が危ぶまれているという危機意識から ，単に文化遺産の死守という論

理が成立しにくいためである 。 そしてこうい った 町のほうがイタリアに

は多いことも事実である 。

今回取り上げたウルビノ ・シティも優れた歴史的価値と環境的価値を有

するにもかかわらず，その存続自体が非観的な町であり，過疎地域の悩

みを奥底に秘め ている。 このため根本的にある畿の開発が不可避であり，

この開発なくしては保存そのものも成立し得ないという皮肉な状態の町

なのである 。 そして町の振興を呼ぴ起す，つまり開発計画が歴史的な空

間を維持する ， つま り保存計画の上位に位置づけられ，開発計画の枠内

で保存計画を検討するという図式がみてとれる 。

イタリアの中流以下の都市は大部分このような状態であり，文字通りの

開発的保存を必要としているのである。

2 .  ウルピノとは

行政単位であるウルピノ ・コムーネは， 中心的なウノレビノ ・ンティと 14

の地方行政区か らなり ，こ れら全体で56 ，316エーカー (約22，526ha) ，そ

の人口は 17，530人である。人口密度は0 .78人/ ha と低い。ヒストリック

センターのあるウノレビノ シティのみについてみると ，300エーカー ( 120

ha) に7，800人，人口密度65人/ h a である 。 コムーネの年間予算が 8 億リ

ラ ( 約 4 i怠3 千万円 ) 程度ということからしでも， 日本でいうところの

者fl 市のカテゴリーからはほど遠い感じもする 。

しかし H. C .  (Hi stor ic  Cent er ) をみると典型的なイタリア丘上都市であ

り，緩斜面の地形に笠かな人工空間を造り出し，少なくとも都市景観と

しては他のヨーロッパめ歴史的都市に 比周しうる都市造型をもっ。笑際

歴史的価値も高< ，町の起源を採ると， 諸説あるなかで B. C . 6 C 頃，

Umbr ians( ウムプ リア人) によって建設されたという説がもっとも有力

である 。こ れがB. C .  283年，ロー 7 人により占領され自治体の基礎がで

き，以後中世，}レネッサンス ，19  C  (ネ オクラ ッシック) ，ファシズムと

各時代でそれぞれ変容を繰り返して今日に至 っている。今 日みられる H

C. の骨格は主にルネッ サンス期と 19 C ネオクラッシック期の変容を大き

くとどめているとい われる 。

ロー 7 期のウルビノを評した Pr ocopio は， つぎのように書いている。

「… … 丘はけわしくはなく ，登れない事はない。ただシティへの登り

道が険しいからアプローチが困難なのである。ンティへの平坦なアプ

ローチは北側のみである o . . . . .• J  

これと現在 のH. C の素晴らしい遠眺とを対比すれば，町の地形上の基礎

はすでにロー " J 切に確定していたと恩われる 。また都市構成のプランを

みると十字形の道路串h (d必umanus とCar doにあたる 7) をもち，ローマン
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レイアウトの跡がみられることもその歴史性を物語っている。

これが中世になると隣接する丘陵へ市街地が拡張し ，こ れらを囲むシテ

ィの城壁が12 C に完成している。その後ルネ ッサンス期を通してこの城

壁は優れたデザインを4接待し ，視覚的にも整ったものになっていったの

であるが，一方，城壁内のアーバンスペースにも整合性が現われだし ，

連続的で統一性のある建物配置をもっ町並がつくられていった。いわゆ

るルネ ッサ ンス的都市空間の構成手法てーあり ， ひとつの道路と他との関

係，教会盆や公爵のパレスの最観，そこを歩〈人々の視覚の展開等々に

綴wな相互関係 を規定し ， ヒューマンな空間を作り出していたといわれ

る。

しかし 19 Cの中頃になって ， それまでの統一性は大きく変化することに

なる。 これには馬車の出現も大きく影響した。 以前のウルビノがもって

いた他地域との関係は南がロー" ，北がリミニの都市であり ， それもど

ちらかといえばウルピノの独自性のほうが強かった。それが 19C，アド

リア海岸の主要都市がリミニからペサロ ( リミニの南方) へ移るにつれ，

ウルビノの地盤沈下が訪ずれ，地域全体がペサロに従属する傾向が見え

はじめ， これにつれて道路網の骨格もペサロとの往来が主要なものに変

わっていった。も ちろん町の独自性も薄くなったことはいうまでもない。

この大情況の変化は城壁内の空間構成にも; 拶斡をもたらし，地域外の人

々との往来が盛んになるにつれ，新た な中心広場が生まれ，馬車は谷易

にこの城壁内の中心広場に近づくことができるようになった。つまり放

射環状型の道路システムが完成する過程て} レネ ッサンス的な統一的ア

ーバンスペースは ， うすめられ分解していったといえる。

イタリア統ー後 l立政府の政策が主にベサロの開発投資に附l けられ， ウル

ビノのポテンシャ J レはますますペサロへと吸収されていった。 この結果

ウJ レピノ lムいわゆる近代的都市に脱皮する機会を失い ， 19C的な町並

をそのまま今日に引き継いできたといえる 。

3  ウ ル ビ ノ の 都 市 問 題

現在コムーネ全体にとって人口の社会減が大きな問題であり，他方シテ

ィでは移民( 流入移民) が大きな問題となっている。最新の情報による

と，1959年に 20，800人でピークであったコムーネ人口は， 1961年に 19 ，200

人， 1965年 17，500人と漸次減少している。これは 1955年以来毎年およそ

1，300人 もの入荷がコムーネから流出しているためである。しかもこの流

出入口の大半は背壮年層であるため，コムーネの人口構成はいっそう不

健全かつ老化してきているといえる 。活力のある者は北イタリア，スイ

ス， ドイツへと出かけていき，いわゆるイタリア移民の典型をなし，い

ずれもコムーネでの炭業生産性の貧しさから脱皮し，賃金所得層への変

身を目的としたものばかりである 。

ところが新しい技術を身につけようと試みたり自分の運命を変えようと

する行動力に欠〈者， あるいは遠隔地 まで出かける勇気をもてない者は

仕方な くコムーネに残る。

笑はこれらの人々がウルピノ ・シティに集まってくる府の大半といえる。

コムーネ全体の人口は減少しているにもかかわ らず，他方シティの人口

は1951年以来漸次l f ' / 力11 している。そして現在， コムーネ全体の人口の約

45% はシティに住んでいるのである。この: ¥J : i 床でもシティの者fl 市問題は

かなり深刻といえよう。

集ま ってくる人司は ，そ の貧しさか ら， I口市街，つまり H. C. の貧民街に

住みつき地区の環境悪化を一層進行させるか，あるいは地価の安い郊外

地に安司s請の君主を建てて住みつき ，市街化のための費用や諸々の社会資

用の増大を招いている 。 彼らは， 1長村で良業に携わるよりは，失業の危

険を冒して， シティでの選択性の高い労働につき，その生活水準の向上

をはかりたいという 一致した願望をもって流入する。がしかし ，例 4 の

願望とは裏腹に，シティ全体の環境条件を引き下げてしまう結果となっ



ているのである。

都市計画上最大のテー 7 となったこの移民問題は ， しばしば，移民を以

前の居住地に返すという政治的な施策方針とも矛盾してくる 。 つまり移

民に対して便宜を与えるというさし迫った要求に市当局が対応してゆく

ことは，実は移民を定着させ，逆に環境の破壊へ導〈条件を次々に増し

ていることを意味し，同時にこの過程てe 多数の先例がつくられ、結果，

市当局としては種々の譲歩の拡大再生産をしていることにな占てしまう

のである 。 この図式が極限まで進行すると ， しばしば文化的価値を見落

したスキャンダラスな解決方針を求めがちになるのは明白であろう 。

4. 開 発 計 画

この小規模な都市ウルピノて・の都市計画活jff) j ( 立活発であり， 1959年以来

極々の調査，提案がなされている。 これらの調査から浮かびあがってき

た司王柄につぎの 3 点がある。

(a ) 良好な歴史的環境と自然的環境とを利用した旅行産業を仮興するこ

と。 同時に大学を利用して研究教育を中心とする文化都市 の イメージを

抑し進める 。

(b)  H. C. の保修を行ない，この地区の衛生上，景観上の欠点を修復する。

(c) 農業の再編成を計図的に進め，土地の有効利用と所有関係の校理を

はかる。

(a) に関しては，まず広域道路網の再編が従3突きれ，南はローマ，北はリミ

ニへと結 J J 開発紬が設定された。 これは前述したようにウルピ/ のルネ

ッサンス期までの地理関係でもあった。 そして今日イタリア全土に兄ら

れる. 北か南へと移動するバカンスの行動車h線にも 一致したものである。

この計画の裂には ， アドリア海岸沿いの都市ペサロとの附に続いた情性

的な関係を姶て，北イタリアと直接につながろうとする意図が見受けら

れる。北からの旅行者が，アドリア海に沿って南下してしまい ， ウルビ

/ をバイパスしないよう市へのア 7 セスを与えてやろうというものであ

る。また研究教育を重点に据えるというのは，コムーネには自由大学と

技術大学があり，全人口に対する学生の登録数がかなり多いところから

も地域の活気を彼らに期待しようとする発52. 自然なものといえる 。

(b) の保修は，現在旅行者のための施設はほとんどないため，歴史的な建

物，公共建築物などをそのまま宿泊，飲食などのサービス施設に利用し

拡充する計画を含んでいる 。 同時に荒廃した庶住地域では，椛i宜的に危

険な箇所の修復や，機能変化に対応する間仕切りの変更， Il 肝止の務理統合，

新しい換気通路の設定等々，その衛生上の問題解占決を主 11艮とした保修も

含まれる。

がしかし，とe の{ 呆修変更についても ， H. C. 内の景観のうち道路から眺め

られる部分については厳密な歴史主義で保修が行なわれ，地区の歴史的

な奴今観の変更は絶対に許されない。

この歴史的環境の維持のために，各建物に対する膨大な調査がなされて

いる 。歴史的，芸術的，環境的な側面の悩値はもちろんのこと，建物の

所有関係，使用タイプ，村長造状態，衛生過w状態主宰有についても詳細な

調査とこれにもとづく評価がなされ，データとしてそろっている 。 おも

しろいのはこの評価の結果を各地区で比較すると一一建築的価値と環境

的価値と歴史的価値を同次元に扱った場合であるが一一- 11的な水準は ，

H. C. の中心地区で高< ，開発 11寺期の比較的新しい地域が低< ，主要なラ

ンドマーク周辺と行政，商業のアクテ ィピティをもっ道路沿いの建物が

最高の水準をもっという 。

ここ数年来， シティの居住者が流入 ・流出する過位で¥シティが居住者

にとって統一的なイメージをもたなくな ってきているという報管がある。

つまり回園地方からの移民にとっては歴史街区の形態などきしたる意味

をもたないのである。とくに城壁外の新しい開発地域に住みついた人々

にとっては，さらに意味の薄いものになっている 。新しいウルビ/ 市民

にとって意味をもつものといえば，ただ祝党的に目立つ大きなランドマ

ークだけであり，これを補足する建物はほとんと' 身近に感じられていな

いと報告している 。

者11市全体にわたる空間価値の調査と評価lの結染みられた環境水準の質的

格差は，以上のような住民の都市像と無関係とはし、えないであろう 。

さて H. C. の開発計画をみると， H. C 全体を ペ デストリアン ・プレ y ンク

ト ( 歩行者専用空間1 ) に ， これに隣接する市場広場とラパジネ一地区に

マーキングなどの交通施設を設けることがJえ築されている 。 およそ 25ha

の広さをもっこの H. C. では，歴史的な公共建築物を現代的な刷途に供す

ることがいろいろ提案された。なかでも 19Cに造られた劇場の改良計画

は注目される。 H. C のゲートになりうるよう，この地区への主要アプロ

ーチとして機能するようエレベーター，ノ〈ーなどの現代的設備を設けて 。

いる。もちろん建物の外部の来観はいっさい変更せず，内部の改良計画

に徹している。

(c) に関する農業問題については，いまだ明解な提案がなされていない。

この問題はもともとイタリア国家全体のテー? であり ，簡単には展望を

期待できない性質のものであろう。それでも不足しているコミュニティ

サービスの拡充と旅行，文化産業の振興卒業に沿う諸施設の立地が，農

村地域の生活水準の向上と機能復権をもたらすであろうと期待されてい

る。

これらの調査計画のプロセスは ， イタリア特有の文化的，大衆的レベル

での論争を巻き起こし ， この論争に刺激された行政体，報道機関が国家

の介入を引き出し ， ついに 1968年 2 月「ウ J レピ/ のための特別立法J fl，ll 

定へと進んだ。 こり内容は， シティウルビ/ の芸術的，歴史的特徴の保

存と，衛生上の復旧および旅行者の便益のための事業および対策であっ

た。 このための予算措世が講じられ，35{)むリラ (約19億円) が1968年か

ら1972年の 4 ヵ年にわたって与えられることになった。

現在までに行なわれている事業にはつぎの 3 つがある 。

(a) 都市基盤施設一一下水. i封E作品&l ¥t : - ーの強制I i と歴史的な公共建築

物の保修であり，主に国が事業主体となる 。

(b) 観光ギ業の| 井l発を軸とする諸々の |井l発 ・整備卒業であり ，主にシテ

ィが主体となる 。

(c ) シティの中の荒廃した家々の復旧のため側々の市民に事iliD1J をする。

以上のうち， シティがイニシアチプをもって進めている (b) の卒業には ，

H. C のための駐車場建設と H. C へのスムース' なアクセスを笑現する歩行

者路の盤備，子供たちのための設備をもっ運動坊の建設，そして H. C 内

敢イ誌の環境水準をもっ地区の保{I まなどがある 。

これらの事業計画は， ごく最一近の情報によると (1972年 9 月上 完全に終

了してはいないようだ。 昨年 7 月以来の経済的勢の悪化と政治危機もあ

り，その資金繰りもあまり楽ではないとのことである。

5  開 発 規 制 計 画

マスタープランでは建設規制計画も盛り込まれてお り， 規11，11段階に応じ

て種々のゾーンが設定されている。 H. C. とこれに隣接する地域は保存地

域に ， その周辺を l災業専用地域に設定し，建設を厳しくコントロールす

るとともに ， その風去と建築学上の特色を守ろうとしている。

すでに不規則なパターンのハウジングが進んでいる H. C の北西地区は，

新しい開発の軸と切り高ff.し ，広域幹線道路を過さず，その開発 1 Ｇ ￭ｾ 食の

流れを止める措置が講じられている。この条例ニて' 政府援助の共同住宅地

計闘が織り込まれ，民間経済ベースでの建造物の乱立を |幼ぎ， H. C. の歴

史的景観とあまりにちぐはぐにならぬよう意図されている。

以上述べた地域以外の地域 ， いわゆる悶悶地域では ， 青 ｦ ｕ［Ｇｾ の ｩ 並行につれ

てその居{ 王区もなくなるものと考えられていた。 したがってマスタープ

ランでは，道路網の再編と{ j f 行して最・低限の地域サービス施設の計画が

なされたのみで，なんらかの規11，11 を必要としている地域でもないと考えら

れていた。しかし 1969年の l時点ではこの凹図地区は，苦手妙にも ， ある径

の発展をとげてきている 。 これは他の国や地域( とくに北イタリア) に働

きに出ていた人々が彼らの稼いだ貯金を使って，自分たちの故郷に家を

ウルピノ鳥カ、ん図



主主てるべく帰郷したためである。そしてシティの行政体は ，人口の減少

を嫌ってか， これらハイマート移住者を奨励さえしたのである。

さて ， この- i l ! f の規制l と開発計画の過程で浮き彫りにされてきた問題が

ある。ひとつは自分たちひとりひとりにとって住みやすい環境を創造し

ようという人々の意志と行動力を犠牲にしてまでその歴史的な価値は守

られるべきであろうか。もうひとつは. 町の建物や回園を扱いそして将

来への蘇生がかかっている広大な資源をほろぽしてまでこれらの人々に

市当局は助力すべきか， という ， いわば保存と開発の二穫の内部矛盾で

あった。

冒頭に述べたように，ローマ，フイレンツムヴェネツィアなどに比較

し， その保存論理が明解にたち現われない点がここにあり，それだけ時

間をかけた開発，規制計画とその事業プロセスが要求されているといえ

よう。

6.  イ タ リ ア 人 の 保 存意 識

イタリアには ，保存問題専門に活動している建築家の集団「イタリア ・

/ ストラ( 我々のイタリア) j というのがあるのは有名である 。 かなり権

威もあるようで¥彼らはイタリア全土にわた って歴史的建築物一般に |刻

する調査と保存計画に携わっている。その1¥1r.n生結採をもとに，政府に対

し，保存政策の勧告をしたり ，各地方公共団体の笑際の保存実務を助け

たりしている。一般国民にもその存在はかなり知られており ， その活動

も社会的にはかなり評価されているようすである。また地方公共団体に

は，役人として建築家( 建築士ではない) が必ず存在し ， そこでも，歴

史的な都市景観の統一性の維持に目を光らせているといわれる 。 これら

の活動は ，単なる文化財の保存という点的な観点からよりは ，都市計画

サイドの都市景観上の観点からの保存，いわば歴史的環境の保存という

勾いが強い。したがって ， その対象も有名な文化財だけに限らず，市民

が日常生活に利用している各種の建物もその対象であり ， 市民の日Ｇ［［ｾ生

活と深〈関わり合っているといえる。それだけに市民の側の歴史的環境

に対する意識もかなり高いようで， H. C. に対する埋解はまことに深い。

以下， イタリアの一女性からのヒアリングをもとに，イタリア人の保存

意識の務理を試みた。彼女は北イタリアのベルガモ ( 人口 80万 ) に生ま

れ，近年結婚され，京都に居を構えられるようになり ，結婚前は，イタ

リアでカトリック系の外国語学校の英語の先生をしておられた。いわば

イタリアの文化人といえる。

夫人の言によれば， このベルガモでも，少なくとも過去50年間は市の行

政体に建築家がおり，市の中世的景観の維持という歴史的環境の保存に

携わっているという。そして都市の内部では， fjYii 主的に危険にな った建

物の保修や，者I1市機能上の要求からくる再開発の必要性などは避けられ

ない現実である。そして既存の生活空間! の開発とかリハビリテーンョン

とか称して建築物の改変もわりとみられるという。

しかし注目を引くのは ，こ の建て替えの場合，外部のファサードはほと

んどが以前と寸ー分の逃いもなく復元されるということである。とくに都

市長; 観上目立っている熔の場合，こうであるらしい。壁の穴のあけ方，

デザイン，まったく元の線式そのままに建築されるという。この場合お

もしろいのは，道路から見えない建物の内部だけ近代化され，新しい設

備が持ち込まれてその生活様式の変化に対応することである。また伽1人

のアパー トであ っても ，窓やバルコニ ー，玄関入口など外部に而する部

分はかつてに変更ができず， 一定の様式に統ーされている。商庖では ，

居内の造作変更は許されても ，道路に面する窓や入口の形状は変更でき

ず，自己主狼もあまりできない。ファサードの壁の色も 統一している。

こういった状況であるからかりに周囲と趣を巽にするファサードの建物

ができ ，附近と の述絞感が破られるような結果になると ，す ぐに人勾の

話題にのぼる。話し好きの国民のことであるから ， とことんこれを批評

する。新聞も 3 きたて ，盛 んに世論は沸きかえるそうである。歴史的環

境司に対する執着は，行政当局のみならず市民の側にもあるのだ。しかし

これも歴史的な京鋭をもっ街路でのことであり，逆に道路から見えない

ところ，この歴史的景観の一体性とはあまり関係のない，裏庭とか道か

ら奥まった敷地には新しい建物も多〈建てられ，全く 51IJ の様式の建物も

許されるそうだ。 これなども完全な視覚中心主義で，極端にいえば景観

的統一性をもっ道路からはずれた敷地では何をやっても良いという論理

さえ成り立つという 。

またイタリアでは，建物のスケールに対する認識もかなり明確であるそ

うだ。アメリカ的豆大主義も ， 日本的ミニチュア主義も， ともに嫌われ

る。つ まり建物一例のボリュームにはある程度標準的なものが好まれ，

都市の建築群のなかで大きすぎず小さすぎずが良いのだそうだ。一般に

既成の歴史的に作られた建物のボリュームに対応するのが良いそうであ

る。このため町並の調子を僅端に破るような巨大建築，極小建築，いず

れも評判が惑いという 。 ある程度の建物ポリュームが成立している背後

には， イタリアのコンドミニオ一一一C o md o mi n i o -ーすなわち土地や建物

に対する共同所有権の意識が進んでいるからである。この意識の流布は

者IIT行的スケールをもっ共有住宅を笑現し，いたずらに微小な建設単位の

現出を防いでいるともいえる 。

イタリア人の都市空間に対する態度は徹底した外見( そとみ) 主義だとい

える。そして外面= ファサードの変革に対しては全くの保守主義である。

クラッシックな様式を執ように守り ，歴史的景観の y ークエンスには多

大の理解を示し，このなかへは現代建築をなかなか許答しない。 ところ

が建物内部の問題となれば全〈反対である。古い様式の外見( そとみ) を

維持しつつも，その用途を時代により様々に変える術をもっている。た

とえば，教会を劇場にしたり，古〈立派なパレスをレストランに使った

り，記念建築物や大建築をオフィスに 利用したりする 。 ミラノ工科大学

の建物は以前病院であったそうだ。つまり ，保存と開発というジレン?

を彼らは建物の内部改装で解決しているわけである。

このように ，外は歴史的景観を保ち ，内は近代的な設備をもっという巧

みな使い分けを可能にしているのはほかならぬ壁である。この厚い壁は

街路の空間と各建物の内部とを倣絡に分離し，道に沿って歴史的景観の

シークエンスを作っている外部笠間! の壁の役割と ，各家庭における内部

空間を保証するシェルターとしての役告IJ と，二震の意味をもっところか

らくる。これは，伝統的な日本建築では到底考えられないことである。

彼らの都市調査の方法論をみると，ヴイジュアル ・アナリシス( 視覚性

の分析) が事えように試み られていふ。どの地点からは何が見えるか， こ

れを知ってからでないとうかつに建設はできない。 どこで景観を破壊す

るか予期できぬからである 。 この態度は，人工的な ，過去に完成された

者I1市景観に対する尊重と憧| 設であろうか。

どちらにしろ彼らは， 自分のアパートのインテリアには笠かな個性を開

花させ，現代的な笠間を創りあげるが，公共の場である都市のインテリ

アについてはかなり古典派であり様式を重んずる傾向にあるといえそう

だ。イタリアの現代建築の秀作は，町はずれや H. Cーから見えないところ

に建設されるケースが多いそうだ。 これも歴史的環境を尊重する市民意

識と解釈できないこともないが，その真偽のほどはわからない。だが例

をあげれば司 フィレンツェ郊外の高速道路の近くに建つ教会は ， このシ

ンボリックな証左であろう。 ミケルッチによるこの作品は，イタリア現

代建築のはしりであるが，到底，中i ! t やルネ ッサンスなどの時代に完成

した統一的な町並とうまく調和しないと断ずるのも当然かもしれない。

7 .  おわりに

ウルビノの場合もそうであるが， イタリアの各都市の H. C . は，すて寸こ完

成してしまった人工的な建築空間である。記念建築物もアパートも教会

も，す べてが一体となり . リジ y ドで独特の景観を見せている 。保存と

なれば当然まるごとの保存となり，博物館都市の展望しかない。 ところ

が彼らは内部空間と外音 ＱＱｾ Ｑ Ｑｊｉ を徹底して分 離 し ，こ の保存と 開発 の矛盾

をうまく乗り越えている。ツーリズムを 利用し，そ の環境的価値を利用

し， しかし決して物を新しく創造せずに。ここでは奇妙にも歴史的な環

境を整備すればするだけ，それだけ| 井l発の程度がt . ; くなる。この意味で

は11日発を illi めればそれだけ保存郁業も illi んだことになる 。 このなかには

歴史性そのものを開発の対象にできるという保存と開発の錯綜した関係

が見事にあらわれているようだ。また開発なくして保存も成立しないと

いう命題も ，ここに 至ってその; n : の意味をあらわにしているようである。

湖沼己 この紅白 2 節から 5 1ii i までは. Gi ancarl o De  Car l oRによる r Ur bino.J的要約て・ある

ことをことわっておく なお Ｎ ニ的事的制 ｉｾｴ にあた勺て ｦ［ＡＮｲ ｩｴＮＮ ＺｾＩＮｩ［ｬ ｴ の協力を 得た 。
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建築構造に用いるための溶接金網について 竹 本 俊 雄

1. 建 築 構 造 用 溶 接 金網 の 概 要

溶接金網を鉄筋コンクリ ー ト床，壁などの補強筋lζ 使用する乙とは，

ヨーロッ パ，アメリカでは数十年も前から広く行われており ，使用規準

なども早くから設けられている。

わが国では昭和46年に， 鉄筋 コンクリ ート 構造計算規準が改定され

て，はじめて建築構造用として溶接金網を使用してよい乙ととなった。

乙乙 でいう溶接金網 (Wel ded Wi r e Fabri c) とは， 熱閉圧延によ

り得た軟銅線材を冷間( 常温) で伸線して 4- 9 m mφの鉄線とし，乙

の欽線を縦横それぞ

クリ 一ト補強用の金網を指している。

ζ の乙とは， 従来コンクリ ート に用いられた鉄筋およびその用法と

は，基本的につ ぎのような迷いがあるといえる 。

1)  従来の鉄筋が熱間圧延鏑であるのに対し ，すべてが冷間加工鉄線で

ある。

2)  鉄筋交点を現場で部分的に仮り結束したのに対し，全交点が所定強

度で溶接されて，シート状製品として使用される。

3)  鉄筋の組立はすべて手作業であったが，溶接金網は機械カにより一

定の精度で全自動的に組立て量産される。

写真 1 港嬢金縞製造機被

2. 溶接金網の特性

1) 冷間加工鉄線 (溶接金網の素線) の引張強度

軟銅線材を冷聞で夕、イスを通して引き抜く加工，いわゆる伸線と称す

る塑性加工を行うと ，降伏点が上昇し，破断強度の増加した ，破断時の

伸びの少ない冷間加工鉄線が得られる 。

落接金網の葉線lζ は，ζ の冷間加工鉄線が用いられている。冷間加工

の大きな特徴は，加工の方法によって，降伏点，破断強度などが変化する

ζ とである。市場製品では伸線メーカ ーの加工仕様の違いにより 4.5∞

kg/cni - 8.α)()kg/cni と強度lζ 幅があるので注意せねばならない。 J1S で

は5.α)()kg/cni 以上である が，溶接金網メ ーカーでは 7.α)()kg/cni - 8.α)()

kg/cni を製品としていると乙ろ もある 。

普通鉄筋 (S R24) の破断強度，約 4.5∞kg/cni ! C 比べれば大変強度の

高い材料といえる。

2)  縦横線の各交点が溶接されたことによる構造効果

コンクリートのなかにある 溶接金網の一方の素線が引張力を受ける

と， 乙の引張力は葉線表面のコンクリ ー トの付着力と ，直交する素線

( 横線) の抵抗による織械的定着効果K より ，コンクリ ー トに応力が伝

達される。一般には横線間隔が 5 cm- 20cmと狭くなっているので，ほと

んど横線の機械的定着効果で定着され，強固な定着力を発揮する。

J IS では乙の機械的定着効果を得る交点の溶接強度として，溶接点せ

ん断強さ 25kg/mnf ( 引張を受ける素線の断面積に対して) 以上を要求

している 。

3)  溶接金網の製造

冷間加工により伸線されロ ーJ レ状に巻かれた コイルを直線機にかけて

直線化して来線とする。縦線は乙の索線を直接金網製造機( 多点式連続

自動抵抗溶接機) の背後から挿入する。横線はあらかじめ紫線を一定長

さに切断したものを用い ，縦線lζ 直交する よう 落 し込み横線上の各交点

を同時にスポッ ト溶接する。溶接が終る と横線 l ピッチ分が前方に押し

出されつぎの横線が落ちて，順次横線が溶接され，エンドレスの金網が

製造される。市場へは指定長さに切断してシ ー トとしたもの と，ロー J レ

状lζ 巻き取ったローノレ物と が供給される。

網目間隔，線径などは ， J IS で決められているが，網目4 - 7 cm以上

ならば割合い自由な組合せで溶接金網を製造すると とができる。しか し

太い線と細い線の組合せで線径差が約 3 mm以上となると溶接点せん断

強度に影響するので，よく調査して製造を依頼する必要がある。

金網製造揺は縦線 2本の狭いものから ，3 m- 4 mの広幅まで自由に

選択できる。

3. 溶接金網の特性の利用

溶接金網は高強度線材を正確に堅固に ，かっ強固な定着効果を有する

ように組立てられている ζ とから ，コ ンクリ ート のもつ弱点を理恕的な

状態に補う特性を発揮する。鉄筋コンクリ ート 構造計算規準ではつぎの

ように扱っている。

1  )  鉄筋の許容応力度として，長期 2.oookg/cni ，短期せん断補強 3. 000

kg/cnl を採用する。

2)  許容付着応力度は横線の機械的定着効果から，網全体として付着性

能が高いので，横線 2本( 15cm以上) の定着により索線の引張強さ (5.000

kg/cni 以上) を定着できる。付着の検定はとくに必要でないと示されて

いる。

乙の付着に関しては ，普通丸鋼 ( S R 材〉のフック付き定着長さ 40d

- 50d と比べても知られるように ，定着長さとしては非常に短い。また

丸鋼と異なり溶接金網の各部分すべてが，機械的定者効果を有するもの

であるから ，コ ンク リート はすべての横線，縦線および交点で，その部

分部分において確実に拘束され，コ ンク リー卜の収縮ひび割れ，曲げひ

び苦手j れなどのひび割れ幅の制御に大きな効果を示すものであると言い得

る。乙の乙とから具体的に ，つぎのような使用方法ができる。

4. 溶接金網の用途

1) 床スラブ，屋根スラブ

スラブの構造計算は短辺方向 ，長辺方向の成分によって通常計算され

ているが，スラブlζ 対する荷重は ，計算時の仮定荷重およびそのとき の

条件とは必ずしも一致しない。鉄筋 コンクリ ート 構造計算規準蓄には計

算外規定としその処置を示しているが，乙のような不等荷重，振動，屋

根の熱応力，さらに火災時の熱応力 IC対する予防処置は，従来の丸鋼の

パラ配筋では，配筋精度，結束固定度，乱れなと、の点から ，実際できあ

がった構造の性能は ，不明瞭なもの ，不安定なものが多い。

とのような乙とを配慮した丸鋼によるパラ配筋を行うとすれば，配筋

工事費，工期，鉄筋工労務技能など，種々の難事に遭遇する。溶接金網は乙

のような問題を含めて，用いるときに大いに成果が得られるものである。

2)  壁，薄いコンクリート版の施工

市場にある コンクリ ー ト2 次製品 ( U 型溝，コ ンクリ ート 管，平板な

ど) の鉄筋はほとんど溶接金網が用いられている。そして相当に薄い製
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品でも高い強度を有 している。

乙れに比べて，建築の間仕切壁，手摺などは，施工性から不必要に厚

くな っているものが多い。また構造壁でも，必要鉄筋畳の消化 とコ ンク

リートの打設性か ら相当な厚さの壁となり ，その厚さがもたらす自らの

重さをまた支えるため ，さらに鉄筋量を多くして施工性を悪くしている

悪性の壁などがある 。

乙のようなときは，細い径の自の乙まかい溶接金網を用いてみる乙と

である。主筋( 縦筋) 6 m m中，配力筋( 横筋) 4 mmφの捺接金網を用

いれば，版厚 Ｖ ｾ Ｘ｣ｭ の施工も可能である 。

3)  耐火被覆

コンクリ ート を用いた鉄骨の耐火被覆の補強筋として溶接金網がよく

用いられている 。一 般には縦横とも線径 ＳＮＲｭｭφ ｾＴｭｭφ 程度であ

るから施工性がよい。

4)  コンクリー卜舗装，土間コンクリート

溶接金網の発達は道路などのコンクリ ー ト舗装lζ 負うと乙ろが大き

い。建築の場合，土間コンクリ ー ト，屋外舗装は建物主体構造と別とし

て扱われるためか，割合いおろそかにされがちである。しかし重荷重の

大きくなった今日 ，地盤不良の多い現状では，舗装を慎重に行わねば使

用開始後，施主側で大きな打撃を受けるケースも多い。溶接金網を用い

た道路舗装は大いに参考としうるものである 。

5. 溶接金網の施工方法と問題点

1)  現場での仮り置き

写真 2

線 径 6 m mの溶後金網を工

場で二重配筋とした立体溶

接金網を用いた床のコンク

リー卜打段

現場K 搬入された溶接金網は，必す、水平な場所あるいは密に台木を配

した上K . 線径，シート寸法ごとに ，方向， 表哀を決めて整理する 。シ

ート が轡曲したり，端部の耳を曲げたり ，また ，方向， 表哀を乱すと ，

大きな寸法のものを使うだけに，配筋作業に無駄が多くなる。歪の出た

ものは仮り置き場で修正する 。

2) 床 配 筋

溶接金網を用いる場合は，配置計画( 割付) を十分に行い，継手，定

着方法を統一するととが大切である 。書評j付と継手部分の表裏の組合せが

悪い場合. 1個の継手にシ ート が4 枚重なる乙ととなり ，最悪の場合，

線が 8 段積となる。いかに細い線であって も，乙れでは構迄体としては

使えない。またシ ート 寸法不足は継手，定着の決め方があいまいな場合

K 起る。シ ー ト寸法の不足は大変やっかいな乙ととなる。

金網の種類は極力少なく使った方が少々鉄畳が増しでも作業性から言

ってかえって経済的である。梁上部とか，特大スラプなどで，部分的に

鉄筋震が不足する場合は，さ らにその部分にシ ート を重ねた方が処理が

はやいし，構造的にも良くなる。

金網の高さの保持は，うま ，スペーサーなどによるが，シートのずれに

より全部がはずれるので，シート の横移動を防止するよう ，梁，シー ト相

互間を部分的に結束する。上端筋は，コ ンクリ ート打設直前に所定高さに

もち上げた方が踏み荒しが少ない。溶接金網は全交点が溶接されている

のと ，高強度材のため重量が少なくなるから，乙の作業は簡単である。

大きなスラプ，鉄筋E が多くなるスラブにあっては，上端筋 となる金

網の下面K 適当な間隔で S D- 30の太筋を配して，鉄筋量をカバーする
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図 1 スラプ二重配筋と支持方法例

Ｕ 山 有 Ｍｾ ｾｈＧＵ ］ ｊＺ｟ＧＨ上

( A、

( 8 )  

(C )  

5師正

図 2 重ね継手

図 3

スラフ配筋と継手

工-- T--- ----l 工

- L__<_A: __J _一一

とともに，シ ー トの支持体として用いる方法 も有効である。

乙の異形鉄筋と うまの組合せたものとして，帯状の溶接金網を， 八裂

M 型に折り曲げた役物も使用できる。( 図1 )

金網の継手部分の重ね方につぎの 3 つの方法がある。どの方法を，ど

の場所にするか，シート の割付時に検討し，スラブ応力中心距離 j K 支

障ないものとする。構造計算に当っては，乙の継手の j の変化をチェッ

クする乙とが必要である 。 (図 2)  

配筋と継手の組合せは数多くあるが，代表的なものを示すとっき、のよ

うになる。仏) の方法は最大応力部分をシ ート 2 枚にて処理 しあわせで継

手と したものである 。一番ずぼらな方法であるが効果がある。定着端に

ついては今後の研究開発が必要である。( 図 3)  

3) 壁 配 筋

壁配筋のやっかいさは各部分lζ 柱，梁，ｾ童 ， 床が存在して多くの場所

で定着処理を必要とするととである。また配筋が縦となるため コンク リ

ート打設の流動圧にいかに耐えるようにするかの問題が起る乙 とであ

る。乙の 2 点の対策について溶接金網を用法的に大別すると ，

a) 溶接金網の中間部分を補強し，端部を定着加工した特注のシートを

用いる。

b) 中間支持用溶接金網，定着部用溶接金網，いわゆる役物を用いて，

溶接金網をパネル式IC恢込む。

以上 2 つの方法があげられる。前者は，小品種多置を要する集合住宅，
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大規模建築向きであって一般的でない 。後者は数種 の役物を適当に組合

せて，比較的幅広く種々の状況に適応させるアセンブリ方式である 。

溶接金網の中聞を役物で支持する場合は ，溶接金網が コンクリートの

流動圧により押されても自 らも との位置に もどろうとするパネ 御l性を利

す の カ 賢 明 な 方 法 で あ 支… ｢ ｊＺＷＮ＾ ｩｊ ｾｾｾ Ｖ mmφ 以上

らば相当強い弾力性を発揮する。( 図 4)

定着部の処理は ，どのよ うな構造でもまと とに もってやっかいなもの

であるが，溶接金網も なかなかすんなり と納まらない。 ( 図 5)

有効適切な定着方法について諸兄の叡智 lとお鎚 りする 。

4)  溶接金網の現場二次加工

溶接金網は手作業で折り曲げる乙とは困難であるので機械力によらね

ばならないが，現在の鉄筋加工機械程度のものの設備で曲げができるの

で，いずれは乙の種機械が出廻るものと思われる。

現場での継手の処理として現時点では重ね継手を対象としているが，

溶接により処理する方法があ り，外国では一部用いられているようであ

る。乙れは携帯用 l 点スポット 溶接機を用いて現場で継手部分の来線を

l 点または 2 点でスポット 溶接し ，母材強度を伝達させる方法である。

Ｑ 点のスポット時聞は ＲｾＳ 秒であるので ， 溶接点が多くとも時間的に

ははやく，また確実に継手が構成できる。ただ残念なととは，機械が相当

に重いので機械を支持する手聞がいる乙とである。軽い l 点スポッ ト溶

接機が開発されれば，鉄筋工事の形態が大幅に変るであろうと恩われる。

切断はクリッパーでt簡単に行えるので，柱 ，梁取合，関口処理は問題

とならない 。ただし簡単に切れるため設備配管工などが勝手に切る乙と

があるので注意と教育が必要である。

6. 建 築構 造 用 と な る 溶 接金 網 と 施 工 法 へ の 期 待

建築構造材の多くが工場製品化されるなかにあっ て，ただ一つ鉄筋工

事部分が未開地帯となっており ，建築生産の合理化，性能の安定化に障

害 となっている。

乙の ときに当って溶接金網が逐次建築構造に導入されている乙とは，

鉄筋の工場加工組立，規格性能品の入手という面 も含め誠lζ 当を得たも

のである。 しかしいまだに壁式プレファブ版用溶接金網すら 一部でしか

生産 されていない状況である 。鉄鋼，線材関係者などのー屈の努力をお

願いしたい 。他方，工事費さえ安ければ少々鉄筋が乱れていようとも現

状で結構聞に合っているという面 も改めて，性能，生産性を合わせた鉄

筋製品と施工法の開発が望ま れ る。

なお写真 2 の立体溶接金網は，溶接金網の もつ長所を取り入れ欠点，

施工法を含め改良 した研究開発中の ものである 。本資料はとの未完の研

究資料の一部であるので，不備な点はおわびいたします。

図- 6 溶接金網の床 スラプ幅 l mlC対する 鉄筋畳 (cni ) と引 張強度 ( kg) および S R24- 9φ との比較表

溶 接 金 網 の 網 目 間 隔 (叩〕 (  ) 内は幅 1 m当りの本数
溶接当金り網の棄断度線面積1  

線 径 区 分

本および強 |  
7.5  ( 13. 3)  I  10. 0 ( 10.0)  I  12.5  (8.0)  I  15. 0  ( 6 “ )  I  17. 5 ( 5 刀) I  20.0  ( 5.0)  

断 面 積 ( cn1)  0. 28 3.73 2.80 2. 24 

期 ( k. ) 血出口 7，4∞ 5，6∞ 4，5∞ 

6 m m  強

断 ( k. ) 1. 900 24，0∞ 19，α m 17，0∞ 

5  R24・qφ換算 ( m m)  @  140 @  180 @  230 

断 面 積 ( cn1)  0. 38 5.07 3.80 3. 04 

期 ( k. ) 7ω 10，1∞ 7，6∞ 6，100 

7 m m  強

断 (k. ) 2，6∞ 35，飢泊 26，0∞ 21 ，∞o  

5  R24-? 争換算 ( m m)  @  100 @  130 @  170 

断 面 積 (cn1) 0. 50 6.67 5.∞ 4 ∞ 

期 (k. ) 1. は拘 13，ぽ均 10，α m 8，α m 

8 m m  強

断 ( k. ) 2，500 33，α刃 25，飢苅 20，α耳目

5  R24-9φ換算 ( m m)  @  80 @  100 @  130 

断 面 積 ( cn1)  0.64 8. 54 6.40 5. 12 

期 ( k. ) 1. 280 17，α)() 13，α m 10，α m 

9 m m  強

断 〈同) 3，2∞ 42，α)() 32，α m 25，0∞ 

5  R24-901>換算 ( m m)  @  60 @  80 @ 1∞ 

註1. S  R24 ( 普通丸鋼) -901>で配筋股針されている樋合で溶接金網Iζ 変更するときは本農@.. . ...IC相当する溶銭金網とする乙とができる 。

註2_ 破断強度のうち801>， 9φ は50k. ，m m
2とした。伸線について規定すれば70k. rm m

2
- 8 0k. /m m

2とする E とができる。

註3 溶鍍金網葉線の降伏点強度は，破断強度 x O. 8程度である。

1. 80 1. 60 1. 40 

3，6∞ 3，2∞ 2，8∞ 

13，∞o  11. 0∞ 9，∞。

@  280 @  320 @  36。

2. 54 2. 17 1. 90 

5，100 4，300 3，800 

18，α m 15，α)() 13，氏拘

@  2∞ @  240 @  270 

3.34 2.86 2.50 

ι 7∞ 5，7∞ 5，α m 

17，α m 14，α)() 12，は拘

@  150 @  180 @  2∞ 

4. 26 3.66 3. 20 

8，500 7，3∞ 6，4∞ 

21，α m 18，α m 16，α苅

@  120 @  140 @  160 
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財団法人 日本建築総合試験所

一一 第二次拡充施設竣工式一一

当試験所では ，かねてより時代の要請に応え建築技術の向上発展に寄

与する目的をもって， 第二次施設整備計画を樹て ，1. ∞Ot 大型構造物

圧縮曲げ試験機および音響 ・熱試験施設を建設中でありましたが，昭和

47年 8 月31日完成し ，との竣工式を 9 月20日午後 2 時より当試験所にお

いて挙行しました。

当日は天候にも恵まれ，関係者多数のど出席をいただき ，かつ通商産

業大臣，建設大臣，大阪府知事，大阪市長および建築関係、六団体代表の

方々よりど鄭重なと祝辞を頂戴する光栄に浴しました。また ，きわめて

高い精度を必要とする本施設の設計監理並びに施工および製作のため多

大のど協力をいただいた株式会社日建設計，株式会社大林組，株式会社

東京衡機製造所の各代表者I C . 対し感謝状を贈呈し，最後に l， OOOt 大型

構造物圧縮曲げ試験機による模擬実験( プレストレストコンクリ ート パ

イルの曲げ実験) を行ない ，新鋭装置の一端を披露して，竣工式は盛況

裡 lζ 終了しました。乙れも偏えに関係各位の深きと理解とど協力の賜物

と深く感謝申し上げるとともに ，今後もますます施設の面においても ，

峻工式会場 ( ご怠会250余名)

「ニュース|  

音 響 材 料 試験 開 始さ る /

人 的 な 面 に お い て

も，より一層充実を

図り，関係大学諸先

生方のど協力をも得

て，大方のど期待 IC

添うよう努力したい

と考えております。

今後ともど支援ど鞭

達のほどお願い申し

上げます。

関西初の公的試験機関でもあり，その完成をまたれていた当試験所の

音響 ・熱試験施設が去る 9 月に竣工した 。音 ・熱両部門のうち音響部門

はすでに 10月より一連の業務を開始，界壁の透過損失( 遮音) ，残響室

法吸音率測定など一般のど依頼に応えています。試験案内パンフレット

の用意もありますので，ど入用の方は送料を添え，本試験所事務室宛，

送附方お申しつけ下さい。

本位険所・@お5 吹田市藤白台 5 丁目 125 電信/ 千里局 ( ω 8) n- ω9 1代表

大淀分室@幻1 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目35 電話/ 大阪 ( 06) 351 - n 1 7  

|  試験装置紹介 ・その 3 I  

載荷床お よびストロングフ レー ム

概 要

大きさ 8 mX  16mの載荷床は 3張間連続鉄筋コンクリ ートスラブ (厚

さ 1m) であり ，梁 ・床版など大型構造部材や架構の実大試験，模型試

験 IC用いられます。載荷床には様方向 1 m間隔，縦方向 1mとO. 25mの

交互間隔で床下K 貫通する総数 192 コの治具取付孔が設けられ，供試体

の大きさに応じて試験治具を貫通孔に固定します。許容曲げモーメ ント

はパオ、 J レ中央部で各方向とも幅 1 mIC. っき :t 22. 3  t mであります。 n武荷

床を支持する縦方向の厚さ 60cmの壁はス ラブおよび基礎と一体となって

梁成約 3. 5m の非対称 I 型断面をなし，さ らにス トロングフレ ーム横の

縦壁と連続して剛な L 型フレ ームを形式，構造物繊荷の反カ受けとなっ

ています。

一方，載荷床 と逮続 しているストロングフレームは鉄骨鉄筋 コンクリ

ート 製で ， i ふと乙ろ」の内法寸法は高さ 4 m，長さ 6 mでt あります。

加カジャッキやロ ードセノレは任; 立のと ζ ろに取付けられ，能力は柱と梁

に対 してそれぞれ 40tm，50t mでありますが，乙のフレームの上部後

方に ある重量物置場の床l C . i駿荷すれば，上部梁の能力はさらに増大しま

す。本ス トロ ングフレ ームによって可能な試験は ，ラーメン，耐震壁，

組穏造壁の垂直 ・ 水平ｾ荷試験や ， スラブの曲げ試験および白地到断試

験などです。また ，本ストロングフレ ームと載荷床を組合わせて使用す

れば，より大きな立体的な架構の試験をお乙なう乙とができます。

ストロ ングフレームによる鉄骨構造の鼠験例 (写真手前が量産荷床にあたる〉

昭 和47年 上 半 期 ( 4月 - 9 月〉 の 権 造 物 部 門 主 要 試験

ロ柱・ 梁接合の各種耐力試験宝工業 (株)

特殊な軽量形鋼を用いた柱 ・梁の接合部 (特殊高カボルト簸合) につき，つぎの各種耐力政

肢をおこなった。( 1  )明断賦験. ( 2 ) 引強位殿. ( 3 )地震時の水平力を想定した幽げ明断加カ

鼠験. ( .. )積鍛荷量を想定した曲げ明断加カ院駿

口鉄筋コンクリートプレハブ住宅の各種部材耐力試験国土建設 (株)

鉄筋コンウリート製プレハブ部材につき，各種耐力民験をおこなった。すなわち. ( 1 )梁の

曲げ鼠験. ( 2 )探と壁の接合部のこじれ院酸. ( 3 )盤と布基砲の嬢合部の明断試験，である。

(以上 2 件賦験担当: 吉村福次郎〕

口仮設道路橋用ガーダー i NT パネル」の載荷 試 験 広瀬鋼材産業 (株)

鉱験体はユニ ット化された仮段道路橋用銅製ガーダーである。パネル単体および 2 枚のパネ

ｊｾ をピ ン で接合した院酸体に つ いて，いくつかの荷 量 状態を想定し ，民 験体の剛性および耐 力

を調べるための織荷院験をおこなった。

50 建築と社会/ 1972年11月号

ロ木質系耐力パネル水平加力試験大林ハウジング (株)

木質系組立住宅耐震壁パネルの水平加力に対する耐力を調べるためにおこなわれた。!;t験体

は各種の寸法を持つ木質壁パネ ｊｾ ＱＲ 枚，民験項目は水平方向 の 岡 ＱＩＱ 生，最大荷重，破趨性状の分

析などである。 ( 以上 2 件絞験担当: 大井孝和)

ロ名古屋市国際展示場トラス接合部の試験 (株) 日建設計

展示渇の屋根部分を形成する鉄骨造球殿シェルについて，その部材接合部の強度，変形性能

を確かめるために弘モデル絞肢をおこなった。民駿体は 3種類，各 1体で加力には載荷床と i由

圧ジャッキを用いた。

ロ住友生命，仙台支庖ビル耐震壁の試験戸田建設 (株)

上犯の高層ビルに用いられる鉄骨鉄筋コンク リート耐震壁の力学的性状を調べるため. 1. 000

屯圧縮曲げ賦験機を用いて実物の%モデルの曲げ明断鼠駿をおこなった。賦験体は5 種類，各

1体である。 (以上 2 件飲験担当. ，富田幸次郎)



47年 ・ 第 2 回若い会員 の集 い

i航空機の製造工程をみる会

レ ポ ト

"現代から未来へつながる新らしいものへの

見聞を広め ，体験者との対話による意識の高ま

りを計る ー " 乙とを目的として，第 2 回の見

学会は ，とくに，現代機械文明のなかで も，そ

の最先端をいく航空機製造工場の見学会を企画

したわけである 。ふだん一般に見る乙 とのでき

ない工場であるが，とくに川崎重工の と好意に

より容易に実現のは乙びとなったのはま乙とに

幸いであった。

当日は，朝から照りつける日射しのなか，午

前? 時過ぎ観光パスにて中央公会堂哀を後にし

た。一路名神高速道路をひた走るうち，見なれ

た車窓の景色にも少しずつ物珍らしさが加わっ

て，それまで隣座席との会話 lζ 懸命だった人々

の視線も次第に車外に投じられるようになる。

途中幹事の簡単な案内説明もあって，やがてパ

=  

=  

=  

=  

=  

=  

z  

h  

=  

=  

47年 ・第 3 回若 い会員 の集 い

ふるいまちとあたらしい

まちシリーズ ( 4 )

伊根浦 : 舟屋のある集落 ，

祭を訪ねて一一

レ ポ 卜

昨年度来，継続企画として計画 してきた ζ の

シリ ーズも今回で 4 回目を迎えた。 8 月にはい

りいよいよ厳 しくなった暑さのなかを，池亀線，

国道 ? 号線. 27号線を抜けて一路山陰へと向か

った。往路，保津川の氾濫原 IC発達した亀岡盆

地では， 一面の農耕地の畔道に残された雑木

が，きれいに下校を伐られ，収秘時の稲千 IC利

用されるのであろう ，パスから見る私たちの視

線の少 し上に柔らかな樹海を添え，独特の田園

風景を現出 していた。当地亀岡は，本能寺の変

で有名な明智光秀の城下町として知られ . r裏

切者」の俗聞 とは異なり ，国元では，評判の良

スは小牧インタ ーを出，犬山城を左に見つつ木

曽川を渡り ，川崎重工鵜沼荘 IC着いた。質量 と

もに豊富な昼食で満足気な顔々は控の聞で横に

なったり ，芝の上から犬山城を眺めたり …… 。

しぱしの憩の後，目的の川崎重工岐阜工場へと

向かった。濃尾平野の一角を 占める本工場は，

敷地倒8.e剖 nf . 建屋面積177. 392nf というま乙

とに壮大な規模を誇るもので，正門からさらに

玄関へとパスを走らせた。

一同，会議室にて工場の概略説明を聞いた上，

時K P X- L 設計室の平木敏夫部長に ，航空機

の設計過程， 製造過程についてのお話を伺っ

た。一般的に乙ういった形の見学会ともなれ

ば，説明慣れした，いわゆる説明屋による流調

な口説が多く，何かもうひとつ実のない空虚な

気分にさせる場合が多いので，それを避ける意

味でも ，技術者とのじかの対話，互いのふれ合い

によってその人の語らんとしている核を読みと

る乙とができるようお願いしてあった関係か，

ま乙とに技術屋さん然とし，決して上手とはい

えない話しぶりのなかにも，われわれを引きつ

ける何物かがあった。戦前の飛行機の設計はわ

ずか数人で行なったもので，設計者の怠図を汲

んだ職人気質の人たちがいろいろなノ f ーツを作

り，組立てた乙と。現在は数百人の人たちによ

って設計されており ，基本設計から飛ぶまでに

10年の年月がかかる乙と。性能と経済性，安全

性との兼合いの合理的な結びつけがいかに難か

しいか等々 0 ・ ・建築の設計，生産過程と対比し

た場合，創造する対象物に相違はあっても，比

較にならないほど厳しい自然条件のなかに送り

込むものへの前提として，徹底的な極限の追求

が，大型プロジェク卜により ，実K 体系的にロ

ジカ J レIC進められている乙とに感心させられる

い藩主様で，たび重なる保津川の洪水K 大土木

工事を輿し，治水，治国につとめたそうである。

舞鶴では，建築用ガラスの トップメ ーカ一日本

板硝子K Kの工場に立寄り ，各種ガ ラスの製造

工程をつぶさに見学した。工場応接室での参加

者ーからの質問は ，ひとつは高層建築時代到来に

関する性能上の問題であり ，今ひとつは，公害

時代の到来との関連からガラスの再生可能な性

質についての新たな注目であった。舞鶴から西

へ向かうと ，綾部，福知山を潤す由良川の河口

に達し，ガイ ド嬢の「山淑太夫」の話K. ふと昔日

fC憶いを馳せ，今さらながら ，安寿と厨子王の汐

ものがあった。

つぎは，室を出て，川重のパスIC乗りかえて

の工場見学である。広々とした建屋のなかの整

然とした区画どとに ，各種のヘリ コプタ ー， ジ

ェット戦闘機，対潜哨戒機，中型ジ ェッ 卜輸送

機が組立てられつつあった。

厳密な品質管理のもとで精選された各種の材

料が集められ，ひとつの機体κ 集約されていく

さまは，ひとつの工芸品が，大勢の職人によっ

て手造りにより造られていくのを見るようであ

る。製品の性格上，そうならざるを得ないので

あろうが，少なくともオ ー トメ化された流れ作

業によって組立てられているのでない点K . ミ

クロの正確さを要求される飛行機にも ，血の暖

かさをほのかに感じ得たのではなかろうか。機

体のなかを走る無数の配線のひとつひとつが死

に速なる重要な意味をもっ物であるだけに ，冷

酷な姿勢が要求せられ，それに払われている努

力には，技術の体系を越えた何物かがうかがえ

る。完成した飛行機に目を転じるとき，少年の

頃に抱いていた憧れが初仰としてくるようで，

晴れやかないずれの顔も今さらながら ，人間の

空への願望の強さを表わしているかのようであ

った。時聞があれば，もう少しつぶさに ，じっ

くりと見れたのだが，予定時間も迫り，帰途に

ついた。真夏のパス旅行とあって，帰路 K は疲

れが見えたが，今回の見学会で，はじめて飛行

機の製造を見られた方々が大部分であろうし，

それぞれの立場でまた認識を新たにされた方も

多 い と 思 う 。 ( 北 岡 靖 ー )

- 日 時

・行 程

7 月22日 (土) ・怠加者 3o名

9. 00 出発 ( 貨切パス 1台) →13 ∞ 川崎

重工鵜沼荏 ( 昼食) - 14. 00- 16. 30 川崎

重工岐 阜工場→ 19.30 大阪駅前解散

汲みの浜，シパ刈りの山を車窓から追ったもの

である。宮津にかかる頃から西空がｾり ， 天の

橋立を過ぎる頃から ，みるみる大雨の道行とな

った。雨足が 1 mもあろうかと思えるほどで，

浜近くで車をとめ，雷鳴の蘇き，海へ落ちる閃光

IC. 一時は先行が心配であった。夕刻，小さな

仰を回ると， 舟屋の連なる伊根浦に当着。湾岸

の道路は ，大型ノてスではいると ，両側の人家の

植込lζ 手が届くほどの細い道で，パスの駐車ス

ペース探しにー騒動した後，再び降り始めた雨

のなかを，タ霧荘 K 投宿。夕食前のひととき

は，宿の哀の水辺K 糸を垂れて，小アジ釣りの

建築と社会/ 1972年11月号 51  
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競争が始まった。深く湾入した伊根浦は，入江

の入口を，青島という小島でふさがれ，日本海

の荒波ど乙ろか， 琵琶湖よりもずっと静かな

うらうみ

内海で，まさに天然の良港である。夕食時，説

明役を引きうけて下さった，地元，伊根町の教

育長，須川源太郎さんの話では ，伊根町人口 ，

1. 9∞人 (4∞戸) . 山村部の一部の地域を除い

て，ほとんどが漁業によって，生計を営む純漁

村で，婦人屈は夏場の民宿季を除いて，近くの

町工場に働きにいくそうである 。子弟の就職先

は Ｘｾ 討が京都Ｎ 2劉が大阪，神戸で，今のと

ζ ろ 山村部は過疎で困っているが， 沿岸部で

は，そうでもない・… という話であった。明

朝，再び須川さんをわずらわせて，集落の見学

に出かけたわけであるが，漁村とは思えないよ

うな ，精級な味わいの白木の格子組，軒，庇 lζ

付 けられた細工物の線形， 土壁のまま，ある

いは漆喰塗の立派な蔵が随所に散見できる。所

々に棟より高く築かれた煉瓦造の煙突をもっ家

屋がある。生鮮物の加工場として使われていた

ものだろうが，今では，宮津あたりが乙の地方

の集産加工地になっている。伊根浦の民家形式

は大きく舟屋，母屋，蔵iζ 分類される。舟屋

は，漁具，舟を収納し，作業スペースを兼備し

た 2 階家で， 日本海特有の汐の干満の少なさ

( 大汐で 1. 5 m) . 伊根浦固有の天然港と して

の立地のなかで，海 IC張り出 して切妻を並べた

特有の群造形をっくり出 している 。母屋は道路

を挟んで山側 lとあり ， 蔵は， 舟屋IC 附属した

り，母屋K 附属したりする。舟屋の一見荒んだ

たたずまいに比べ，波風iζ 直接面さない母屋，

蔵は，漁村とは思えない静かさ ，乙まやかさを

見せている。舟屋は，生産，作業スペ ースであ

ると同時に ， 防災壁であり ， できるだ、け平等

に，できるだけ多くの舟屋を海に面する乙の群

構成は，永い間，自然と闘いながら海の幸に浴

してきた伊根住民の怠識のフィジカルな証であ

ろう 。われわれの通っている道は，各戸の庭で

あり，それが連続して生まれた ，乙の集落唯一

のみちであろう 。なるほど，全戸が漁業を営ん

でいる伊根の住民にとって，湾入IC沿って陸地

を遠回りしてつなぐ道路は必要でなく ，湾内に

は，最短距離を動ける海面という主要道がある

のである。前日われわれが大型パスで乗り込ん

だ細い道は，道路でなく ，それが道路として使

われるとき . 4∞ 年来， いやもっと以前から漁

業というひ とつの柱で繋がってきた伊根住民の

ものではなくなるのであ ろう。われわれが逗留

した， 8 月 2 日， 3 日， 当地では氏神祭が催さ

れた。乙の祭は，伊根湾を囲む，高梨，平田，

立石，耳鼻，亀山の各村の氏神祭が明治期 1(，

八坂神社の祭礼を中心lζ 統合された ものだそう

で，ブリが大漁の年は大祭を催したらしく ，明

治年聞に 7 回， 大正年聞に 5 回，昭和になって

9 .  26. 45年と 3 回が記録に残っている。祭は

宵宮の縁日 ，提灯舟，海上花火に始まり ，本宮

の正午，各村から耳鼻に集合した祭礼舟は，ホ

コを積んだ御座舟，神楽噺を乗せた神楽舟. 2  

般を横に連結し，その上に歌舞伎舞台を設けた

屋台舟などと ，各村の受持ちでそれぞれに飾ら

れる。祭装束の青年，少年をのせた祭礼舟団

は，笛，大鼓の噺をひびかせながら湾内を巡航

し， 八坂神社の浜で上陸し ， ホコを先頭1<: : .

大万振り，榛振り，神楽，シシ舞を奉納する。

村人たち自らが演出する村人たちの祭は，素朴

さのなかに力強い気迫が満ち満ちている。( 今

年は大祭でなく ，屋台舟は出なかった。) 伊根浦

の集落は，厳しい自然の猛威にさらされ，たび

たび崩れそうになるものの世界と，営々たる生

活のなかに連綿として築き上げられた，力強し

激しい人の世界をちらりとのぞき見させてくれ

た よ う で あ る 。 ( 中 国 雅資)

- 日 時 8 月 2 日 ( 水) 3 日 〈木〉・重要加者 25名

・ 行 程 2 日 ( 水) :  8.30 出発ー池田 ・亀岡・和

知 〈休けい〉→ 舞鶴( 昼食) → 日本桓硝

子舞鶴工場見学 ( 14.∞- 16.∞) 宮津・天

橋立 〈休けい〉→奥丹後・伊槙町着 18.∞

〈宵宮見学 ・懸親会 ・宿泊〉民宿・タ霧在

3 日 〈木) : 9.30 <朝食〉 舟屋のある集

落と本祭の見学 〈昼食〉伊榎町13.30出発

一前日の経絡を途中休けいして17. 30頃 大

阪駅前解散



日本建築協会

月間の動き

昭和47年 9 月分

理 事

. 6.  

τE玄

20日 Ｕ 時 ｾ Ｖ 時於会館集会室

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか 7 理事

井手京都支部長

議事(1)第13団関西都市 ・住宅会議開催の件

(2) 第 2 回オ ーノレ建築人ボウリング大会開催

の件

(3) 図書「建築基礎工法と実例」販売の件

(4) 今後の建築データシ ー ト発行の件

(5) 実務に直結した建築工事説明会開催の件

(6) 入退会者承認、の件

(7) 報告事項

事 業 委 員 会

見学会小委員会

4 日 Ｖ 時 ｾＷ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者堤副委員長ほか 3 名

議事(1)8 局lζ 実施した見学会の報告

Ｈ ＲＩＹ 月 ｾＱＲ 月の見学会企画について

(3)48年 l 月以降の見学会企画について

(4) そのほか

広報小委員会

6 日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＰ 分於会館集会室

出席者三品副委員長ほか 8 名

議事(1)第 3 回展示写真の実施報告

(2) 第4 回展示写真の実施企画について

(3) 防火関係説明会の実施について

(4) 防水関係説明会の実施企画について

(5) そのほか

若い会員の集い小委員会

7日 Ｖ 時 ｾ Ｙ 時於会館集会室

出席者柳副委員長，奥尾，西村幹事ほか

7 名

議事( 1) 第 2 回， 第 3 回若い会員の集いレポ ー ト

の作成について

(2) オール建築人ボ ー リング大会実行委員会

の編成と企画 ，内容について

(3) 第 4 回伝統工芸を見る会の企画について

(4) 第 5 回「建築家に話をきく会」の企画に

ついて

(5) 分科会の企画内容について

μ) 競技設計について

( ロ) 海外視察企画について

(6) そのほか

海外視察分科会

13日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 ゲ ス ト 交 通 公 社 岡 本 義 正 氏

藤縄主査ほか 6 名

議事(1)企画内容について

(2)視察要項の決定と募集について

(3) そのほか

委 員 会

14日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時 於会館集会室

出席者大橋，窪田 ，堤副委員長ほか

4 幹事

議事(1)各小委員会の事業報告

Ｈ Ｒ Ｉ Ｙ 月 ｾＱＱ 月までの事業企画について

(3) 12月以降の事業企画について

(4) 忘年懇親会について

ボウリング大会打合会

19日 Ｖ 時 ｾ Ｙ 時半於会 館 Ｓ 階会議 室

出 席 者 岡 田 ，宮後委員

議事(1旧時及会場について

(2)開催案内はがきについて

(3) 競技方法について

(4) 運営委員の事務分担について

(5) 賞品について

(6) その他

伝統工芸を見る会打合

25日 2 時半- 4 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 ゲ ス ト 和田伊三郎氏，

西村幹事，高木，岡本委員

議事(1)開催日時及び集合場所について

(2)会費について

(3) 定員について

(4) 見学先について

(5) 昼食場所について

(6) そのほか

海外視察分科会

29日 Ｖ 時 ｾ Ｙ 時 ＴＰ 分於会館集会室

出 席 者 ゲ ス ト 交通公社岡本義正氏

山地重行氏，藤縄主査ほか 7 名

議事( 1 ) 視察内容について

(2)視察要項の作成

(3) そのほか

編 集 委 員 会

青年技術者選衡委員会

8 日 3 時- 6 時 於 会 館 集 会室

出席者彦谷選衡委員長ほか選衡委員 9 名

議 事 第 19回青年技術者選衡

作品作風小委員会

11 日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時於会 館 Ｓ 階会 議室

出席者岩口委員ほか 3 名

議事(1)後任主査選出

(2川月号作品選定

委 員 会

18臼 Ｔ 時 ｾ Ｖ 時於会館集会 室

出席者彦谷委員長，渡辺理事ほか 9 名

議事(1)10月号= 都市防災特集経過報告

(2)11月号= 第 19回青年技術者特集報告

(3) 12月号報告

(4) 1 月号企画一建築と教育特集

(5)特別シリ ーズもの「近代建築の発展期に

活躍した人々 J ( 仮称) 報告

作品作風小委員会

18日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時於会館集会室

出席者岩口主査ほか 6 名

議事 12月号 く北陸の新建築〉討議

青年技術者編集打合

21 日 10時~午後 3 時 於 会 館4 階集会室

22日 10時~午後 3 時 向 上

作品作風小委員会

25日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時半於会館集会室

出席者岩口主査ほか 5 名

議事北陸の新建築調査討議

1 月号 「建築教育」特集編集幹事会

26日 Ｓ 時 ｾ Ｗ 時於会館集会室

出席者乾亮三，竹内勇特別幹事ほか 2 名

議事 「建築教育J 特集のテ ーマと 執筆者の選定

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

B グループ打合会

11 日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時半於会館集会室

出席者小笠原主査ほか 5 名

議事(l )No. 40( 48年4 月号附録) 発行企画について

(2) r防火材料」の発行について

(3) そのほか

企函分科会

12日 6 時- 8 時10分 於 会 館 集 会 室

出席者井上委員長，伊藤幹事ほか 3名

議事(1)今後の建築データシ ー トの編集 ・発行と

運営について

(2)各担当委員の作業項目について

(3) データシ ー トの帯紙の原稿について

(4) r防火材料」掲載勧誘の結果報告と対策

について

(5) そのほか

D グループ打合会

14日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者井上委員長，正法院主査ほか 2 名

議事(1)防火材料 (No. 39) の掲載会社確保について

(2) Y ，防火，耐火工事の今後の企画について

(3) そのほか

委 員 会

20日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者井上，真塚正副委員長ほか 5 名

議事(1)今後の建築データシ ート の編集 ・発行IC

ついて

(2)ぬ39 ( 1 月号〕の掲載シ ー トについて

(3) No. 40 ( 4 月号) の掲載シ ー トについて

(4) 企画分科会の報告と提案について

(5)そのほか

住 宅 委 員 会

委 員 会

13日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小西委員長ほか 13名

建築と社会/ 1972年11月号 53 



議事(1)第 9 回よろず相談住宅展の相談内容集計

表について

(2) 第10回よろず‘ 相談住宅展について

(3) その他

法 規 委 員 会

委 員 会

25日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか13名

大阪市の マスタ ープランの改定方向について

講師大阪市総計局企画第 2 課長

近 藤 達 夫 氏

建 材 委 員 会

東洋リノリウム工場見学会

26日 l 時50分- 5 時

参加者 12名

講 演
. 6.  

=  

建築技術者のために 「千日デパートピル火災

に学ぶ」

本会 ・大阪府建築士会 ・日本通築学会近後支部共催

14日 2 時- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

講師

大阪市消防局防災設備課長 恩 田 一則氏

京都大学工学部教授工学惇土堀内 三郎氏

聴、講者 142名

講 習
4 与

=  

「建築基礎工法と実例」講習会

本会 ・東海支部 ・愛知県建築士会共催

22日 10時~午後4 時

於名古屋東海建築センタ ー

講師

基礎構造の基本計画

工学博士山肩邦男氏( 関西大学教授)

深い基礎工法

岩岡 宏氏( 竹中工務庖)

泥水工法と実例

桜井仙三郎氏( 大 林 組)

聴講者 81名

見 学
. 6‘  

コx

姫路市文化センタ一新築工事の見学会

9 日 l 時10分- 4時20分

設計 ・監 理 株 式 会 社 日建設計

施 工 株 式 会 社 大 林 組

参加者 20名

大同生命本社ピル新築工事の見学会

本会 ・大阪府組築士会 ・日本建築学会近畿支部共他

20日 3 時- 5 時

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

参加者 56名

会 勢 委 員 会

建築 クラブ朝食会

12日 8 時- 9 時半於新大阪ホテル

54  

出席者 80名

当日は名誉会長東畑謙三氏より 「中国の古陶

磁に ついて」のお話しを伺った。

建築クラブ運営委員会

128 91時半- 10時於新大阪ホテノレ

出席者 小林，尾i U. 小川 ，星，畠中 ，各

委員

議事(1) 8 月末現在の会計報告

(2)11月以降の講師について

(3) そのほか

建 築 業 務 基 準 委 員 会

21 日 2時- 4時半於日本建築学会

出席者谷委員長ほか17名

議事(1)建築の複合責任業務について

(2)小規模住宅業務基準委員会発足について

9月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 3 社〕

神鋼商事側建設開発本部

日本メディカル ・エン ジニ 7 リング附

内外パーキング施設側

〔個人会員 24名〕

天 野 修 問 中 清 利 能 勢 普 樹

井 上 良 則 高 木 嗣 郎 福 本 則 雄

組 問 正 三 郎 高 繍 文 彦 藤 縄 正 俊

内 山 昇 中 間 議 介 牧 野 正 直

加 藤 裕 造 中 川 藤 一 総 本 滑

垣 内 敏 樹 中 野 威 矩 生 宮 本 正

駒 岡 一 郎 西 崎 博 史 森 岡 富 士 男

酒 井 点 . 叡 来 俊 明 吉 田 進 彦

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111111111111111111111 

中山富久君の突然の死

中山君の突然の死の報せに私逮はだ然として

しまいました。昨日までひと一倍元気な顔で冗

談を とばしていた彼がとんな乙とになるとは・ ・・

1 しかも恩師坂倉先生と同じ自に。何かの因

縁があったのでしょうか。不慮の死という言葉

がそのままあてはまるような彼の逝き方でし

た。慎重で思慮深い彼がやけどをして命を落す

なんて， とても信じられません。魔がさすとは

乙ういう乙とをいうのでしょうか。

結婚を l カ月後にひかえ ，公団の空家待ち抽

選に l 回で当選し，子供のように喜んで‘ いた

彼，ディスカッションのときにはいつも仲間と

激論を戦わしていた彼。あの活発な発言がもう

聞かれないのは淋しくてなりません。また忘年

会などの席では一人でおどけて ，みんなを笑わ

せていた彼。あの楽しそうな笑顔を思いうかべ

ると，いつかど乙かて- また会えるような気がし

てきます。入所持の面接の際，まだ坊主頭の彼

が妙にとりすまして順番を待っていたのをよく

覚えています。そしてー絡に入所 した後もほと

んど同時にともに東京へ行き，新宿西口の現場

で夜遅くまでタイ J レのパターンを考えたもので

した。東京での 4 年聞は彼の建築家としての将

来の方向を自分でみつけだした期間だったよう

です。小田急ピ J レの峻工と同時に帰阪してさら

l ζ4 年間，幾多の仕事lζ 真剣に取り組んできま

した。そして第二の人生のスタートにまさに

立とう としていた矢先の出来事だったのです。

あまりにも短かい生涯を閉じて しま った彼に ，

残った私達は一体何をしてあげればよいので し

ょうか。ただ冥福を祈るだけでは彼も満足 して

くれないでしょう。いつも事務所や建築界の

将来について建設的な怠見を述べていた彼に ，

せめて乙んな言葉でもかけてあげたい気持で

す。 i 中山君/ 君の分までがんばるよ。きっ

とい… 。」

f 板 倉 建 築 研 究 所 大 阪 事 務 所 吉 村 篤 ー )

故中山富久さんには当協会の編集萎員として，また作品作風

小安員会の主査として活動していただいておりましたが， 去

る 9 月 l 日IC急逝されました。
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「超高層アパートと生産システムに

関するセミナー」開催

日 時 : 昭 和47年11月17日( 金) 13 ・∞

- 17  :∞ 

場 所 : 毎日文化ホール (大阪会館内)

06(344) I34I (代)

定 員 ・3∞名

糖、講料 1;名5，∞o円( テキスト代を含む)

主 催 . 財 団 法 人 建 築 業 協 会

申込先. 大阪市東区京橋 3 - 70 06(941)3651 

大阪建設業協会

申込受付: 10月16日より 11月17日

( 定員になり次第締切)

1. 講 演

①テ ー7 ・超高層アパートと工業化

講師: 内田祥哉 ( 東大教授 ・超高層アパー

ト生産シス テム部会長)

②テー- < モデルプランによる研究

講師 . 超高層 アパート生産システム部会委

員 ( 大野勝彦ほか数名)

2. パネルディスカ ッション

テー- < 生産システムについて

司 会 : 内田祥哉

パネリス ト・ 超高居アパート 生産システム部

会委員

第18回西山記念技術講座開催

期 日 昭 和47年11月21 日( 火) . 22日( 水)

会 場 日 本 生 命 中 之 島 研 修 所 講 堂

大阪市北区常安町29 06(叫 )3131

テーマ: 鉄鋼材料の溶接

構 造 技 術 者 及 見 習

構 造 デ ザ イ ン セ ン タ ー

( 建 築 計 画 ，構 造 設 計)

プログラム

⑮ 543  

大阪市天王寺区上本町 4丁目 1の 2

T  E  L  (768)  4  4  7  5  



本 年 6 月. 日 本 建 築 協 会 の 会 只 有 志 が 集 っ て . 友 記 趣 意 者 な ら び に 規 約 を 制 定 し ， 建 築 ク ラ ブ を 設 立

い た し ま し た 。 毎 月 第 2 火 曜 日 8 時 よ り 新 大 阪 ホ テ ル 宴 会 場 に お い て 朝 食 会 を 開 催 し . 各 界 か ら 講 師

を 招 い て 有 意 義 な 一 時 を 過 ご し て お り ま す。

ご 入 会 ご 希 望 の 方 は 事 務 局 ま で お 申 出 て 下 さ い。

現 在 ま で の 開 催 は 下 記 の と お り で す。

6 月 13 日 ク ラ ブ 設 立 趣 旨 説 明 ・ 役 貝 の 選 任

7 月11 日 鱗 飾 堀 内 三 郎 氏

8 月 8 日 H  星 井 途 三 良 氏

9 月12 日 H  来 畑 謙 三 氏

10月11 日 H  竹 腰 健 造 氏

11月 予 定 w  寺 田 久 弥 氏

12月 予 定 H  阿 倍 野 隆 正 氏

( 火 災 時 の 有 毒 ガ ス と 煙 )

( 関 西 新 国 際 空 港 に つ い て )

( 中固め古陶磁の話)

( o老 後 の 心 構 え に つ い て )

( 大 阪 の 都 市 計 画)

(夢 の 話)

社 団法 人 日 本 建 築 協 会 建 築 ク ラ ブ

( 朝食会) 設立趣意書

建 築 ク ラ ブ
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本 会 は ， 昭 和 7 年 朝 日 ビ ル に 事 務 所 を 移 す と 同

時 に 建 築 ク ラ ブ を 設 立 し . 談話 室 を 設 け て 会 只

相 互の 親 睦 を 図 る と 共 に ， 囲 碁 ， 将 棋 ， 俳 句 な

ど同好の志を集め， 一 時 は 会 只 数 500 名 を 擁 し

て 盛 会 を 極 め て お り ま し た が ， 戦 局 の 重 大 化 に

伴 い ， 自 然 解 消 の 形 と な り ま し た 。

戦 中 ， 戦 後 の 混 乱 期 を 終 え た 建 築 業 界 も ， そ の

後 の 高 度 経 済 成 長 の 波 に の っ て 飛 躍 的 な 発 展 を

遂 げ . ま す ま す 建 築 各 部 門 の 緊密な述繋協力，

慾 親 が 望 ま れ て お り ま す。

こ う し た 情 勢 に お い て ， 本 会 で は ， 建 築 ク ラ ブ

復 活 を 目 指 し ， 取 敢 え ず ホ テ ル を 利 用 し て の 朝

食 会 を 行 な う こ と に 致 し ま し た。

( 目 的)

時 事 ， 文 化. 労 働， 公 害 ， 都 市 再 開 発 . 建 築 関

係 諸 法 規の 改 廃 ， そ の 他 の 諸 問 勉 に つ い て 慾 験

し ， 相 互 の 親 睦 ， 意 見の交 換 を は か る 。

(事 業)

本 朝 食 会 は ， 次 の 卒 業 を 行 な う 。

1.  朝 食 会

(イ) 朝 食 会 は ， 概 ね 毎 月 1 回 開 催 し ， 講 師 を 招

い て 慾 絞 す る 。

(ロ) 朝 食 会 は . 午 前 8 時 よ り 午 前 9 時 30分 ま

で と す る 。

2 .  関 係 資 料の収 集 ， 紹 介. 配 布

3 .  そ の 他 必 要 と 考 え られ る 事 業

( 運 営 委 員 会 )

本 事 裁 を 行 な う た め ， 運 営 委 只 会 を 設 け る 。

(会 只)

会 員 は ， 日 本 建 築 協 会 の 役 只 ， 委 只 ， 元 役 只 ，

名 誉 正 会 只 ， 団 体 会 只 並 び に 会 只 有 志 と す る .

(入 会)

会 只 に な ろ う と す る 者 は . 個 人 10，000円 ， 法 人

50 ，000円 の 入 会 金 を 納 め な け れ ば な ら な い。

法人は， 3名 ま で 会 只 を 指 名 す る こ と が できる 。

(会 費)

会 費 は . 個 人 会 貝 並 び に 指 名 会 只 1 名 に つ き，

年 額18 ，000円 と し . 毎 年 度 始 め に 前 納 し ， 日 本

建 築 協 会一 般会計とは別途会計として処理主する。

但 し ， 昭 和47年 度 中 の会 費 は l 名 に つ き10 ，000

円 と す る 。

( 事 業 年 度 )

本 朝 食 会 の事 業 年 度 は . 毎 年 4 月 1 日に始まり.

翌 年 3 月31 日 に 終 る 。

(事 務 所)

本 朝 食 会 的

(附 則)

本 規 約 は ， 昭 和47年 6 月 1 日 か ら 実 施 す る 。

建築クラブ( 朝食会) 規約

良

第 5 回朝食会スナ ップ

06・231・9648代日本建 築 協 会 内大 阪 市東 区北浜 3- 37建 築 クラ ブ 事 務 局

日 本 建 築 協 会 内 に 笹 〈 。務所は，
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倉 庫 神戸市作合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋根防水 には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＷＱ ミー問ｾ帯

内) 苧 ヲ q イト
新工法. ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

本 社 見E京告1I '1τ 央 区 銀 座 8 - 4 ー 11 電話 ・03(571)2703 - 4・2370・4064・0264

大 阪 :H張 所 大阪 dillll 山区都仏中j U j 1) 2・3- 1  ｾＱＮｌ話 ＰＶ Ｈ ＹＲ Ｑ Ｉ 2 4 9 7 . (922)  7 2 8 0  

名山保出張所 名 I'i 尽 rli 南 区 荒 t江田f 3 3 ｾｴｲ 話 ＰＵＲ Ｈ Ｘ ＱＱ Ｉ 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札申込 :H ＱＡｾ 所 札帆 di 中 央 区 北 三 条 点j /q T n  ｾｬｌ話 Ｐ ＱＱ Ｈ ＲＳ Ｑ Ｉ 7  5  1  1  

l 特 許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

電 話 ( 981) 0615 - 0  618 



空 鯛 設 備 の 貰

冷 暖 房 Y  各 伺 サ γ シ

給排水、衛生水道 £孟 環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 速 機 機 械

厨 房 ｾーーす化 学 鉱山機械

三 機 工 業 22 大 阪 支 肩

取 締 役 社 長 各 務 節

取 締 役 支 庖 長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 信 大 阪 (202) 代表3071

本 庖東京・日比谷・三僧ピル

支 底 名 古 屋、福岡、本l線、広島、仙台、富山

出 張 所 俄 浜 、 金 沢 、 鯵 岡 、 高 松

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備 設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《令
お朝日三業社

本 社 東京都港区芝浜松町1- 2- 7  電話 (434) 6171( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 3.57 電話 (302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

営 業 所 書11)格 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 償 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

空 気 関 和 股 備

設 計 施 工

衛 生 般 信

φ- 三建設備工業株案審社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 ー22 電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 積 浜

大阪支J吉

本 社

支 祉

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 健 児

高 松 ・ 熊 本

出 強 所

調空

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

晃
-.ー

-・

棒式会社。
設 計 施 工

生

気

排 水 ・ 衛

冷 房 ・換

給

媛

大 阪 城 口 研 究 所
株式

会 社

本 社 本 府 大 阪 市 北 区 富 岡 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371

支 府東京都千代聞区神国小川町 2丁目 l 番地 電話 0 3 - 2 9 2ー7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番 地 電 話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 0822- 47- 4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 092- 76- 3795

所 自 JJI ・ 制 作 ・京 郎 神 戸 ・ 松 江

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

庸口城取 締 役 社 長

世t出

社

A 、

Zミ業 株 式賀 工須
Ｇ ｆ￭Ｇｾ ｈ ｻｮ ・空気聞辛口 Ｑ 殴備・給排水衛生段備・塗善幸股傭

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 設 計 ・製作 ・脇 工

建材社

株式

会社ｾＭｦＭＺｗ＠ 衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1 丁目 1 4  

B 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

出 張 所一 高 松 ・ 北 九 州

本社・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑨ (203) 3721 代

名 古 屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2- 13 ⑥ (211)  1535 代

出張所= 札 幌・仙 台 盟 国・金 沢・神 戸

広 Q ・松 山・福 岡 ・パ ン コ ， ?  

⑧ 
支

営 業 所一 千 葉 ・横 浜 ・広 島

水 道 ・ 衛 生 ・ 暖 冷 房 ・其 f也管 E 事

設計並ｾ工

( 旧 斎 藤 久 孝 事 待所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  U  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 昔日千代田区大子園T 2 の 8 /II:!也 ( 日本ピル)

'1I! J市 東 京 ( 270) 7  4  1  1  /11: ( 代 表 )

札制市耐火 ｩ 岨凶 Ｔ 丁目 ｉｾ 凶 ｉ ｊｯＱｪ ｬｬ 鰍 ピル ・ＱＮｴ ｍｩ 札 帆ｾＡｩＷＺ＾Ｖ
金沢市川| 品1 .r 2 待 f 6  ｾｽ＠ .，11. !l i  Ｑｴ ｾ ，ｾ＠ ij l2t 別

制 作 市 御 世 Z の I Ｇ， ＱＱ ， Ｑ 占ｾ｜Ｑ J t-砂24:悩

必 松 市 2 書 r 9  '，'11，1后尚 ti ! @! i H! G

1判 1(1 市大f J ¥ :3 8  0 の I '，11，lli 1国il lLJ i Y:>486 

冷 凍 冷 蔵

⑨ 精 根 冷 機 織 苦 言 柱

地 盤 凍 結空 気 調 和

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

所

品

川

品

川

品

川

品

開

業

業

川

加

減

燐

A
H

M

出

出

出

帆

沢

井

伝

山

札

金

制

必

附

丸ピル 6 7 6号

電話 212仰 3751

大同ピル 616号

電話 443附 3361

電話 681刊 1781

岡 ・ 千 業

熊 本

温 湿 度 調 聾 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 焔 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 唐

創 業 媛 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 鯛 和 設 計

大 正 二 年 病 院 路 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

緊 斎 藤 省 三 商 底

本 庖 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の 1

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0  電 話 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1(新 東 京 ビ ル )

電 話 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 1苫

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1大阪支J書

京都支底

支 唐

営 業 所
名古屋支 l苫

57 

京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

JL 眺 ・ 名 古 屋 ・ 編

宇 都 宮 ・ 横 浜



空 間 設 備 の 頁

暖 ・ 冷房 ・空気 温 温 度 調 整 装 置

設 計 施 工
給 - 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

品主4

-← 

釜拘ｦｩｾ＠高回
お 22 西原衛生工業所大阪底

電話大阪( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大阪市大淀区中 dH街泊4丁目 11

出 張 所 = 京

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番地( 北阪急ピル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

大阪支底

キ土本

平山互業株式会社@  新日本空調株式会社

.aiiiiiI:!!!1l 

墨画ｾ
司& !

設 計 ・ 施 工

阪支r ，t，大阪市北区堂島浜j J f j 1 - 2  5  ( 新大ビル)

屯話 ( 06)  344 - 6  0  3  1  (代)

本 ｾ ｉ Ｚ Ｎ Ｊ ぶ支府 東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

包括 (03)  279- 5  6  7  ]  ( 大代 )

名 内 屋 ・ 九 州 ・広 μ ・札 眺 ・ 東 海 村 ・北 陸 ・ 大 分

大

T  E  L  ( 441 )附 1994 . ( 443) 附0331 大 阪 Ili 西区江戸期通 2 の 2

空 気 調 和 ・恒 温 恒 湿 ・冷 凍 ・ 冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

c : - mODAl b 

@ 不ニ熱学工業績捨紅

東 洋 梨 工 議 機 式 会 極 大 阪 支 障

大阪市南区周目度町 2 - 5  0  "ilt話 261 - 2436({町

東京郎大町区西馬込 ] - 2 - ] 電話 773- 1231(f1j

銀 座 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

本 庖

東京支庖

営 集 所

T E L (443) 8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 后 名 古 屋 ・ 福 岡

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

業 株

会 社⑨ 

ネ土

大阪市西区京町場 l 丁 目 6 2  ¥11，;1; (443)  8161 (大代表)

名 古 b1"i 中 村 区 水 主 町 l の 1 2  11101，1; ( 54 1) 0966( 551)1655 

東 京 郷 港 区 亦 坂 2 丁目 3 - 1  2・

赤 坂 ピ - 7 ピル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生国 F 北 長 狭 通 7 丁目 l の 1 ¥!J:"1; (341)  1778 .  4386 

A

Q

一

A
式工田山

本 社

支 抗

出張所

耕土及京都支庖

大 阪 支 庖

四 日 市 支 庖

大 津 営 難 所

津 営 業 所

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 事 錫F水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 図 面T 2  0 昏 地 の 1

電 話 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691 ) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天泌総北詰 )

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 悶 西 末 広 町 電 話 ③7431 - 3  

大i 1t "i打 出 浜 13 ー 15 電 話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i官 :!i 栄 町 2 - 1  1  1  包括③ 3 6  1  0  

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

'11 j手 窯 業 商 庖

( カタログ進呈)

サ ン エ ス

5 5 5  
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山

川

点
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ザ
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F

u

r

 

業

業
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町

刷

本

本

山

刑

大 阪 lii 西区制本町 2 丁目 98番I世( 靭本町バス停前 )

. ，1! : 諮大阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路市北条ロ 126 岳地 ( 住友生命保険ビル3 1 ' 皆)

屯 話 姫 路0972 ( 82)  0  9  9  9  
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社

姫路営業所

本



電 気 設 備 の 頁

社

電 気 設 備 ⑤ 設計施工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 回 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 高 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

ふ
一

A

陽

ヰ土

本社営業所

朝

本

ｾ電気設備工事設計施工

ｾＭＺＱ浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 . l ; 松 町 1 丁 目

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  

東 京 ・札 帆 ・名 古 ffi . 稲 岡

旭 川・神 戸 ・姫 路 ・高 松 ・広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 ・沖 縄

2  

1  

ぬ

社

支社 ・支庖

営 業 所

出 張 所

本

京都営業所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

交社長 姉 川 正 男

大阪市東区間関崎五丁目 二八帯地 ｾｉｬ訴大阪 ＨＲＰＲＩＰＳＲＵ - 9 鈴

本 社 東 京 都 千 代 悶 皮 肉 神 田 1 T  I'l 4  Ifi J也 5 サ

支 社 札 眺 ・仙 台 ・ 丸 / 内 ・名 古 昆 ・傾 向

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 . l¥V( i兵 ・ ，1争 問 M 山

電 気 工 寧 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6逮 社
ふ
一

A
式株業エ栗 原

占 ー

失

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東京・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広島 ・九州|

信原莱取 締 役 社 長

設 計 ・施 工

司'
電 気 工 事

社

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、.

敏

一
一
一

株 式 会 社

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 i >O f 江 東 之 町 三 「 口 . li 

m Ui 大 阪 (9・¥1 ) 代表 7 3  4  1  - [i 

0388 ・2 1  9  :{ 

大阪市城東[ i ! ] f 江東之町 e f"口 一一 心 ｬ ｴ ｬｾＮ￁ 阪Ｈ州ｊＩＷ Ｈｘ ｉＴ

奈良l / ; ¥i .llJ，i)f，t;i，卸向，[iillη:! 6  0  "官t!rri I:肋苛 2 ｾ自 ＱＷ ・ Ｑ 乙ＺＭＩｾ )  

A

Q

一

A
式株

と
一
刈

号 居

宅，中 本

本

失

大 阪 市 北 区 桁 笠 岡T 5  0  ( 堂ピル 7 階)

*  .!rl i ;⑪ 3  6  7  1  ( 代)

東 京 邸 中 央 区 日 本 僑 箱 崎 町 3 丁目 2 aF地

電 ，lfi ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・4目 線 原 . ey . 悩 山

林代 表取 締役

キ土本

庖支

資 材 倉 庫

奈良営業所

出 張 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 相 里 町 l T 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川 区西五反田6丁目 25番11号( 徳 島 ピル)

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 国T 2  3 番 地

電 路 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

庖

本

支

社宝 電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻 孝 ピル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・幌 市 ・ 高 槻 市 ・姫 路

電 気 ・暖 冷房 ・ 空 間 エ 羽目安置十施工

A

Q

一

A

キ土

事土

S注

本

支

営 業所
営 業 所

群出 張戸斤

市神出 張 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京初日 . 1l- ｩ 掌・， ｾｦ [ 司・水島 ・福岡

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 工 事 ・富十装 工 事 ・ 設 計施 工

手ミ

大阪 市 西区 ｾ ｴ ｊｪｦｦｩ i1 上述 1 r 目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 占 / ， ; 1 ・iよ 山 ・間

巾

'

|刊取締役社長

社本

本土本

岡営業所

支 庖

営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 脇 川 町 1 5  Il¥: !也

電 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京郡港区新橋 5 - 3 4 - 6 f目! 号ピル 5階

i'li: J5 東京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪市 ・札眺 ・名8 W' [ 山口市・松 IIJ ・徳 ILi

A

Q

一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

社本

ネ土

A

Q

一
品

事 株 式

郎四林

エ

取 締 役 社 長

藤工太 陽

東 京 支 !，Ii

大阪市福ｨ，ｾ区上福島北 Ｑ 一 Ｒ
T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

社本

所

59 

張出

大 阪 市 此 花 区 恩 i ' t 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462- 1  3  0  1 (代)

電力工事本部



'.Y 耐 酸

網器、

号

セ卜モノのデパー卜

庖

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 高 麗 桁 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

定 詰 大 阪 ( 202) 4 Q0 5  

商石理大橋矢
株 式

会 社

F UT ABAY A DE CORAT ORS .  LTD.  

家 具 主 主 兵 ・ 室 内 務 備 工 事 言il! i I 十方包工

壁 紙 類一 式 一一 千( 創 業 大 正 7 年)

' " Xo:::l，'1-7..* 協 力 工場 シ ン プ ソ ン ドアー 取扱 施 工 底

医箆週二葉屋装備工業 株式会社

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電話・大阪 ( 371 ) 3321- 3・3630

大阪府知事遁設登録

{ る) 第 1 6  2  1  6 号

C{l'? 社 寺 数 奇 屋 周 瓦 大 仏 瓦

")1ムC 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ー 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

v レ〆 内 外 装 用 窯 変 美 術 タ イ ル ーー 大 イ ム タ イ ル

新 発 売 ー ・・・ 古 代 土 器 調 高 温〆タイルー・ ー 大 仏 古 代 タ イ ル

ポ 各 種 l汗苛 ¥

ガ ラ ス 製 品 卸 問 屋 ι ) # )

j原八橋セトモノ百貨庖 を ご 利 用 下 さ い 、 ノ

思吉田芳雄商庄日

庁; 郎市東山区今熊野大仏池岡町 9の 9 075(541 ) 3344 (i¥:) 

東 京 都 渋 谷 区 上 原 1 丁 目 29の 4 03  (467) 1641 

京 都 t背 水 ・ JJJ 城 ・ 瀬 戸

. 内 念<<1内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 包括(702) 代7814 - 6  

特約代理底・ 東 京 ・名 古 屋 ・ 金 沢 ・広 島 ・ 今 治 ・ 福 岡

Board&Sl ate 

ナニワ媛勾 12ii
3 寸緩旬最適軽量* . 止付( 空葺) 瓦

大 F 水 湾 入 剣 落 防 止

雇" 耐 震 耐! 弘

i っ 安 定経 量

型 瓦

五株

霊登

霊喜

ト弓 1 ・ヒューム宅

ペン手 ｾＭＹ ・・ミ ＩｩｴＭ ［， レ
Standard 

フ タ パ 黒 板

繰 式 会 桂

三 幸 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 町一 ノ ー0

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

⑩ 

ｾ＠

. . .  、no : 古屋】

ｾ＠

タ J レ

軽し、

シマメ

燃 え な い

ーオ

腐 ら な い

一フカケ

東 大 阪 市 新 庄 ( 782) 4171代

-・圃・・・・

大 島 応 用 化 学

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 奇 樋 練 包 水 切 に

ス タ ン ダ ー

醗翻

ドメタ j レσ〉

官富士.

|実|
皆様の見本室年中見ていただける

f 寸

A M，10 ∞- P. M，5.00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06) 364- 2059 

タイル

常設展示場



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

曲目l

近代建築の要求する

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー・ リ ン グ グ リ ル @ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー・

40 ・ピーアッフ' ③シ ャ ッ タ ー ・7凡用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 聾

ス チ ー ル

ア ル ミ

サ ッ 〉〆 • ドアー

ス テ ン レ ス カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

• ド ア ー ハ ン ガ ー

EUT K 乏
雲32 三 高 製 作 所

対馬
特 許 11¥ f異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ' Y 9 -

設: 言十

製 イキz

施 ヨこ

11¥俣シャ11/ ' 1- 工業株式会社大阪支庖

豊かな経験と

最新の技術・. .

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 大阪市東区両替町1- 12 日生谷町ビル T E L (943) 6571代

本 社 東京 (543) 2281 ・名古屋 (331) 6171 ・大阪 ( 352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・ 滋 賀 ・京 都 ・神 戸 ・ 福 岡 ・ 他 全 国 主 要 都 市
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特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

(大量自然換気方式)

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 1 - 25 ( 相 生 ピ ル )

内外建材株式会社

T  E  L  (441 )3983 - 5 ・4396

大 阪 エ 渇 大 阪 市 械 東 区 天 王 国 町 t ー 1 4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 工 場 京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T E L 075  ( 581 )  0 1 2 6  

'1:，，. ; : / 8，，，8  

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

. L A F 形 リミ ッ ト ロ ー ド 送 風 機

. V A F 形 IIf 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

営 業 品 目 ・C A F 形 遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

( 特立午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之町 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 (9 3 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所/ 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 8 14) 6  6  5  1  - 3  

' 70年代をリードする

庖舗づくりのパイオ ニ ア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

製 造 直 売 ・すべて工場渡しで奉仕する

ぐネザ〈ーマーヶッ0 ・C各種専門時

@7i臨時 制 J L

円 16 大阪市民竺31町村 iご劃;「-4

石 綿 セ メ ン ト の 最 高 水 準 を 行 く f ノ
建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

所、配電室、製鋼、ガラス工場の壁、製糖、

アスベストパUヤ

製油製薬工場の床、スカート壁などに最適。

A s bes t o Ba r r i ev  ( 硬質石綿板)

( 呈カタログ)

@  
泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 11 電 話 ( 351 ) 3442・4 0 7 8



漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

フ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

〉

全国有名建材庖又は当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

尋F 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 (672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 図 八 回 町 2 6 の 1 T E L 福 岡 ( 41)  5  2  2  

-

十

，

畠

e

・

・

す

ぷ

か

-

・

新

い

す

ピ

-

回

香

・

・

七

{

五

・

・

錦

紋

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毒見，る

② ペ イ ン ト 塗 料 に f憂 る

③ 塗 り か え

④ 安 価 で塗 り よ

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレ'JI 〆

q ィ5，z，

コート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐荷サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541) 5757

営 業 所 東京・高槻・明石・姫路・四国・中国

イ寸i a 音水火

Z こ責 任 施由自色 彩尺 物長

オリエンタルメタル ( O. P. M)

不 燃 ( 佃 ) 1068号

オリエンタルスーパーメタル ( S. P. M)

種

C I  

回 目

タ然えない

不 燃 ( 個 ) 1048号

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S. P. M)わ れ な い

不 燃 ( 個 ) 1 0 4 5号

オリエンタルシリカチール ( 5. T)  

W ジ ャ ン ポ 波波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V i.皮 ポ ッ ク ス 波

加 工 品 種 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・ J盛 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー ・ ル ー パ

ー ・ ル ー フ エ キ ゾ ス タ ー ( 強 制 換 気 装 置 )

禽 ら な い

オリ工Uヲルメヲル製造株式会結

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115- 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 28:U - 4  

名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

電 話

電 話

電 話

昔舌

電 話

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル

東 京 支 社 及 工 場 均 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4  

九 州 支 1苫 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 支J吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の 24第 2 中経ピノレ

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工時 の

振動・騒音を完全に追放しました. グ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 力 を 杭 判l 込 力 に 変 え る の で 完 全 無 振 動 無 騒 音 で す。

2. 恨 入 長 さ が 長 く 安 定 し た 支 持 杭 が 施 工 出 来 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 積 は あ り ま せ ん。

4. 完 全 に 支 持 層 に 岩 着 さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 朋 待 出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 主 の あ る 建 築 に 故 適 で す。

d 竺う、 Ｍ且亘書ｾＮ冒国司『ー司宮司Ｂ冨］冨］

ｾｹｹ 株式害事主正志歪ヨー ｌｾ 完 ｰｮ
.本 社大 ｬ 仮 ､ｩ 点 ｬ 正ｲＮ ｾＧｪ 斑締 Ｒ の ＲＰ Ｈ 内側新ビルＩ T  E  L 大 i坂 (202)3233( 代 )

. 名 古 屋 支 l苫 t'， lli J;{ di  11
1  
(J( j 品 ! - 3 - 2 ( 前向陽ビル)

. 福 岡 支 l苫 11，¥/刈 di 赤 坂 ! - 15 - 33( ? 1 ¥弘j 陥 ピ ル )

. 営 集 所 u.!: J i ( '  ， ｾｰｬ 凋・ Ｇｦ［ｾ 山 ｬ ぶ ＩＺＮＱＩ 熊本胞児ｽ［Ｎ｜ ・ 工 場 大 阪 ・1'， r
ct

j )1{ 鹿児} ; . ¥

モルタル・コンクリート用

牢 ? ノ ー ノ レ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 援 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

事 A E 効 果 に よ り 適 量 の 釜 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

* セメ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の l腐 蝕 ・ 腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z %: : 6 - " ( セメント起泡剤) . %": : J I .・ι ま寝泊杭工)

セ メ ン 卜 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ 一

株式! ! ! ! I . . . . 田監 1..... ー.・唱，..&

会 社 .am. 唱..-.・_... 晶Ｍｾー・Ｎ

ご一 報次第

関東営費陸所

東北営費量所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1

茨 城 県 1: 浦 市 大 田r 1  2 1 3  

福 ぬ 県 福 仏 市 下 野 寺 下 逮 原

宕手県盛防] 市南大通 3 - 1 2 - 5 0  

大 阪 ";*1，1<: 1，( *' 1' 本 2 - 17- 26 

倉 東 京 (774)  4111代 表

t:t 1:  i雨 ( 2 1) 5 1 8 9

含 福島 ( 34 )  7  1  1  1  

・ 盛 附 ( 24 )  0  2  1  3  

・ 大 阪 (971) 4  7  6  5  カタログ進呈します
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全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビF ニールタ イル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩 ビ の他 に最 近開発さ

れ た 新 しい 共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で す。軟質プレスタ イ プの床タイルに比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま した。

協同組合員が責任をもって施工いたします

= 星 ピサロンは、材料だけの販売 はいたしません。

責任 施 工 の 出 来 る 協 組員 が入念な仕上げを します。

これからはピサロンの時代です

= 星 ピサ ロ ン の 新 しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松 町 の 超 高 層 世 界 貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

はその模様がフランスの画家 ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです。
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東
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¥

匠E 自主

責 規 格 = 333. 3 X 333. 3 X 2 "Ym 9 枚 / が

333. 3 X 333 .3 X  3 弘 9 枚 1m'

女 色 数 = 22色

女 価 格 = 2 弘 厚 品 1，200円 1m' (300m' 以 上)

3  "YmJ 写品 1，800円 1m' (300m' 以 上)

小部 屋 ｾ ｊ 楢・階 段 ＴＰ Ｅ 高製 造 元= 田島 応 同 化 工 株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  
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金属建材におけるアイデ; ィア性と

機能性と合理性iニついじの考察。

今回は

エコニ P ?イプ施工中の一例

マ凶号F副

その寺阿 ＱＱＱ ｩ が、与 ｉＢｊ 家の川でますます出ま っている新 ｕｬｾ 。

挫築の ｉｾ ＧＺ ｪ ｊｲ ｬ Ｑ 化と枚 ｾｪ して ｾＩｒ されてきた、出伐の機 ｦｩｅ と

$Ji たな介J -11! :I''I: Ｎ ー・ の沫 ｬ 凶も次つぎに 克服 。 新しし、 ｉｉ ｜ｈｉ ｾ υｊ 明

のあり ) j を42ぶした、とさえいわれるシステム u去です。

総称して〈エコニースタッドパーティションシステム〉

7 ンテンだけのアイディア L法 で す。料 :ltj 'l: か ら や 燃1'1:

l(u，JikJ 'I: ・巡 什1"!: . J] l!J. 1] 小 杭i斉'1'1子ーまで、ことごとくの必ボ

にl必えられる、それぞi l flM'I '1がJ な I j去カぜ、し、ま 4 やiJ!:tri o

l川( 例列として、日イ本i 以初初j の斗本正栴ρ'jJ肘f付4佳築“ iU三が|閃刈ビ/ルレ"，にこ斗4采川

された P 夕イフでは、欽百筋百コンクリ一トの〉兄6、コンクリ 一 卜

フ，ロ、ツ ｹ汐クの �ｩ ぎのの ＧＱ 慌任さ ι 。 ｼ附司併杭肌 ［ ｻ ［ｾ ｉＧＢ町 ｬ仏､ω

イ刊仕|上:_ 1上二而にも -νω'J ;;i例r?';列}1j 平aな. し、の4折1η「リ紙つき 。，;来+誌附:汁中材寸の製jはよカ、ら

仁法まで5引11'1"-のノ 守テントは、し、わぱ独自1J 技術のふ[1リi J Fです。

;;tJ:' フ白ラザホテル・情1"体テル・111:1'1''.1' ' ( 幼センタービルなど

名だたる，'::jJi付ビルをはじめ数かずの' . AMが、その，，" ' H1l 1iの

すべてを物川ります。 いずれも、製泣から !'Hr:J jl!J. 1:まで。

防 火 竪 梢 造 認 定 第 115号 f に代表される安全設計 F 較里 S L 鋼 と 特 殊

スタ y ドシューと遮音石こうホーードで構成《簡単な施工 l 短い工期

〈乾式軽量遮音間f瑚 壁〉ゴl =1ιr!?イZ

経済効率を高めるキルドタイフの普及版キルドと同校に、へンキ

クロス仕上げかでき、たわみ・ひひ割れの心配もない平滑な去し

《乾式軽量簡易間側壁>IIιrwz

イブに同じ。 4 タイフとも、中空間利用て配管配線は自在

《湿式軽鉄遮音間仕切壁〉 ・ ・ 恥・

..1.....1_1' "・7イ]0

本 カヲロヲを差しあけます本社‘ 注装宮s KS係までハカキでこ時求ください
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- 二入会のお申込は・社団法人 日本建築協会 〒 541 大阪市東区北浜3 37 電話大阪( 06) 231' 9648 ・9649 ・964日 銀首口座大阪39975番
定価 400 円 ( 送料共)


